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「さよなら、クロガ」




　その一言だけが、最初は俺のすべてだった――。

　それ以外の記憶を俺は、なにもかも失っていたんだ。だけど。




「ぼ、くの、かわりに……！　君が、守、れっ……『彼女』、を！」




　そんな言葉を俺に遺のこして、息絶えた青年がいた。

　この巨大な地下施設「十三階層学園」で死んだ、指導「輝き士し」の一人、雪ユキ司ジさんだ。

　だから俺は、彼の着ていた黒服と大たい剣けん型「武ぶ輝き」を受け継いだ。

　そう。「クロガ」と呼ばれた自分の名前くらいしか覚えていない俺だったが、この施設にいるのは輝士のみ。俺も、輝士のはずなのだから。

　しかし学園にいる俺たちは今、命の危機にさらされていた。

　十三もの地下階層に徘はい徊かいするのは、異い形ぎようの機械生物「棄き竜りゆう」どもだ。

　それは本来、輝士の修練のため学園内に放たれていたものだった。この世界は、食料や資材となる棄竜を狩ることで成り立っていて――そのために対棄竜兵器である武輝を振るう、輝士たちが育成されているのである。

　――もっともそれは、この十三階層学園では破は綻たんしていた。

　突然の、原因不明の棄竜たちの暴走。それが輝士たちの命を奪い続けているのだ。

　けれども俺たちに逃げることは許されない。学園を管理する、地上にある聖国レグヌムの「王城」が、出口を封ふう鎖さしたせいだ。




『非常事態を宣言する！　すべての棄竜を排はい除じよせよ！』




　王城よりの通達は、絶望的なものだった。

　いや、もっともな判断なのだろう。世界は棄竜に頼っていても、その凶暴さまでは必要としない。学園から多くの棄竜どもが這はい出す事態だけは、どうしても避さけなければならないのだから。

　でも中に残された俺たちに、生き延びる術すべはあるのだろうか？

　ある。たった一つだけ、方法が――。

　それは学園の最下層を目指すこと。第十三階層にいるという棄竜の「女王」を倒せば、他のすべての棄竜たちも活動を停止するはずなのだ。

　だから俺は、ここで出会った他の輝士の少女たちとともに、最下層へと降りて行く。多くの屍しかばねを乗り越えて。

　けれども――この棄竜暴走の原因には、なにかしら「人為的」な策略があるのだろうか？




「ふふん。快感だったぞ？　ゴミを、一いつ掃そうするというのは」




　降りて行った第三階層で出会ったのは、一人の白はく髪はつの少女「ヨルダ」だ。

　彼女は棄竜を利用して、多くの輝士の命を奪った。なぜ？　俺たちにはわからない。

　いや、ヨルダの方は俺のことを知っていた。「さよなら」と俺の最初の記憶の中で、そう告げた声の主が、彼女だったのだから。

　――そう、俺はヨルダと出会うことで、少しだけ記憶を取り戻し始めていた。

　それと、力も。




【くおおおおおおおおおおおおおおおん!!】




　失った記憶とともに忘れていた、手にした武輝の使い方。

　しかし「《結晶マテリア》!!」の叫びを放てば、雪司さんから受け継いだ大剣の「封ふう殻かく」が、ついに爆はぜた！

　俺の「輝力」に満たされて生まれたのは、生きているかのように咆ほう吼こうする、巨大な「闇やみ」色の「輝キ刃バ」だった。

　それは他の「火」「風」「土」「水」「雷」の、どの属性とも違う力。闇属性――それが、俺の秘めていた特別な輝力だった。だが。




【きしゃぁああああああ！】




　同じ闇を、ヨルダが操って見せた。彼女の《結晶マテリア》化した武輝は、無数の黒い鞭むちとなり、俺をたやすく退けたんだ！

　この世界でも初めて確認されたという、闇属性の「黒輝士」が、俺とヨルダの二人だった。

　なぜだ!?　俺は、ヨルダとどんな関係があったっていうんだ！

　彼女は俺を敵視しているようだったけれど――！

　なにも憶おぼえていない俺を嘲あざ笑わらい、ヨルダは闇とともに逃走した。

　俺は、本当に、何者なんだ？　――わからない。

　いや。ヨルダと接触したせいか、ノイズの闇に侵おかされていた記憶が、わずかに鮮明になった。

　思い出したのは、「さよなら」とヨルダが俺を突き放したときのおぼろげな光景だ。

　その敗北の記憶の中、なんとあの、大剣を手にした銀髪の青年の姿があった。雪司さんだ！

　なんと俺はこのときに、雪司さんと会っていたんだ！

　そうか。だからこそ彼は俺に、『彼女』を守るよう伝えたのか？　そして、その『彼女』とは――。




『……どうして!!』




　雪司さんの背後に守られた誰かが、ヨルダに負けて倒れた俺に、そう叫んでいた。

　それは、少女？　きっとそうだ。なぜなら雪司さんが彼女のことを、『姫』と呼んでいたのだから。

　けど、なに？　『姫』って、いったい？

　その『姫』のことは残念ながら、それ以上ははっきりとしなかった。まだノイズが記憶に纏まとわり付いて、どんな声をしていたかさえおぼろげだ。けれども――『彼女』は、『姫』だったのか！

　でも、妙だぞ？　だって。




「絶対に、渡す、なっ。……『彼女』は、最後の……ぜ、う……」




　最後の「絶望」。

　雪司さんが死の間際に、俺に言い残した最後の台詞せりふは、今になってはっきりとそう理解できた。

　どういう意味だ？　『姫』が絶望？　守るべき『彼女』であるはずなのに!?

　いや、問題はそれ以上にややこしかった。

　なぜなら、その『姫』と呼ばれる人物は――！
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　俺は、そっと目を開けた。

　ここは十三階層学園の、第三階層の一画。もとは訓練用の、巨大な円形プールのあった場所だった。

　しかし今はまるで様子が異なる。

　地下にある学園の天てん井じようが、白い輝きを失うほんの六時間。それがここでの「夜」だった。

　その中でも、闇属性の力に目覚めた俺だけは、くっきりと周囲を見渡せる。

　――横になった視界に飛び込んでくるのは、蓄たくわえていた水のすべてを失った、広いプールの底だった。

　ああ、俺は干ひ涸からびたプール跡に、ポンチョを敷しいて寝ていたんだ。

　いいや、眠れるわけがない。

　これまであった、自分のこと。ヨルダのこと、そして『姫』のこと――。

　目を閉じても、それらがぐるぐる頭の中を回り続ける。

　そして最後に行き着くのは、目を開けたすぐそこで眠っている、他の五人の少女たちだ。

「くー。くー」

　黒くろ髪かみにピンクのリボンがトレードマークの颯サツ綺キが、三つに折りたたんだ槍やり型武輝を枕まくらにして、静かな寝息を立てていた。

「う、うぅ……う？」

　その横で寝苦しそうにしているのは、一番幼い愛ア理リ砂サだ。

　それもそのはず。彼女の赤毛の頭が埋まるのは、なんと別の少女の胸だった。

　寝ね相ぞうが悪く、愛理砂にくっついてきた巨乳の持ち主、光璃ヒカリである。

「……あふ、ぅん～」

　鎧よろいを脱いだ白服の胸元も乱れさせ、灰色の長い髪を艶つややかに垂らす彼女は、寝ていても色っぽい吐と息いきを漏もらした。

　そのはずみで、二つのふくらみが揺れ動く。すると挟はさまった愛理砂が、いっそうやわらかな肉の中にめり込んだ。

　無意識に愛理砂は逃げようとするものの、無駄だ。余計にずぶずぶ、肉の割れ目に飲み込まれていく。

　うわあ。その光景に、さすがに俺も目を逸そらした。

　かわりに視線に飛び込んできたのは、その向こうにいたお下げ髪の少女、静シズ九クだ。

「ご、めんな、さい……」

　彼女は汗ばんだ額に、栗くり色の前髪を貼はり付け、少しうなされているらしい。

　か細い声で謝るのは、ここで倒れていった、救えなかった他の輝士たちを思ってか？　仰あお向むけに寝ながら彼女は、その両手を組んでいた。さながら「運うん輝きの神」とやらに祈るように。

　ああ、本当にここでは辛つらいことばかりだ。

　それでも俺たちは命ある限り、生きていかなければならない。死んだ者たちのぶんまで――。

　だから最後の一人、長い金髪を後ろで束たばねる紅那クレナは、座ったままの恰かつ好こうで眠っていた。

　夜の闇に紛れて、棄竜の襲撃があるかもしれないからだ。本来なら交代で、一人は見張りをしなければならない。しかしさすがにヨルダの件に翻ほん弄ろうされて、みんな疲れ切っていた。

　それでもせめて、なにかあったときにすぐ反応できるよう――紅那は鎧を着けたまま、愛用の刀型武輝を抱いて寝入っていたのだ。












「……！」

　びくん！　彼女は時折、もたれかかる刀がずれて、目を覚ます。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいのため、すぐに再び眠ってしまうが、熟睡しないようにしているのだ。

　それは誰に言われたから、でもない。

　彼女はそういう輝士だった。自分で判断し、生きるためにそうするんだ。

　いや、どのみち今は俺が起きてる。だから、大丈夫なんだけれども。

　――それよりも。

　火属性、赤輝士の紅那。

　風属性、緑輝士の颯綺。

　土属性、黄輝士の愛理砂。

　水属性、青輝士の静九。

　雷属性、紫輝士の光璃。

　ここにいる、五人の少女たちを見て、あのヨルダが一言告げた――。




「だからか？　貴様が『あのときの女』とともにいて、そうやって平然としていられるのは」




　あのときの女。

　それはノイズだらけの記憶の中にいた、『姫』のことか。ああ、きっと間違いない！

　だから俺の頭の中を、さっきから同じ答えが纏わり付いて離れないんだ。

「……『姫』は、この中の、一人？」

　つい、小声で独白する。

　そう。何度考えても、そこに行き着く。

　そして同時に浮かぶのは、大きな疑問だ。

　じゃあ、どうして？　なんでそんな大事なことを、その『姫』である誰かは打ち明けない？

　俺と、すでに会っていたって！

　わからない。本当に、わからないことだらけだ。

　まさか俺みたいに、そのときの記憶を失っている――？

　いいや、そんなことあるものか。少なくとも彼女らは、ちゃんと自分のことを憶えているし。

　だとしたら、なにか理由があるのだろうか？　それって、いったい？

「……。わからない……」

　いや、俺はそもそも知らないんだ。




　第一に――『姫』って、いったいなんなんだ!?
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　十三階層学園の夜が終わり、朝が来る。

　遙はるか頭上、二十メートルもの高さを誇る天てん井じようが白い光を放ち出した。それは第三階層の、干ひ涸からびたプールにいる俺と五人の少女たちを叩たたき起こす。

　ああ、もう休息のときは終わりだ。

「とりあえず、あの、朝ご飯つくりますね？　……《結晶マテリア》！」

　それぞれがポンチョを小さくたたみ込み、ポーチにしまい、脱いでいた鎧よろいを装そう着ちやくする。

　すると真っ先に、その鎧を青い輝きで染め上げたのは、青あお輝き士しの静シズ九クだった。

　彼女の右腕につけられていた、六角形の装甲が弾はじける。それが彼女の武ぶ輝きであり、しかし《結晶マテリア》の言葉とともに装甲が形作るのは、刃やいばの類ではなかった。

　装甲から分解した、装飾の施された封ふう殻かく。それを輪りん郭かくにして、青い光が薄く広がる。本来なら輝キ刃バと呼ばれるはずのそれは、単なる円形の板となった。

　ああ、もしかして「フライパン」か？

　きっとそうだ。水属性の静九の能力は、戦闘には不向きだが、料理の才に特化している。

　空いた片手で取り出すのは、彼女のリュックに詰め込まれていた、金属製の筒つつだった。それは俺たちが確保した、棄き竜りゆうのパーツの一部である。

　ずるり。筒の内部で圧縮されていた灰色の肉が、青いフライパンに投入された。

「ええと、朝は軽めで……《ざっくり×じゅわわわーん》っ！」

　そして静九は言葉によって、己の輝き力りよくを制御した。












　フライパンの中で変化が起きる。水属性である彼女の力に導かれ、そこにわずかに水が躍った。空気中の湿気から、そうやって集めることができるらしい。

　さらに水は鋭えい利りに煌きらめいて――フライパンの上に転がっていた、肉の塊かたまりを荒々しく切断した。

　だがそれだけで、水気はあっさり掻かき消えてしまった。

　いや、そのまま蒸発したのだろう。

　――かわりに、香ばしい香りが漂ただよってくる。フライパンに熱された肉が焼け、おいしそうなピンク色に変わり始めた。

　そう。水属性は、熱をも操ることができる。たぶん水分子に直接作用してるから、なんだろうな。

　だから死んだ雪ユキ司ジさんのような、氷を操る白輝士なんてのも希まれながらいるらしい。あっちは逆に、熱を奪う方向に特化した輝士なんだろうけれども。

　いや、その雪司さんのことを、俺はなにもわかっちゃいなかったんだ。

　あの人は俺と面識があった上で、『姫』を託たくしたっていうのに？

　でも、その『姫』ってのは――。

「ふわぁああ！　うーん、いい匂においじゃん！　目が覚めるねー。にへへ」

　焼ける肉を前にして、俺たちは静九を囲むように座り込み、それぞれ携帯カップやフォークを用意していた。

　その中でまだ寝ぼけ眼まなこだった颯サツ綺キが、あくびとともにのびをする。ちんちん！　と待ちきれず、フォークでカップを叩き始めた。

「あ。ねえねえ、アタシその、一番大きいヤツね！　静九！」

「はえっ？　ええと、ど、どれも同じサイズ……だと思うんですけれど。あの、その」

　催さい促そくされて、青いフライパンを抱えたまま、静九が目を白黒させた。

　すると、その隙すきにさっと素早く動いたのは愛ア理リ砂サだ。

　彼女はなんと問答無用でフォークを伸ばし、焼けた肉を一枚奪う。

　それも、颯綺が目を付けていたヤツを、だ。

「！　ああ―――っ！　ちょっとアンタ、こら、愛理砂あ！　それアタシの肉ぅ!?」

「むぐむぐ。……早い者勝ちですが、なにか？」

　口いっぱいに肉を頰ほお張ばる愛理砂が、不ふ機き嫌げんそうに颯綺をあしらう。

　幼い割にいつもクールな彼女だが、今朝は一段と冷たかった。もしかしたらしっかり寝付けなかったせいかもしれない。

　それがいっそう、「やんのかこらー！」と颯綺の怒りを買うのだが。

「颯綺、輝士どうしの私闘は禁止です！」

　ぴしゃりと言い放ったのは、規律に厳しい紅那クレナだった。

　えええ、と颯綺が唇くちびるを尖とがらせた。

「ちょっ……あ、アタシぃ？　悪いのは愛理砂じゃん！　もー！」

「そんなことより騒いでいるうちに、自分のぶんがなくなりますよ？」

　ひょい。颯綺の脇から手を伸ばして、次に肉を取ったのは紅那だった。

「じゃあ、ワタシも～。いただくよ～」

　さらににこにこと、光璃ヒカリも続く。

「にゃわあっ!?」

　さすがに颯綺が大慌てで、その前に自分の肉を確保したが。

　いや、ちゃんと静九が人数ぶん用意してるんだから、取り合わなくてもいいとは思うんだけどな。

「あのぅ、ですから。どれも同じ、なんです、けども……」

　ごにょごにょと静九が哀かなしそうに呟つぶやいた。

　その彼女が持つフライパンには、もう肉は二枚のみとなっていた。静九と、あとは俺のぶんだ。

　それに気付いてか、俺が取りに行く前に――静九とはたと目が合った。

　しかし瞬間、彼女はお下げ髪を揺ゆらして、ぱっと視線を逸そらすのだった。どうにも男嫌いなのは、ほんと相変わらずみたいだなあ。

　だから、だろうか？

「ほい。クロガくぅん～」

「え？　あ、ありがと……」

　俺のかわりに肉を受け取ったのは、光璃だった。

　気を利かせてくれたのかな？　カップに二人ぶんの肉をのせ、彼女はいそいそ俺のもとに身を寄せてくる。

　いいや、それだけじゃなくて――。

　ふにょん。

「!?　お、おいっ、光璃!!」

　サイズの合ってない鎧の脇から、窮きゆう屈くつそうにはみ出る胸の一部が、なぜか俺にくっつけられた。

　いや、彼女が「あ～ん」とフォークに肉を突き刺して、食べさせようとしてきたのだ。うわわ!?

「食べさせてあげるよ～。うふふ」

「え？　……ひ、一人でできるから、それ！　大丈夫だからっ！」

「遠慮しなくていいよ～、クロガくん。ワタシたち将来を誓ちかい合った仲だもの～！」

　ね？　なんて光璃は目配せまでしてくる。

　はあ？　いや、そんな約束――してないよ!?

「な、なんのこと？　将来って、あ、あのねえっ？」

「ん～？　クロガくん、ワタシのこと嫌い～？」

「えっ。そ、そんなこと、ないけど」

「ほら～。じゃあ、決まりだよ～。うふふふふ」

「!?　ど、どういう理屈……むぐっ！」

　反論するより先に、俺の口に棄竜の肉が放ほうり込まれた。

　とたんに、じゅわっと肉汁があふれ出し、しっかり嚙かみ締しめてしまう。

　うわ、おいしい！　思わず黙ってしまううまさだ。

　それでいて棄竜の肉には、人が必要とする栄養素がきちんと詰まっているらしい。学園内での食料は、こうして棄竜を倒すことでしか得られないが、おかげでどうにか生き延びられる。

　それは「醒せい歴れき」とかいう、この時代では当たり前の光景のようだ。

　世界は一度、機械文明による環境汚染で、滅ほろびかけたらしい。食料も失われ、人類の数は激減した。

　だから人は機械を「棄き塊かい」と呼び、捨て去った。かわりに手にした、輝力という新たな力にすがることで。

　輝力はやがて「輝き法ほう」として体系化され、世界を修復していったという。

　その過程で、ついには利用価値のなかった棄塊すら、棄竜として再利用し始めたんだ。

　――こうして人は、棄竜に頼る。食料として、また輝力を通す武輝のような、特別な素材として。

　そしてそれを狩る輝士を、棄竜の巣を利用してつくった学園で育成するんだ。

　ただ、そうやって世界が棄竜とともに歩み始めてから、どれほどの時が過ぎたのだろう？

　残念ながら、俺にはそのあたりの記憶がない。完全に忘れていた。

　だけど不思議なことに――なぜか、機械についての知識を俺は持っていた。

　この時代では、どうやらほとんどの者が、科学について詳しくないのに！

　機械に詳しいというのはどうも、今では「変わり者」に属するようだ。その使い方すらみんな忘れている。

　けれども、そうだ。この光璃だけは、俺ほどではないにせよ、機械にちょっと詳しかった。

　なにしろ棄竜の遺い骸がいから、いろいろな部品をコレクションしてくるほどなのだ。残念ながら機械を詰め込んだリュックは、ヨルダとの騒動で、どこかに失われてしまったけれど。

　だから、なんだろうな。こうして無邪気にくっついてくるのは。

　俺としてはもう、肉をもごもご頰張りながら、赤くなるばかりだけども。確か、「趣味が合う」だっけ？

　いや、別に。俺のは趣味ってわけじゃないんだけどな。

　ううん。なぜ自分が機械に詳しいのか、それすら俺は憶おぼえていない。

　本当に、わからないことばっかりで――。

「それはそうと、食べながら聞いてくれますか？　みんな」

　そのとき食事をする手を休めて、ふいに紅那が切り出した。

　彼女は肉ののったカップを脇に置き、かわりに一枚の紙を取り出してくる。

　それは俺たちがそれぞれポーチに収納する、この学園の地図だった。

　階層ごとにわけられているその地図の、端っこに刻まれた数字は「03」。この俺たちのいる、第三階層を示すもの。

　そして、そこに記された大きな円形のプールを、紅那は指し示した。

「これからのことだけど……第三階層にいる私たちが目指すのは、必然的に次の第四階層となります」

　こう。と紅那の指先が、みんなに見えるよう広げた地図上を動き、近くの「▼」マークに移動した。

　それは下の階層に繋つながる、降りる階段を表す記号だ。

　そうだ。俺たちは、学園を降り続けなければならない。

　だって地上への出口は、現在封ふう鎖さされたままなのだから。一番下の第十三階層にいる、棄竜の『始まりの女王』とやらを倒さなければ、ここから解放されないんだ。

　いや、俺たちが降りて行く理由は、もうそれだけじゃなくて。

「……降りれば必ず、またあの黒輝士ヨルダが待ち構えているでしょうけれど」

　はっ、と息を呑のんだのは――俺だけじゃなかった。

　紅那が改めて突きつけた現実に、誰もが口の動きすら止める。

　そうだ。ヨルダは言っていた。




「悠ゆう々ゆうと、ゴミどもを消していこう。今回のように、貴様の一番嫌がるやり方でな！」




　――それはまた、多くの輝士たちを殺すということ。

　俺たちに先んじて下の階層へと降りたヨルダは、また最悪の虐ぎやく殺さつを画かく策さくしようとしているんだ！

　ヨルダとなにがあったのかすら忘れていた俺に、嫌がらせをするために？　くそ！

　それを絶対に止めなくちゃいけない！

　けど、どうする？　ヨルダの強さは圧倒的だ。同じ黒輝士である俺も敵かなわなかった。

　いいや、最初から俺は一度も彼女に勝っていない。「さよなら」と言われた、あのときから――。

　それでも。

「ふんだ！　あーんなヤツ、しょせんアタシらの前から逃げ出したんじゃん！　あんな卑ひ怯きよう者もの、今度会ったらギタギタにしてやるってのー！」

　がちゃん！　さっさと肉をたいらげて、空のカップに颯綺がフォークを叩きつけた。えっ？

「ぎ、ギタギタって、颯綺。あれはそんな簡単な相手じゃあないよ」

　さすがに俺がたしなめた。

　悔しいけれどあのヨルダの強さは、剣を交えた同じ黒輝士の俺が、一番よくわかっていたから。じろり、と緑輝士の少女には強く睨にらまれてしまったけれど――。

「確かに……こちらが万全なら、戦いようはありました」

　しかし、愛理砂が颯綺に同調した。

　こんなときだけは、不思議と意見の合う二人らしい。「へえ」と満足げに、颯綺がにやりと目を細める。

「言うじゃん、愛理砂！　そーそー、だいたいこの天才美少女輝士であるアタシにかかれば！」

「むしろわたくし一人でもやれましたが、なにか？」

「……あ、アンタってさ。ほんっと、かわいくないよねー」

「は？　事実を告げたまでですが」

　お互いに自信家だが、愛理砂の方が一枚上うわ手てか。まあ確かに、彼女は幼さに不釣り合いな実力を持っていた。それが言わせるんだろうな。

　ただ、そこを紅那がたしなめる。

「一人というのは言い過ぎですよ、愛理砂。輝士は本来、力を合わせて戦うものです。それこそ棄竜と対するときのように」

　あ。

　そうだ。そうだった。俺もすっかり忘れていた。

　輝士は、人より強い棄竜を相手にする。だからこそ基本的に、一人で戦おうとはしない。

　同属性の輝士たち数名で小隊を組み、輝力を重ね合わせることで、より強い力をぶつけるんだ。

　残念ながらここにいる俺たち六人は、見事に輝力の属性がばらばらではあったけれど――。

「いえ、だからこそ。一人でしかないヨルダと戦う術すべはある、ということですね」

　逆に紅那がそう告げた。

「そう、か」

　俺は納得する。そういう考え方もできるんだ！

　ああ。俺たちを見回すその眼差しに、そう確信させられた。

　彼女は揺るがない。俺たちを見回して、そう確信する。信じてるんだ。輝士の力を！

　ただ、「あは、は」と苦笑いしたのは静九だった。

「あ、あたしは……そのう。戦力にはなれない、ですけど、ね。はあ……」

「ワタシも、今は無理かな～。武輝の封殻、欠けたままだしね～」

　さらに光璃が肩をそびやかす。ぽんぽん、と叩くのは座り込んだ自分の足だ。

　ブーツの横側には彼女の杖つえ型武輝が収まっていた。このプールでの激戦では、銃のようにも形を変えた、かなりの威力を見せた代物だ。

　けれども、そのせいだ。威力と引き替えに封殻を飛ばしたそれは、どうやら使い物にならないらしい。

「でも、賛成～。だって理論上は、どんなに強い個体でも、数で押されれば負けるもの～。……それが一番わかってるのは、あのヨルダってコ本人かもね。だから自分で手を下すんじゃなくて、棄竜を利用しようとするんじゃないかなあ～？」

　――あ。

　確かに。俺たちは光璃の言葉に、自然と頷うなずき合っていた。

「そうだよな……。だって、なんであれだけ強いヨルダが、わざわざ他人に化けたりするのか。棄竜を利用するなんて、回りくどい真ま似ねをするのか……きっと、なにか理由があるんだよな？」

　俺はあえて口に出して、自分とみんなに言い聞かせる。

　もしかしたら、それはヨルダが「一人」でしかないからか――？

　だからこそ限界があり、無理も出てくる。

　そこが決定的な俺たちとの差であり、つけいる隙なのかもしれないな。

　だけど、あのヨルダは本当に、なにを考えて人を殺すんだ？　この封鎖された学園で、そんなことをしてどんな意味がある？　同じ、輝士の仲間であるはずなのに。

　それを知る方法はただ一つ。もう一度ヨルダに迫り、止めること。

　きっと簡単じゃない。それでも、多くの輝士たちが殺される場面に出くわした俺たちの、選択肢なんてそれしかなくて。

「そうね。それに、降りて行けば私たちは、他の輝士とも落ち合えるでしょうし」

　残っていた自分の食事を片付けて、すっくと紅那が立ち上がった。

　ああ、彼女は誰よりも迷わない。輝士として、自分のやるべきことを真まっ直すぐにするだけなんだ。

「さあ、準備をしましょう！　ここから、さらに下へと降りるために！」

　俺と他の四人の少女たちを見回して、紅那ははっきりと告げるのだった。
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　かくして俺と五人の少女たちは、朝食を手早く済ませると、プールの底から腰を上げた。

　干涸らびたこの場所から、本来はプールの縁となる場所まで上がるのはそう難しくない。メンテナンス用なのか、鋼鉄製のハシゴが設けられていたからだ。

　そして俺たちは半日ぶりに、プールから這はい上がる。

　広がるのは円まるく取り巻く壁にある、たくさんの通路たちだった。

　その多くは、潜せん水すい艦かんのハッチのような扉によって塞ふさがれている。

　さて、俺たちがこれから進むべき道は――。

「あれですね。『42』番は」

　紅那クレナが扉の上に刻まれた番号を読み、指さした。

　ああ、確かに扉にはそれぞれ、そうやってナンバリングがされているようだ。ただ、１番から始まって、ところどころ数字が抜けながら右回りに取り巻いていた。

　これって、時計の分表示か？　俺は直感的にそう捉とらえる。

　学園内のあちこちにはＮ北とＥ東の記号と数字が刻まれていて、現在位置がわかるようになっている。が、ここは円形の空間であるため、より判別しやすく工夫されているのだろう。

　１がおそらく真北にあたり、15が真東、30が真南。だから42番は、真西の45に近い扉ということになる。

　そこから俺たちは、第四階層への階段へ向かうんだ。

「うにゃー！　やったるぜいっ！」

　緑輝士である颯サツ綺キが、背中から外した槍やり型武輝を手に先頭を歩く。

　それは風属性の彼女が、俺たちの中で一番棄竜の気配に敏びん感かんだからだ。

　この十三もの階層を持つ、巨大な地下学園では未いまだ、多くの棄竜たちが徘はい徊かいしている。そいつらと鉢はち合あわせしないことが、最善の策なんだ。

　だから俺たちは警戒しつつ、迷宮のように入り組んだ第三階層の中を進んでいくのだった。

　――それにしても、俺は少々面食らっていた。

　今も、さっきも。ここにいる五人の少女たちには、あまり陰かげりが見られないのだ。

　そうだ。これまでどおりというか、それぞれに差はあれど――みんな元気だ。深刻な話をしても、ちゃんと食べて、しっかり前に進んでいく。

　もちろん立ち止まっていても、無意味だって誰もがわかっているからだろうけど。

　それでもヨルダの起こした惨さん劇げきは、まだ昨日のこと。いいや、わずか半日ほど前の出来事なんだ。

　けれどももしかしたら、これが彼女たちの身につけた、最悪の学園生活で生き延びていくための術かもしれない。

　ただ、俺は――。

「？　クロガ、どうかしたのですか？」

「えっ？　あ、いや」

　急に話しかけられて、俺はどきっとさせられる。

　自然と少女たちの殿しんがりを務める形になっていた俺だが、そこにわざわざ歩を合わせ、紅那が訊きいてきたのだ。

「顔色、あまり冴さえないですよ」

「……。うん、まあ。昨夜、あんまり眠れなかったから」

　正確には、ほとんど寝てない。ずっとヨルダのこと――そして、記憶の中で見たあの『姫』のことを考えていたから。

　だけど俺は未だにそのことを、ここにいる少女たちに言えないでいた。

　もしかしてそれを、なんとなく紅那は察したのだろうか？

「そうね……気持ちはわかります」

　背負った俺の大たい剣けん越しに、ぽん、と彼女の手が軽く触れた。

「あのヨルダがなにを考えているか、わからないですし。でも、一人で悩まないで。クロガ」

「えっ？」

「言ったでしょう？　私たちがヨルダに勝るのは、一人じゃないってことですから。一人で抱えきれないぶんは、私が背負ってもいいんですよ？」

「あ……」

「も、もちろん私だけじゃなくって。他のみんなでもいいですけれど」

　紅那は照れたように、少し赤くなりながらも微笑ほほえんだ。

　ああ、この少女はいつもこうだ。自分より誰かのことを考えてる。それが自然にできるんだ。

　なのに俺は、自分のことで精一杯だった。情けない。

「……そうだよな。みんなは、俺のこと受け入れてくれて」

　俺はヨルダと同じ、黒輝士だった。

　もしかしたら記憶を失っているだけで、仲間なのかもしれない。でも、紅那たちは誰もがそれを否定した。

　だから俺はこうして今も、彼女ら五人と一緒にいるんだ。

「それなのに……ああもう、俺ときたら。どうせ考えたって、自分じゃ答えなんて見つからないのに」

「クロガ？」

「うん、紅那。みんな、聞いて欲しいことがあるんだ。ええと、俺自身まだ整理が付いてないんだけれども」

　俺は紅那だけじゃなく、前を歩く他の少女たちにも向かって切り出した。

　なに？　と光璃ヒカリや静シズ九ク、愛ア理リ砂サに颯綺までもが振り返る中――。

「とりあえず、その。……『姫』って、いったいなんなんだ？」












「『姫』、ですか？　それって……『王族』の？」

　最初に反応を見せたのは、横にいた紅那だった。

　え？　王族？　はっとするのは俺の方だ。

「そうか、王族の一人ってことなのか？　それで『姫』で……！」

「それがいったいどうかしたのです？　クロガ」

　つい真上――この学園の地上にある、王族のいる王城のことを思い出す俺に、紅那が首を傾かしげて尋たずねた。

　それは他の少女たちも同様だ。

　あ、そうだ。ちゃんと俺は、みんなに話さなくちゃいけないんだ。

「いや、その。……少し、思い出したんだ。俺の記憶を」

「!!　なんですって？」

「え？　クロガくん、どういうこと～!?」

　俺の告白に、光璃が足を止めて目を剝むく。

　いいや、彼女だけじゃない。紅那だって息を呑み、静九も驚いた顔をしていた。あの愛理砂ですら、いつものクールな表情のまま、ぴくりと大きく眉まゆを動かす。

　そして先頭にいた颯綺などは、黒髪につけたリボンを翻ひるがえして「マジで!?」なんて走ってきた。お、おいおい？

「ちょ！　それ、いつからよー！　記憶戻ったの、クロガ!?　よかったじゃ―――ん！」

「う、うん。まあね」

「で？　で？　全部わかったの？　所属とか、そーだ！　あのヨルダのこととかも!?」

「あ、いや。思い出せたのは……ほんの少しだけで。そう大したことは、別に」

「……はあ？　なーんだ。喜んであげて損したー！」

　嬉き々きとしていた颯綺が、「あーあ」と思い切りがっかりする。

　いや、次の瞬間にはじろり、と俺を睨み付けていた。え、えええ？

「とゆーかさあ、思い出せたのっていつよ？　クロガっ」

「へ？　その、それは。つい昨夜、寝てたときで……」

「はああー？　じゃあアンタ、今朝からずっとアタシたちに黙ってたってわけ？　せっかく思い出せたってのに！」

「ご、ごめん！　ただちょっと、俺自身にもわかんないことばっかりで……それで！」

「まあ待って、颯綺。クロガもきっと戸と惑まどっていたのだと思いますし」

　さすがに紅那が仲ちゆう裁さいに入ってくれた。

　が、それがいっそう颯綺には気に入らなかったらしい。

「もー！　そーやってさぁ、紅那はいっつもクロガのこと甘やかすー」

　ぷう、と彼女は不満げに頰を膨ふくらませた。

「べ、別に私、甘やかしてなんか……！　そ、そうじゃなくてっ」

　紅那がちょっと、しどろもどろになりながらも反論した。

「そうです！　だって、『姫』のこともわからないくらいですし。あ、でも……クロガ、どうして？　なぜ『姫』のことなどを、アナタは」

「……。俺にも、まだよくわからないんだけど」

　紅那に訊かれ、俺は答える。ノイズの向こうにあった、記憶の一部を――。

「どうやら俺はその『姫』とやらに、会ったことがあるんだ」

「えっ！」

　けれどもそれは、どうやら少女たちにとっては、すごく意外なことだったらしい。

「『姫』と？　それは、あり得ないですが」

　即座に否定したのは、愛理砂だった。

「王族の一人と、たかだか学生輝士が会うだなんて。できるはずもないです」

「へ？　そ、そうなの？」

「当然です」

　愛理砂が断言する。「そうだね～」と同意したのは、隣にいた光璃だ。

「せいぜい声を聞くくらいだよねぇ。ほら、最初の入学式のときとか～。あとは……学園を封鎖するっていう、あの警告とか？」

　声？　ああ、警告なら俺も耳にしたことがあった。

　しかし、接点はそれだけ？　噓うそだろ！　だって俺は！

「あの、そのう。あたしたちとは、住む世界が違う人たちですから……」

　静九までもが神妙に頷いた。

　いいや、ちょっと待ってくれよ！

「でも俺は確かに会ったはずだ！　それだけははっきりしてる！　そう、あの雪ユキ司ジさんがそのコに『姫』って呼びかけるのを聞いたんだ！　最初に、ヨルダに俺が負けた、あのときに……！」

「!!　雪司さんって、クロガを助けた？」

　――雪司さんの死に際に、俺と立ち会った紅那が驚く。

　ううん。むしろいっそう困こん惑わくの表情をしていた。他のみんなも同様だ。

「雪司って……クロガの今着てる黒服とか、大剣の武輝の、もとの持ち主ってヤツだっけ？」

　颯綺が怪け訝げんそうに顔をしかめる。

「はあ？　それが『姫』と一緒にいた？　んで、それにヨルダも関かかわってんの!?　ちょっ、わ、わかるよーに話しなさいよ！」

「わかんないよ！　俺もそこしかはっきりしなくて！　『姫』の顔とか声も、まだもやもやしたまんまだし……」

「にゃわー！　そこ大事なとこじゃん!!」

「ん～、ヨルダに、クロガくんが負けたってことは……つまりそれがクロガくんの、記き憶おく喪そう失しつになっちゃった原因の戦い、ってことだよね～？」

　黒髪を掻きむしる颯綺にかわって整理するのは、光璃だった。

　うん、うん！　そう！

「たぶん、そうなんだ。だから俺は、実は雪司さんとは顔見知りで、だからこそ『彼女』を守れって託たくされて」

「『彼女』？　……あ～」

　雪司さんが死んだとき側そばにいなかった光璃だが、すぐにその意味を察してか、納得の表情になる。

「じゃあそれが、もしかしてその『姫』さまってことなのかな～？　うん、文脈からするとそうなるよねえ」

「えっ、え、え？」

　理解が追いつかないようで、静九がきょときょと俺たちを見回した。

　けれどもゆっくりと、みんなもわかってきたようだ。

「なんですか？　つまりあなたは『姫』を守るよう、指導輝士から託されていた、ということですよね」

　端的に愛理砂が言う。うん、そのとおりだ。

　でも、問題はそれだけじゃなくて――。

「もう一つ、思い出せたことがあるんだ。あのヨルダが逃げたときから、ずっと引っかかっていたこと。ヨルダが『あのときの女』って言ってたの、みんな憶えてるかな」

　俺は五人の少女たちを見据えながら、そう告げた。

　彼女たちも思い出したのか、それぞれわずかに反応する。

「あれは、きっとその『姫』のことを指してたんだ。そしてヨルダの言葉を信じるなら、その『姫』は……！」

「？　ま、待って、クロガ。それってっ」

　紅那が最初に気付いたようだ。――ああ、そのとおり。

「ヨルダはここにいるみんなを見て、俺がまだ『姫』と一緒にいるのか、って言ったんだ」

　俺はついに、はっきりと結論を口に出した。

　言った。言ってしまった。同時に少女たち全員の様子を見て取る。

　ここにいるんだ、その『姫』は！　さあ、誰が反応する？　突きつけられて、正体を明かす？　自分が『姫』でした、って。

　だけど。

「この中に、『姫』がいる？　王族の？　……そんなこと」

　紅那が唖あ然ぜんとしながらそう漏らし、他のみんなを見回した。

　颯綺や愛理砂、静九に光璃も同様だ。お互いにお互いの顔を見合い――。

　やがて、「ぷっ！」と噴き出したのは誰だったか。

　いや、気が付けばみんなが、一斉に笑っていた。

「ちょっ、クロガ！　アタシたちの誰かが『姫』ってことー？　ないない、あるわけないじゃん、そんなこと！　にははははー」

　颯綺がけらけら笑ってお腹なかを抱えた。

　はっ、と短く失笑したのは愛理砂だ。

「くだらない妄言ですね。だいたいクロガの記憶はまだ曖あい昧まいで、はっきりしないものなのですよね？」

「え、えっ？　いや、それは……」

　そうだけども。俺は確かに言い返せない。

　でも、俺の中の俺が言ってる。ヨルダの告げた『あの女』は、確かに『姫』なんだって！

　けれども。

「ん～、無理あるよ、クロガく～ん」

　光璃までもが苦笑していた。

「だって王族の『姫』が、学園内にいること自体、不自然だもの～」

「!?　な、なんで？」

「だからね～？　十三階層学園は、輝士になるための施設だよ～。王族はそんなことしなくてい～の。だって生まれたときからこの国の運営に携たずさわることが、決まっちゃってるんだもん～」

「……なんだって？」

「うん～、つまりね。王族が輝士になるなんて、ないんだよ～」

　ねえ？　と光璃は他のみんなに目を向けた。

　そのとおりなのだろう。いや、それはここでの常識なのか、少女たちはおかしそうにくすくす笑う。

「あの、す、すみません。クロガさんのこと、疑ってるわけじゃないんですけど……」

　さすがに静九が気まずそうに、おどおどしつつも俺をフォローした。

　なんだ？　じゃあ本当に、この中に『姫』はいない？　少なくともいる理由が存在しないんだ。

　そんなバカな！

「つーかさぁ、あのヨルダの言うことだってアテにならないんだから。しっかりしてよね、クロガ！」

　やれやれ、といった様子で颯綺が先頭に戻っていく。

　これで終わりだ。みんな、再び第三階層を歩き出した。

　俺ももちろん最後に続いた。結局は笑い話のようになったけれど――やっぱり、納得はいかない！

　いるはずなんだ。紅那に颯綺、愛理砂と静九、それに光璃の中に『姫』が！

　つまり徹底的に隠しているのか？　なぜ？　そこまでのなにかがきっとあるんだろうけども。

　――それはまだ、残念ながら見えてこない。

　ただ、俺の中に一つの疑念が生まれるのだった。

　誰かが噓で偽いつわっている。信じたくはないけれど。

「くそ……」

　だから俺は、みんなに打ち明けられずに終わってしまう。

　最後に残った、最大の疑問――。

　あの雪司さんが『姫』を、なぜか「絶望」と語ったことを。
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　いいや、だからこそ『姫』は名乗り出ようとしないのだろうか？

　じゃあやはり、この中に噓で紛まぎれた『姫』がいる？

　――それは未だに信じられない。いや、本当は俺も信じたいんだ。

　紅那クレナが、噓を言うようなタイプか？

　颯サツ綺キだって、口は悪いが真っ直ぐな少女だ。愛ア理リ砂サは逆にひねくれたところがあるけど、でも誰よりずばずば言いたいことを言ってくる。

　いつも言いよどむのは静シズ九クだった。それは気弱で、控えめな性格ってだけだろう。

　そして光璃ヒカリは、ちょっとクセがあるけど、悪いコじゃない。うん。

　なによりみんな、これまで互いに身を寄せ合って、必死に生き延びてきた仲間なんだ。

　だけど、くそ――。疑惑は拭ぬぐいきれなかった。

　そんな思いを抱えたまま、俺は紅那たちとともに第三階層を進んで行く。

　第三階層は、迷宮のように入り組んだ壁の側を、水路が伝う構造になっている。それはプールのような、水を使った「訓練施設」のため、特別に設けられたものだった。

　確かに第三階層を歩いて行けば、ときどき訓練場と見られるところに出くわした。浅瀬や滝が組み合わされたアスレチック空間や、濃のう霧むの立ちこめるエリアがあった。さらには間かん欠けつ泉せんのように、噴き出す水が浴びせられる場所なども。

　しかしもちろん俺たちに、訓練などしている余裕はない。ひたすら前へ進むのみだ。

　ただし注意すべきは、徘徊している棄竜たちの存在だった。その気配を察しては、戦わずに済むよう迂う回かいして、下への階段を目指していく。

　それにしても――学園はとんでもなく広かった。歩けばそれを、嫌でも痛感させられる。

　すでに四度の夜をここで過ごして、まだ手近な階段まで到達しない。

　じわりとした焦しよう燥そう感かんが、いつしか俺たちの中に広がっていた。

　――実は第四階層へ降りる方法として、ヨルダの逃げたプールの穴から向かう、という方法もあった。

　だがそれは階層一つぶんの上から下まで、二十メートルもの高さを落ちるというもの。

　風を操る緑輝士の颯綺ならともかく、落ちれば怪け我がをするだろう。《結晶マテリア》化をすれば、肉体も強化されるから、簡単に死ぬということはないだろうけども。

　でも俺たちはあえて安全策を採った。いいや、こうやって回り道をすることにも意味がある。

　それはなるべく他の輝士と出会うため、だ。

　こうしてさまよっていれば、そのチャンスがあるかもしれない。ああ、俺たちはヨルダに対して、数で攻めなくちゃいけないんだ。

　そのためにも同属性の仲間たちを集める必要があった。闇やみ属性の俺はともかく、誰かと合流することができれば、こっちには五属性が一人ずついる。要は一人でも捕まえられれば、同属性による輝力の増幅が可能になるんだ！

　けれどもこの四日間、時折見られたのは、輝士の無む残ざんな死体くらいだった。

　打ち捨てられていたそれらを俺たちは簡単に弔とむらいながら、前へ進む。

　このことが意味するのはつまり、弔ってくれるような輝士が、これまでここを通らなかったという事実――。

「第三階層にはもう、他に生存者はいないのかもしれないですね……」

　何度目かの遺体の弔いの後、哀しそうに紅那が呟いた。

　ああ、きっとそうなんだろうな。

　そういえば――この第三階層では、ヨルダに全滅させられた、赤輝士の中隊がうろついていたはずだ。

　彼らは火属性の輝士だけを掻き集めていた。それは同属性でなければ、戦力にならないからだ。

　では、それ以外の輝士たちは？

　棄竜にやられたか、それとも他の仲間を求めて、ここから移動したかだろう。

　だからこそ俺たちも、次の第四階層を目指すんだ。そこにはきっと、輝士たちがいる！

　そしてついに、ようやく下の階層へと繋がる階段を見つけるのだった。

　しかし。

「……しっ！」

　あった！　と階段へ駆け寄ろうとした俺たちを、先頭にいた颯綺が槍で制した。

　なに？　いいや、その反応の意味なんて、一つしかない。

　すぐに察した紅那が、素早く腰から刀型武輝を外した。続くのは、短剣型武輝を抜き放った愛理砂だ。

　いるんだ。近くに、棄竜が！

　だがどこに？　俺も背中の大剣を手にし、身構える。

「超まずいかもっ」

　気配に敏感な颯綺が、真っ直ぐ階段を睨みながら吐き捨てた。

「まさか……階段ですか？」

　床にぽっかりと空いた、四角形の穴の向こう。そこから伸びる下りの階段を見据えて、紅那が尋ねる。

　颯綺ははっきりと、一つ頷きを返した。

「うん。間違いないよ。階段の側にいると思う。あーもう、どーして!?」

「えええっ、そんな！」

　ここまで来て？　と嘆なげいたのは静九だった。泣きそうな顔で、「神さま！」と祈りを捧ささげる。

「あらら。参ったね～」

　光璃などは、さっそく手持ちの地図を取り出していた。これまでのように他の経路を考えるつもりだろう。

　ただ、愛理砂だけは別だった。

「階段ならば……狭いぶん、囲まれる心配はないですね。相手が少数だと対処可能ですが。正確な数は？」

「へ？　たぶん、動いてるのは一体か二体ってとこだけどさ。マジで、やんの？」

　颯綺がもう少し階段まで近づいて、慎重に気配を読んで伝えてくる。

　ふ、と愛理砂が鼻で笑った。

「なら、十分です。わたくしが一体を仕留めます。残りの一体は任せますので」

「！　お、おい、愛理砂？」

　本気かよ！　さすがに俺は肝きもを冷やす。

　ところが、この赤毛の少女ときたら――。

「封殻解放……《結晶マテリア》！」

　問答無用だ。愛理砂の手の中で、短剣が爆はぜた。瞬間、金色の煌めきが生まれる。

　装そう飾しよくの施ほどこされた封殻が弾け飛び、新たに形けい成せいするのは、輝く刃の輪郭だ。

　一回り大きくなったそれは、背の部分が櫛くし状になった「ソードブレイカー」である。

　同時に愛理砂を包む鎧も、金色に輝き出す。武輝に収束した輝力の余波が、彼女の小柄な全身を強化したのだ。

「いちいち足止めされるのは、もう飽き飽きですが！」

　俺たちが止める間もない。輝力の輝きにその瞳すら金色に染めて、一気に愛理砂が駆け出した。

　そこにすぐさま続いたのは、槍を構え直した颯綺だった。

「ええいっ、しょーがない！　やるよ!!　輝キ刃バ、《結晶マテリア》―――っ！」

　今度は颯綺が槍型武輝の封殻を弾けさせる。一本だった槍の切っ先は、三みつ叉またの緑の輝きに変化した。

　そして槍は風を纏まとう。緑色に鎧を煌めかせた彼女の体を、ふわっと宙に浮かばせる。颯綺は槍に摑つかまり空を飛んで、愛理砂の後を追うのだった。

　ああ、もう！　この二人ときたら、こんなときだけ息が合うんだから！

　けれど、俺たちも行くしかない！

「棄竜の特性もわかってませんのにっ！　《結晶マテリア》！」

　そう紅那が吐き捨てるものの、すぐに刀型武輝と鎧を赤く輝かせた。

「強行突破です！　だけど、無理は禁止です!!　……クロガは二人を頼みます！」

「紅那!?」

　二人？　それは非戦闘型の静九と、武輝の壊れた光璃を指したものだろう。

　そう理解したときにはもう、紅那は束ねた金髪をなびかせて駆け出していた。先に降りた愛理砂と颯綺を追い、床に空いた階段の穴へと飛び込んでいく。

「おい、待てよ！　俺だって……！」

　戦える！　ああ、もう武輝が使えなかった頃の俺じゃない。大剣を握りしめ、俺は胸をくすぶらせる。

　いや――足手まといな俺だから、後衛に回されたわけじゃないだろう。「守れる」と判断したから、紅那は俺に任せたんだ。

　だけど。

「行ってよ、クロガくん～！」

「？　光璃？」

「ワタシたちなら深追いしないから。ほら、階段を上ってこれないサイズの棄竜なら、ここにいれば逃げ切れるしね～」

　ね？　と光璃がウィンクした。

　隣で静九も、怯おびえた色を見せつつも俺に向かって頷いた。

「あ、あのっ。棄竜を二体も相手にするんです！　いくらなんでも三人だけじゃあ、不安ですから！　い、行ってあげてくださぁい！」

「静九……！」

「こ、こっちは、あの。いざとなったら、防ぐくらいはしますからっ」

　そう言って静九は、自分の装甲型武輝を見せる。それは鍋なべだけじゃなく、盾たてのようにも封殻を展開できる代物なのだ。

　それは気弱な彼女にしては、精一杯の勇気なんだろう。安全を確認するように、周囲をおどおど見回すのも忘れない。

　確かに棄竜が階段より大型ならば、ここまで上ってはこないだろう。今のところ二人に危険は及ばないのだ。

　だから。

「わかった！　ありがとう！」

　俺は大剣とともに、第四階層への階段に向かった。

　だって、約束したんだ。あの雪ユキ司ジさんと。『彼女』を守るって！

　その『姫』が誰なのかは、まだわからないけれど――。
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「二人は絶対、降りてくるなよ！　俺は紅那クレナに任されたんだから！」

　俺は光璃ヒカリと静シズ九クにそう言い残し、階段を駆け下りる。

「はいは～い。まあ棄き竜りゆうの観察はしちゃうけどね～」

「あ、あのっ！　あ、あたしは付き合わないですようぅ!?」

　そんな不ふ穏おんな会話が聞こえて、どきりとしたものの――なんだ!?　振り返るよりも俺は、飛び込んで来た第四階層の様子に目を奪うばわれた。

「!!　うわっ……！」

　高さ二十メートルもの、いつもの巨大な階層空間。だがそこには、これまでとは違った風景が広がっていた。

　いくつかの踊り場を設けながら、くねくねと降りて行く階段はそのままだが、その下にはなんと「地面」と「植物」があったのだ！

「木が生えてる!?　噓うそだろっ！　こんな地下で？」

　そびえる壁と発光する天てん井じように囲まれたこの地下に、うっそうと木々が生おい茂しげっていた。

　もちろん人工的なものだろう。どうやら植生は、ある程度同じ種類でまとめられているようだ。うん、無秩序な雑木林といった体ではなく、公園のようだった。よく見れば石いし畳だたみの小道などもつくられている。

　そうか。俺は理解する。――この十三階層学園は、輝き士しを育てるための施し設せつだ。そのため階層ごとに、それぞれ役割を持たせられていた。

　地上への出口を兼ねる第一階層は、空の見える「校庭」に。第二階層は、大勢で座学が学べる「講堂」となっていた。第三階層は「プール」のように、水を使っての訓練ができる設備を有する。

「ここは……緑化公園か？」

　なんとなくそんなイメージを持った。地上に出られない輝士たちのために、きっとこんな空間が用意されているのだろう。

　けれども今、この場所は人ではないモノに蹂じゆう躙りんされていた――。

「にゃわ――――!?　なにこれええええっ！」

「！　颯サツ綺キ？」

　突然聞こえてきたのは、黒くろ髪かみにピンクのリボンを巻いた緑輝士の少女の叫びだ。

　そして俺は、階段を駆け下りながら目撃する。

　颯綺が、宙に浮いていた。

　いや、風を操って飛べる緑輝士なんだから、それは普通のことなんだけど。

　でも、違うぞ。様子がおかしい。

　だって彼女は槍やりを手に、大の字になって空中で静止していたのだから。

　なんだ？　そのとき俺はようやく気付く。

「……糸!?」

　そうだ。颯綺の体の周りには、きらりと光った透明な糸のようなものが見えた。

　それは――蜘く蛛もの巣？

　ああ、そうに違いない！　ちょうど階段の半ばほどまで成長した木々から、放射状に糸のネットが張られていたんだ。

　いや、それにしてはあまりにもサイズがでかすぎる！　だって見渡せば、縦横数十メートルくらいはあるぞ!?

　その中心に颯綺は引っかかっていて、まるで宙に浮いたように見えたんだ。

　もがいても脱出は無理らしい。透明な糸が絡からみつき、颯綺の自由をいっそう奪う。

　もちろんこれは、自然にできたものじゃない。ぞくりと俺は背せ筋すじが凍こおった。

　こいつは、棄竜の仕掛けた罠わななんだ！

「糸を吐いて、巣を作る棄竜だって!?　ここで待ち構えてたのか！」

　やばい！　俺は階段の踊り場で足を止め、周囲を確認し直した。巣があるならその近くに、棄竜は存在するはずなんだ！

「いったい、どんな機械がモチーフに……あっ！」

　いた。俺はその姿を目撃する。

　張り巡らされた、きらきら輝くネットの巣。――その中央近くに囚とらわれた颯綺からは、ずいぶんと離れた端の方に、一体の機械生物が蠢うごめいていた。

　大きさは人間とほとんど変わらないだろうか。が、その形状の凶悪さに、俺は思わず息を呑のむ。

　あれは、「銃」？　黒光りするそのボディから、そんな印象を受けた。

　いや、どう見てもリボルバー式の銃そっくりだ！　胴体にはでかいシリンダーが抱えられ、そこから真まっ直すぐに伸びた銃身がくっついている。ただ、グリップに当たる部分は存在しない。

　かわりに銃身とシリンダー底部からは、わさわさと鋼鉄の細い足が生えていた。それを器用に操って、銃型棄竜は巣を動く。

　巣の中心に捕らえた、餌えさである颯綺に向かって――！

　や、ら、せ、るかああああああああ!!

「封ふう殻かく解放！　輝キ刃バ……《結晶マテリア》あああ―――っ!!」

　俺は手にした大たい剣けんに向かって吼ほえた。

　瞬間、二メートル近い刀身が弾はじけ飛ぶ。装飾パーツが闇やみ色の輝きとともに、新たな輪りん郭かくを形成した。

　それは刃渡りだけで、十メートルはある「巨きよ剣けん」となる。同時に闇の煌きらめきが俺の体を包み込んだ。全身に纏まとう鎧よろいが漆黒に染まり、俺の身体能力を強化する。

　だから直後、俺は階段の踊り場を蹴けって跳ちよう躍やくしていた。

　放物線を描きながら、重力に引かれて落ちて行く。その先は颯綺と、迫る銃型棄竜の間だ。

【くおおおおおおおおおおおおおおおおん!!】

　巨剣の切っ先がぱくりと割れて、雄お叫たけびを上げた。

　そして俺が振り下ろせば、糸の巣を真っ直ぐ鋭えい利りに切断した。












　――いや、その予定だったのだが。

「クロガ、ダメ！　吐液イエロ級は、双子の棄竜なんです!!」

「!?　えっ」

　突然聞こえたのはそんな一言。声の主は、階段の下から叫んだ紅那だった。

　双子の、棄竜？　その言葉の意味を、直後に俺は思い知る。

　振り下ろそうとした巨剣に、いきなりなにかが絡みついた。それは猛烈な速度で衝突した、透明な液体だ。

　べっとりとした、重い粘ねん液えき――？　側面からのその一撃に、振り下ろしかけた巨剣がぐらつく。それは落下に身を任せていた、俺のバランスを崩すには十分なものだった。

「うっ、わ、あああああ!?」

　そもそも巨剣自体が大きすぎて、俺が扱い切れてないのか!?　俺は黒い巨剣とともに、そのまま糸の巣へと落ちた。

　ぐんっ、というネットによるクッションが、俺と巨剣を受け止める。

「な、なにやってんのー！　クロガっ！」

　颯綺のわめきが届いてきた。わ、わかってる！　これじゃあ颯綺の二の舞だ！

　だけど、あれ？　慌あわてて起き上がろうとした俺は、糸の巣に絡みつかれることはなかった。

「……た、立てる？」

　うん、大丈夫。糸は、半透明ながらも一本がロープほどの太さがあるようだ。交差するように編まれた箇所に手をかけ、足場とすることで、難なく俺は立ち上がれる。

　と、思ったのだが。

「!?　なっ……！」

　巨剣が、なぜか持ち上がらない。その黒い刀身が、巣の糸とべっとり癒ゆ着ちやくしていたのだ。

　な、なんだこれ！

「さっきの、粘液!?」

　そうだ。糸とくっつくのは先ほど巨剣を横から汚した、透明な粘液だった。

　いいや、今はもう、その色は部分的に半透明へと変化している。そして、ガチガチに固まってるのか!?

　これって、まさか！

「接せつ着ちやく剤ざいかよ!?」

　そして俺は顔を上げ、もう一体の棄竜を目にする。

　そいつは巣の上にいたのとは別の個体だ。形状はそっくりだが、その色は銀――。樹木の一つに絡みつき、こちらに大きく裂けた銃口を向けていた。

　あそこから、さっきの粘液を弾丸のように発射したのか？　いや、あれは銃じゃない。俺は察する。

　歩く「注射器」？　ああ、太いシリンダーは回転しない。その後部がスライドして、中の粘液を吐き出したんだ。構造は実に単純な相手だった。

　違う。問題は、そいつが吐き出した粘液だ。――こいつはっ！

「！」

　今度は巣の上にいた、黒い棄竜が粘液を飛ばす。

　俺にできたのは、巣に張り付く巨剣を咄とつ嗟さに、盾代わりに捻ひねることのみ。

　が、これが余計にいけなかった。漆黒の刀身で受け止めた粘液は――最初に受けた粘液とぶつかり合う。

　するとそれはものの見事に、一瞬で凍るように、白く濁にごって硬こう化かした。うわ！　さらに巨剣が重くなり、いっそう巣に触れ、糸と硬くくっついた。

「くそ、二種類が混ざって、初めて効果が出るタイプ!?　それで……！」

　だからこいつらは、双子で行動するのだろう。それぞれの粘液は、単体では足場となれるネットをつくれる代物だ。しかしそれらが二つ混ざった瞬間、粘性を発揮して、一気に硬質化し獲え物ものの自由を奪い去る。

　そんな特殊な溶液を、体内で生成できる――。それがこいつらの高度な本質!?

　だけど、しまった！　黒い巨剣は動かない。

【くおおおおおおん！】

　その咆ほう吼こうさえも、どこか虚むなしく反響した。なんだこれ！　俺は、また？　こんなのヨルダのときと同じじゃないか！

　せっかく戦う力を手にしても、それを上う手まく使えなくて敗北するのか!?

「なんで……俺はっ！」

　絶望が俺を飲み込んでいく。さらに二体の棄竜たちは、それぞれ銃口を大きく開き、俺や颯綺に狙ねらいを付けた。

　だが、そのとき。

「《落ラク・石セキ・柱チユウ・衣イ》！」

　――轟ごう音おんが、第四階層に響き渡った。

「うわあ!?」

「にゃわぁあああっ！」

　巣までもが激しく揺さぶられ、俺も颯綺も悲鳴を上げる。

　それは巣の上にいた黒い棄竜も同様か。撃とうとしていた体勢を崩し、慌てて細い足で摑つかまっていた。

　そしてもう一体の、銀色の棄竜は――。

「なっ……？」

　俺は信じられないものを目撃する。

　さっきまで棄竜がしがみついていた、樹木の一つ。そこになぜか直径数メートルはあろう、巨大な岩の柱がそびえていたのだ。

　まるでここに広がる地面から生えたような、いや、逆か？　俺ははっと気が付いた。

　すぐ側にそびえていた、第三階層と繋がった、二十メートルもの長い階段。だがその姿はいつの間にか変貌していた。中腹部分がなぜかごっそりと、やせ細っていたのである。

　これ、まさか階段の素材を使って、柱状にまとめたのか？

　ああ。そして、その大質量を一気に棄竜へとぶつけたんだ！

　もちろんそんな真ま似ねができるのは、ここには一人しかいない。先ほど大きな声を張り上げた、土属性の愛理砂だった。

　その証拠に、ぼろぼろと崩れ出した柱の中から、なんと赤毛の少女が現れる。

「……一体、潰つぶしましたが？　そちらは任せます！」

　柱の根元を確認して、愛理砂が言った。

　潰した？　倒したのかよ、あの棄竜を!?

　それが真実なんだろう。というのも直後、凄すさまじい唸うなりが聞こえたからだ。

　生き残ったもう一体の、黒い棄竜が身み悶もだえていた。双子の、片割れを失ったせいか。

　いや、二種類の溶液を生成するこいつらは、二体で一つ。たぶん、それぞれが己の半身そのものなんだ。だから一体がやられると、嫌でもわかるようになっているのか。

　その瞬間、黒い棄竜は無防備だった。だから。

「今です！　……駆け抜けなさいッ、《疾駆の火の粉クツレレ・スキンテイツラ》!!」

　次に鋭い声を上げたのは紅那だった。

　いつの間に取り付いたのだろう。彼女はなんと、巣の端の方に降り立っていた。そのまま赤い刃を突き立てて――そこに紅ぐ蓮れんの炎を纏わせる。

　その火はネット状に編まれた巣の糸に、あっさりと引火した。いや、彼女の輝き力りよくに導かれ、糸を舐なめるように走ったんだ！

　もともと棄竜の巣自体、燃えやすい性質があったのだろう。炎に染まった糸が焦こげ、収縮し、ばつんばつんと切れていく。巣はあっという間に崩壊を始めた。もちろん俺や颯綺を巻き込んで――。

　いや！　寸前で焼き切れるのは、颯綺を拘こう束そくしていた糸と、俺の巨剣を固める粘液だ。

「うわわわわ!?」

「よっしゃあああ――――っ！　……風よっ、来――――い!!」

　戒いましめから自由になった俺たちだが、同時に足場が大きく揺らいだ。あわや、一緒に落ちそうになる。

　が、そこを颯綺の操る風が救った。突き飛ばすような暴風が、俺を巨剣ごと押し飛ばす。わああ!?

　そのおかげで俺は、真っ逆さまに落ちるのだけは免まぬがれた。一瞬ふわりと浮いた隙すきに、巨剣の長い切っ先を、遙はるか下の地面にぶつける。

　いくつかの木々をへし折りながら、俺は巨剣を引きずって、草木の上に受け止められた。

　そして目撃するのは、俺とは逆に真上へと飛び上がった、槍を構えた颯綺だった。

「あと一体は、アタシがやるよ!!　つーか、アタシがやらなきゃ腹の虫がおさまんないつーの！　よ、く、も……乙女にＳＭプレイなんてかましやがってー！　このっ、たかが小型サイズの棄竜が――！」

　黒い棄竜は巣とともに落下し、木の上でもがいていた。そこに颯綺は真っ直ぐに突進していく。

「《回転式可変単身楽弾ホイールド・トランスフオーマテイブ・ワンマンオーケストラ》――――――!!」

　長い叫びは彼女の全身を、いっそう強い緑の輝きに包み込ませた。

　いや、突き出したその三みつ叉またの槍自体も、変化を起こす。

　ぐにゃり、と三つの緑の輝キ刃バたちが、その切っ先をねじれさせたのだ。

　できあがったのは「ドリル」？　ああ、三つが一つにより合わさったその形は間違いない。

　だけど回り始めたのは、その先端だけじゃなかった。風を巻き上げ、なんと槍を握る颯綺ごと、いきなりものすごい回転を始める。

　うわ！　それはさながら小型の竜巻のようだ。一瞬で空中を飛ひ翔しようし、黒い棄竜に接触する！

　凄まじい衝突音が辺りに響いた。

「や、やった……!!」

　俺は見た。回転しながら突撃した颯綺の槍が、一撃で黒い棄竜を貫いたのを！

　第四階層の公園に、棄竜だったものの残ざん骸がいが降り注ぐ。一つ一つがけっこう大きな破片になったが、それらはもう動かない。くすんだ色に変化して、ただの棄き塊かいの残骸になったんだ。

　それはもう一体の、愛理砂の石せき柱ちゆうに潰された方も同じか。巨剣の闇を消失させ、俺は《結晶マテリア》化を終えて大剣に戻す。

　すると巨剣で引き裂いた木々の隙間から、そびえる石柱の根元が見えた。そこに銃身部分をもぎ取られ、シリンダーだけになった棄竜の半身が転がっていた。

　そうだ。勝ったんだ、俺たちは。

　――また俺は、結局役に立たなかったけれども。
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「あ、ああああ～～～～……！　目、目がっ……目が回るううぅうう!?」

　見事に棄竜を一人で仕留めた颯サツ綺キだが、風にのって降りてくるなり、槍を抱えてぶっ倒れた。緑の輝きが、武輝や鎧から消失する。

　どうやら先ほどの攻撃は、かなり無理をしたものらしい。

「ちょ、ちょっち休憩――……今の技、ダメ！　威力はあるけど、気持ち、悪っ。うぷ！」

　第四階層にできた緑の草原の真ん中で、颯綺は大の字に寝っ転がる。

　そこを「ふ」と鼻で笑うのは、石柱の中から出てきた愛ア理リ砂サだ。

「あれくらいで音を上げるなんて。まあ、一体は倒せたので良しとしますが」

「……う、うるさぁああい」

　幼い少女に見下ろされ、けれどもさすがに颯綺は完全にへばっていた。わずかに頭をもたげたものの、結局はまたぱたりとそのまま動かなくなる。

　が、それは平静を装う愛理砂も同じらしい。

　愛理砂の短剣と鎧から、金色の輝きが失われ――同時にゆっくり崩れていくのは、さっきまで維持されていた石柱だ。

　その形状を作るには、かなりの輝力を消しよう耗もうしたはず。顔には出していないものの、転がってきた柱の破片の一つに、愛理砂はとすんと小さな腰を下ろした。

　もちろん颯綺に付き合っているわけじゃない。この赤毛の少女もまた、今の戦闘で疲ひ弊へいしたんだ。

「お疲れ様です、二人とも！」

　そこに遅れて、赤い刃を携えた紅那クレナがやってくる。

「いくら小型とはいえ、二体が連携する吐液イエロ級を撃破できるだなんて」

　心底ほっとした表情だ。

　いや、彼女は実に嬉うれしそうに、「それに」と己の武輝に目を落とす。

「私も……ちゃんと使えました。輝き法ほうを！」

「紅那？　あ……」

　そうか。俺は彼女が、戦闘が終わってもつい輝キ刃バを消さず、赤い輝きを眺めている理由を察した。

　紅那は、武輝を通して輝法を使うのが苦手だった。俺の前で、二度ほど披ひ露ろうできたほどだ。

　しかし今、彼女の武輝から放たれた炎が、棄竜の巣を見事に焼き切ってみせたのだ。

　――確か戦闘中に輝法を使いこなしたのは、これが初めてだったはず。

　ちゃんと役に立てたことが、すごく嬉しかったのだろう。その青い瞳ひとみがきらきらしているのは、けっして輝力によるものだけじゃないだろう。

　だが一方で、俺は――？

　背中に戻した大剣の重みが、今はとても虚しかった。

　俺はこの武輝で、他の誰よりも圧倒的な巨剣を形成できる。なのに、うまく使いこなせなかったんだ！

「くそ！」

　思わず悪あく態たいがこぼれ出る。

「……俺は相変わらず、足手まといなままじゃないかっ」

「クロガ？」

　はっ、と紅那が言葉を詰まらせた。

　ダメだ。一度吐き出せば、もう止まらない。

「俺は……こんなだから、結局ヨルダにも勝てなくて！　せっかく輝力が使えるようになったってのに、ちっともまともに戦えなかった！　どうしてこんなに無力なんだよ、俺はッ!!」

　守らなくちゃいけないのに、俺は。

　あのヨルダの惨さん劇げきから、みんなを！

「クロガくん～？」

「え？　な、なんですかなんですか？」

　そこにようやく合流した、階段を降りてきたばかりの光璃ヒカリや静シズ九クが、突然の俺の吐と露ろにうろたえた。

　いや、彼女たちだけじゃない。紅那もどう声をかけていいかわからないらしい。俺を見つめて立ち尽くす。

　ただ――その疑問に答える者が、一人だけいた。

「当然です。だってあなたは、輝法まで輝力を導けていませんから」

「？　へ？」

　ぽつりと言ったのは愛理砂だった。座ったままの体勢で頰ほお杖づえをつき、気だるそうに彼女は続ける。

「確かに闇属性で作り上げた黒い輝刃は、特殊です。あまりに巨大で、なぜか生きているかのように蠢いて。でも、しょせんは輝刃止まり。単に鋭利なだけですが、なにか？」

「えっ。……あ、そ、それって！」

「武輝の真しん髄ずいは、属性付加です。わたくしのような黄輝士が、鉱物を自在に操るように」

　金色の輝きを瞳から失わせた少女だが、傍らに残る、石柱の残骸を一いち瞥べつした。

「属性の、付加……！」

　そうだ。愛理砂が無機物を、こうして自在に操ったように。

　そして緑輝士の颯綺が、風を纏って飛ぶように――！

「紅那は火で、静九は水。それに光璃は電撃を操って……そ、そうだよ！　武輝を輝刃にするだけじゃあないんだよな！」

　忘れてた！　俺は今になって気付かされる。

　いいや、やっとのことで形成した巨剣の輝刃が、それだけで十分な威力を持っていたために――思い至らなかったんだ！

　でも、違う。俺はまだ、漆黒に染まった巨大な輝刃を、扱い切れてなかったんだ！

「なら、俺は……！」

　強くなれる？　ああ、きっと！

　そうだ。ヨルダは、たぶんそれができてた。闇を使って他の輝士にすり替わっていた。確か『複写』したとかなんとか。

　そんな真似までできるんだ、闇を使いこなせば！

　いいや。きっとあのヨルダにだって、届く？　つい手が、背中の大剣に伸びていた。

　――だけどいったいどうやれば、俺にそれができるんだろう？
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「武輝を通しての輝法の行使は……確かに、個人差がありますから」

　俺たちはそのまま、第四階層の階段の側そばで休息を取ることになった。

　へばった颯サツ綺キは相変わらず、草の上で倒れたままだし、愛ア理リ砂サだって腰を下ろして動かない。平気な顔をしていても、彼女も消耗しているんだ。

　また、倒した二体の棄竜から、食料となる肉を回収するチャンスでもあった。

　ただし回収作業自体は、静シズ九クと光璃ヒカリの二人に任せることとなる。

　その間に俺は紅那クレナから、武輝の扱い方を改めてレクチャーされるのだった。

　だけど赤く輝く刃を携たずさえる、彼女の表情は険しい。

「心に描いたイメージを武輝に注ぎ込むんです。けれど、属性によってできること、できないことははっきりしていますし。それと同じく簡単にやってのける者もいれば、私のように、ごく最近までちゃんと扱えなかったりするケースもあるんです」

「それって、簡単にはいかない、ってこと？」

「はい」

　しっかりと紅那が頷うなずく。

　ああ、俺は知っている。誰よりもこの赤輝士の少女が、輝法を使えずに苦しんでいたことを。

　だからこその、重みのある言葉だった。

　そして、きっと俺もそうだ。今、こうして武輝をきちんと扱えていない。彼女と同じ「簡単にはできない」部類に入るんだろうな。

　だけど。

「でも大丈夫、クロガ」

「……え？」

「落ちこぼれの私にだってできたんですから。クロガにだって、できますよ。必ず」

　さっきまでの難しい顔はどこへやら。紅那はやさしく微笑ほほえんだ。

　それはもちろん、俺を励ますためのものだろう。つられて俺の不安な気持ちも軽くなった。

　そうだよな。俺も、彼女と同じ輝士なんだ！　ならきっと、武輝を使いこなすだけの素質を持っているはずだから。

「紅那……」

「では、さっそく輝キ刃バ状態での素振りを始めましょう」

「へ？」

　なに？　ありがとう、とこちらが礼を言う前に、いきなり紅那が刀を構えた。

　だけどあくまで紅那は笑顔である。

「できないというのなら、とにかく基本的な修練を繰り返すのみです！　少なくとも私はそうやって、輝法にまで辿たどり着きましたから。ほら、私も付き合いますので！」

「え、えええ？」

　だから今まで赤い輝刃を消さなかったのか。彼女は俺に先んじて、息を整え、真っ直ぐ刀を振り下ろした。

　そこに迷いは一切ない、曇くもりのない素振りだ。横にいる俺がつい見とれてしまうほどの。

　触れてもいないというのに、赤い刃の切っ先は、伸び放題となっていた草原の雑草をくすぶらせた。火属性のその力が、青々とした草を一瞬で枯らし、一直線に焦がしたのだ。うわ、すごい。

「なにを呆ほうけているのですか？　クロガもするんです。私だけだと意味がないでしょう？」

「あ……う、うん」

「うん、じゃない。はい、です!!」

「……はいっ！」

　いきなり厳しくなった紅那に、俺の背筋が嫌でも伸びた。

　彼女は全力で真剣なのだ。

　忘れてた。紅那はいつだってそういう少女なんだよな。

　だから俺も大剣を手にし、その封殻を再び黒く弾けさせた。

「封殻解放、輝刃、《結晶マテリア》！」

【くおおおおおおおおおおん！】

　漆黒の巨剣が吼える。俺の鎧が黒い輝きに包まれた。

　そういえば――平時のときにわざわざ《結晶マテリア》化するのは、初めてだよな？

　俺は改めて、自分の作り出した闇色の巨大な輝刃をまじまじと眺める。

　生きているかのような巨剣。はたしてここに、どうすれば属性を付加することができるのか――。

　今はまだわからない。実感できない。闇を使う、というのはどのようにすればいいんだ？

　火や風、土といった他の属性とはまるで違うものだった。具体的なイメージがわいてこない。

　それがきっと、使いこなせていない原因なんだろうけども。

　とにかく。

「……せぇぇえええいっ！」

　俺は大上段に構えた巨剣を、紅那に倣ならって振り下ろしてみた。

　が、うわわ!?　十メートルもの巨剣のサイズに、体が持って行かれそうになる。どうにか両足で踏ん張れたのは、輝力で肉体が強化されていたおかげか。それでもわずかにつんのめり、切っ先が前方の木々に触れ、まとめていくつかなぎ倒した。

　それどころか勢い余って土まで抉えぐり、轟音とともに土砂と草木をまき散らす。

　そのうち一本のひしゃげた樹木が、弧を描いて飛んで行ったのは、なんと棄竜の残骸を集めていた光璃や静九たちの方向だった。

「あああ、危ない！　静九っ、光璃ー!!」

「はい？　き、きゃ―――!!　なんですかなんですかなんですかぁああっ!?」

「ひゃあ、クロガく～ん！　気を付けてよう～～～！」

　必死に伏せた二人の頭上を、飛んでいった樹木の幹が掠かすめて重く転がった。

「クロガ!?　なにをやっているのですか!!」

　さすがに紅那も青ざめる。

「ご、ごめん！　どうも距離感、摑めなくてっ！」

　それは俺が初めて感じ取ったことだった。切っ先と同調して、その先にあるものを「見る」ことはできるんだけど、それが逆に枷かせになるのか？

　俺が見ているのか、それとも巨剣が見ているのか――一瞬、感覚が混同されてしまうのである。

　とにかく、俺はひたすら平謝りだ。あ、当たらなくて本当によかった！

　守るはずの『彼女』たちなのに、俺が危ない目に遭あわせてどうするんだよ？　ああ、もう！

「そもそもクロガは、武輝の扱い方が論外ですが」

　愛理砂が頰杖をついたまま、呆あきれ返った。

　うっ。確かに、そうかもしれない。

　それは俺が未熟なせいなのか。それ以前に、この武輝が雪ユキ司ジさんから受け継いだ、借り物でしかないから？

　でもそんなの、今はどうしようもなくて――。

「つーかさぁ、いーじゃん別に。そりゃ武輝をうまく振れた方がいいっちゃいいけどさー。そういう小こ手て先さきの技を磨みがいたって、結局は棄竜相手には意味ないし？」

　するとふいにそんなことを言ったのは、むくりと起き上がった颯綺だった。

　彼女はようやく少しは回復したのだろう。まだ立てないようではあったが、減らず口だけはいつもの調子に戻っていた。

「だいたい素振りなんかしても、輝法が使えるわけないじゃん！　こう、ば―――っとやって、だ――って感じにいけばいーの！　クロガ！」

「へ？　いや……でも」

「颯綺。それは、できる人の理屈です！」

　即座に紅那が反論した。

「未熟な者はこつこつと、基本的な鍛たん練れんを重ねるしかないですよ！」

「そりゃあさー、アタシみたいな天才美少女輝士は、苦労せずにあっさり輝法使えちゃったけど？　とゆーか、ここに来た生徒って、この二ヶ月くらいで大抵輝法まであっさり辿り着いてるよね？　別に特別なことじゃなくってさー」

「え？　そ、それは……」

「ねえ、愛理砂！」

　そして颯綺は土を払いながら立ち上がると、近くに座っていた赤毛の少女に話を振った。

「アンタってば、どうだった？　武輝を使えるようになったのってさ！」

「わたくしですか？　……わたくしは、ここに来る前からですが、なにか？」

「え!?　ま、マジで？　噓ぉ！」

「……。なぜわたくしが噓を吐つかねばならないのか、理解できませんが」

「アンタ例外だから！　あー、だからまだちっこいのに入学できたんだ！　ふんふん、納得ぅー」

「小さくなんかないですが。わたくしはもう、十三歳……」

「あ、ねーねー、静九に光璃ぃ！　二人は武輝で輝法使えたの、いつからあ？」

　あっさり愛理砂を放置して、颯綺は次に離れた場所にいる二人の少女に呼びかけた。

　唐とう突とつに訊きかれ、少し面食らった様子ながらも、静九と光璃が帰ってくる。

「なに～？　輝法～？　ん～、ワタシは武輝をいじってたら、そのうち勝手にできちゃった～」

「え、ええと……あのう、その。あたしは、実家でお料理のとき、水を操ってましたから……。お鍋なべの形で扱うのは、そ、そんなに難しくはなかったような」

「ほら。だからさー、紅那。大抵はみんな、あっさりできちゃってるんだって！」

　そして颯綺が勝ち誇ったような顔をした。

「つまりさ、クロガだって、できてたかもしれないじゃん？　記憶を失う前は、ってこと！」

「？　えっ」

　驚いた紅那だが、すぐにはっと息を呑んだ。

　俺も同じだ。考えたこともなかった！　そうか、その可能性の方が高いのか？　黒い巨剣を振り下ろしたままの恰かつ好こうで、俺は固まる。

「そーそー！　単に武輝が合わないだけで、そのうち思い出すんじゃない？　クロガってさ」

「それは！　……そうかも、しれませんが。で、でも！　基本をないがしろにするのは禁止です！」

　けれども紅那は譲ゆずらなかった。

　ああ、頑固なのが彼女の持ち味なのだ。

「輝士として日々精しよう進じんを怠らないのは、当然のことでしょう！　颯綺っ」

　――ただし、颯綺もそれなりに我の強い少女である。

「当然？　なんかさー、紅那って、超頭固いよね？　根性論とか古臭すぎだってのー」

「!?　な、なんですって？」

「輝法ってさ、イメージなのよイメージ！　だからさあ、むしろ、もっと頭やわらかくないとダメじゃないの？　だから紅那って、なかなか輝法が使えなかったんじゃない？」

　あ。それは言い過ぎ、だった。

　俺でもわかる。なじられた紅那が思わず、目を見開いたからだ。手にしていた赤い刃がわずかに揺らぐ。

　きっと紅那が、一番気にしていたことなのだ。しまった、という表情を颯綺もした。彼女もどうやら失言だと気付いたらしい。

　普通なら、もしかしたら泣いていたところかもしれない。

　けれども――紅那は、弱くない。いや、弱い自分をしっかりと受け止めることができる少女だ。

　むしろおろおろして泣きそうになっていたのは、突然の張り詰めた空気に耐えきれなくなった、静九の方だった。

　だが、やはり紅那は泣いたりしない。

「確かに、一理あると思います……」

　しっかりと颯綺の意見を受け止めた。

　――かのように見えたのだが。

「でも、クロガはきっと、颯綺のように感性で動くタイプではありません！　それができれば、《結晶マテリア》自体も、もっと早くできていたはずですから！」

「うっ！」

　ぐさり、とダメージを負うのは俺のハートだ。ごめん、できそこないの黒輝士で！

「く、紅那ってば、そうきたかー……！」

　そして颯綺もたじろいだ。

　が、彼女も持論を曲げようとはしない。

「てゆーか、へっぽこなクロガだからこそ、付け焼き刃で修行したってすぐにはどーにかならないんじゃないの!?　うん、絶対そう！」

「ぐはっ！」

　さらに俺のメンタルが傷ついた。

【くお、おぉぉぉぉぉぉぉん】

　持ち上げかけていた巨剣が、俺に呼応していつになく気弱に啼ないた。

　が、そんなことなどもう、颯綺と紅那の二人には関係ないらしい。

「とにかく、思いつきでいーじゃん！　実戦になったら、土ど壇たん場ばでなんかぱぱっと思いつくよ！　クロガに必要なのはたぶん、追い込まれるかどうかじゃない？　実際《結晶マテリア》化ができたのも、実戦の最中だしさー」

「そっ、そんなことを言ってたら、なにもできないまま死んでしまうかもしれません!!」

「それぐらいじゃなきゃ人間、ダメだってばー！　アタシだって毎回、そーやってその場で必殺技考えて、ぶちかましてるんだから！　ほら、さっきみたいに？　にへへ」

「さっき？　え、吐液イエロ級との戦闘ですか？　……ああ、だからあんな、目を回すことがわかってるような攻撃を……」

「！　な、なによー！　仕留めたからいーじゃん！　文句ある!?」

「もちろん勝つことは大事です。でも、その直後に、別の棄竜が現れたらどうするつもりだったんですか？」

「はいぃ？」

「目を回して動けなくなれば、戦うことも逃げることもできません！　それは禁止です、颯綺！」

「んくっ！　そ、それはー……い、いや、アタシの話じゃないよね？　クロガのことでしょ？　もー！」

「とにかく！　クロガには、鍛錬が必要なんですっ。……いつまで剣を降ろしているのですか？　クロガ！」

　ほら。急に俺の方を向いて、紅那がきっと強く睨にらんだ。

「え？　俺？」

「素振り、まずは百回です!!　さぼるの禁止！」

「は、はいっ!!」












　改めて俺は、漆黒の巨剣を大きく振り上げた。

　が――。

「いーってば、クロガ！　やんなくてさぁ！」

　そこを颯綺が制止する。え、えええええ？

　しかもリボンをなびかせて、俺の前にひょいと立ちはだかる始末だ。

「あ、危ないです！　颯綺！」

　さすがに紅那も慌てて止める。いや、もちろん俺だって、さすがに巨剣を振り下ろせない。真っ直ぐ高い天井に向けて掲げたまま、身動きがとれなくなった。

　一方、いがみ合いを続けるのは紅那と颯綺だ。「どうしてアナタはそんな無茶を！」「無茶じゃないもん、これくらい！」などと、今度は俺すら放置して、妙な言い争いを始めていた。

「お、おい……俺、どうすれば？」

　相変わらず巨剣を頭上に掲げたまま、俺は二人の少女の前で立ち尽くす。

　助けを求めるように、他のみんなに視線を向けるが。

「ええと、あの、そのっ。ど、どうしたら？　どうしたら？」

　静九は俺以上に困惑し、おろおろし続けるので精一杯だ。

　その後ろでは光璃ときたら、すでにこっちに興味はないらしい。

「へ～？　これが、ここの部品かな？　ふむふむ～」

　などと、拾ってきた棄竜のパーツを足元に並べ、そっちに夢中になっていた。

　うんざりした様子で溜ため息いきを吐くのは、頰杖の姿勢を崩くずさない愛理砂だ。

「まったく。実戦で使えれば、どっちだっていいですが……」

　う。俺としては、こっちも見ずにそう告げられたのが一番こたえる。

　確かに、問題は次に戦うときなんだ。その場で輝法が扱えるようになれば、問題ない。結果だけが俺には求められていた。

　だけどそんな簡単に、俺にできるものなんだろうか？

　不安から、つい黒い巨剣を真っ直ぐ見上げた。

　その色がちょっとくすんで見えたのは、俺の心を反映してのものだろうか？　――くそ！

　などと、俺が考えていたそのときだった。

「!!　なっ……!?」

　重い衝撃が、突然俺の両腕をしびれさせた。

　瞬間、巨剣の黒い刀身が大きくぐらつく。

　いいや――巨剣の側面に、高速で飛来したなにかが激しくぶつかってきたんだ！

【くおおおおおおおおおおおおおん!!】

「うわぁああっ!?　い、岩ぁ？」

　唸る巨剣の刃に触れて、粉々になったなにかが降り注ぐ。それらは岩の破は片へんだった。

　遅れて轟音が鳴り響く。音より早く、その岩の塊は放たれたのか!?

　直撃したのが《結晶マテリア》の最中で助かった。あわや衝撃で巨剣ごと吹き飛ばされるところだったが、両足で草地を抉って踏ん張りきる。

　また、岩自体のサイズもさほど大きくはなかったおかげか。たぶん、せいぜい人の頭くらいだろう――。

　けど、そんなことができる襲撃者ってのは！

「……棄竜!?」

　慌てて赤い刃を構え、紅那が叫んだ。
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「マジ？　ちょっ、ぜんっぜん気付かなかったんだけどー！」

　颯サツ綺キが転がるように、草地に転がしてあった槍やり型がた武ぶ輝きに飛びついた。

　が、《結晶マテリア》の一ひと吼ほえはない。

　少しは休息したとはいえ、倒れるほど消しよう耗もうした直後である。きっと輝き力りよくが回復しきっていないのだろう。

　かわりに彼女は槍を構え、周囲をくまなく見回した。たぶんいつものように、風属性の力を使って、空気の流れから棄き竜りゆうを感知しようとしたのか。

　だが、すぐに「ダメっ」と短く吐き捨てる。

「わかんない！　ここ、草とか木とかが多すぎて……！」

「な、なんだって？」

　――そうか。俺は察する。だから攻撃が当てられる近くまで来ても、颯綺が気付かなかったのか！

　いや、そう近くにいないのかもしれない。俺は先ほどの、遅れてきた轟ごう音おんを思い出す。

　あれが岩を撃ち出した音だとすれば、それなりの距離があったはずだ。岩が巨きよ剣けんに当たった角度から、飛んできた方向はだいたいわかる。俺はその方角に向き直った。

　その頃には愛ア理リ砂サも腰を上げ、短剣型武輝を抜き放ち、俺と同じ場所を睨にらむ。

　そこは森林の途切れた、通路の先だ。ちらりと遠目に見えるのは、また別の緑化空間だろうか？　通路の先は拓ひらけていて、新たな公園区画となっているようだ。あんな遠くからこっちを狙ねらってきたのかよ！

　いったいそれはどんなタイプの棄竜なのか、まだわからないが――。

「あ、あのあのっ！　一度、第三階層へ戻りませんか!?」

　慌てて食材を詰めたリュックを手に、静シズ九クが頭上を仰いで示す。

　それはもっともな提案だった。確かに俺たちは今、疲ひ弊へいしている。颯綺はやはり《結晶マテリア》化しないし、平気そうな顔をした愛理砂もだ。

「確かに、逃げるのも手だよね～」

　さっそく光璃ヒカリが、収集した棄竜のパーツを掻かき集める。ヨルダとの戦いで自分のリュックをなくしたため、とりあえず抱え持てるぶんだけだ。ついでに大きな胸の間にもいくつかねじ込む。

　その光璃が言うとおり。見上げれば確かに、そこには俺たちが降りてきたばかりの、第三階層に繋つながる階段があった。

　愛理砂が石せき柱ちゆうの材料としたせいで、一部は半壊した感じになってはいるが――どうにか上へは登れそうだ。いや、そのように黄き輝き士しの少女が、うまく残しておいたのだろう。

　――だが、直後。

「！　みんな、回避―――っ!!」

　紅那クレナの鋭するどい叫びが轟とどろいた。

　二発目の岩が飛来したのだ！　《結晶マテリア》化していた紅那と俺が、誰よりも早く反応する。

　また俺の巨剣を狙ったのか？　音より早く飛んできた岩は、今度は俺がかわしたために、直撃は避けられた。

　が、かわりにその先にそびえていた、階段に直撃する！

　半壊していた二十メートルもの階段は、その衝撃に耐えられなかった。俺たちの見ている前で中央から折れ、ゆっくりと崩くずれていく――。

「なっ……!?」

　俺は巨剣を咄とつ嗟さに、頭上に振るった。落ちてくる階段の破は片へんをうまく、俺や五人の少女たちの真上から叩たたき飛ばす。

「や、やるじゃん、クロガ！　……でもっ」

　颯綺がようやく役に立った俺を褒ほめたが、焦あせりの色をいっそう濃こくする。

「退路が……断たれたようですね」

　淡々と告げるのは愛理砂だった。

　ああ、そうだ。逃げられない！　岩を投げてくる棄竜と、もう一戦交えなきゃいけないんだ！

　誰が？　まともに動けるのは、俺と紅那の二人くらいだ。

　それは戦力としては頼りなかった。でも、やるんだ！　俺は自分に言い聞かせる。

　同時に紅那と目が合った。彼女の青い瞳ひとみはもう、とっくに覚悟を決めていた。

「クロガ！　二人で、一気にいきます！」

「！　あ、ああ！」

　そうだ。やるなら敵が次に攻撃を仕掛けてくるより前がいい！

　だから俺と紅那は一緒に走り出していた。他の少女たちをその場に残し、森林の中を駆け抜ける。赤と黒の輝きを携たずさえた俺たちは、強化されたその足で、あっという間に土のない通路へと到達した。

　そこから次の緑化空間へ飛び込むのも、すぐだった。

「散開!!」

　即座に紅那が指示を出す。わかってる、まずは棄竜の姿を確認しないと。それに固まって狙われるのは一番まずい。属性が同じなら輝力を束ねられるけれど、紅那と俺とじゃそれも無理だ。ばらばらになって行動するのは必然だった。

　だが――なんだ？

「えっ！」

「！　これって？」

　俺と紅那は通路を出てすぐの、生おい茂しげる植物の中に飛び込もうとして、しかし足を止めてしまった。

　それもそのはず。そこはさっきまで俺たちがいた緑化空間とは、まるで様子が違ったからだ。

　同じ公園、だったのだろうか？　けれどもその面おも影かげはまるでない。近づいてみてそのことがはっきりとわかった。

　森林だと思っていたのは、なんとなぎ倒された木々の山だ。

　そこには土砂までかぶっていて、まるでちょっとした土ど塁るいのような有様だった。いや、人工的なものじゃないぞ。

　まるで津波が押し寄せた、その結果といった様子だ。いや、そうなのか？

「紅那、これ！　まさかプールの？」

「……あっ。きっと、そうです！」

　俺の推測に、紅那も頷うなずく。そうだ、たぶんこれは――第三階層のプールの底が抜けたせいだろう。

　大量の水が真下の第四階層に流出し、そこにあった土や木々を根こそぎここまで運んだんだ。あまりに凄せい惨さんな光景に、俺たちはさすがに息を呑のまされた。

　いいや、今そんな暇ひまはない！

　じゃあ棄竜がいるとしたら、この盛り上がった土塁の向こうか？　きっとそうだ。なら――！

「俺が切り開くッ、紅那あ！」

　漆黒の巨剣を振り上げて、俺は吼える。

【くおおおおおおおおおおおん!!】

　それ以上に巨剣がその身を震わせた。そうだ、邪魔な土や木々の塊を、まずは抉えぐる！

　不用意に土塁を乗り越えたりしたら、棄竜の放つあの岩の塊に、狙い撃ちされるかもしれないからだ。

　だから俺は真まっ直すぐに、土塁に向かって黒い巨剣を振り下ろした。

　土砂と折れた木々とを断ち切って、さらに俺は巨剣を横に滑らせる。漆黒の刃は盛り上がった土塁の一部を切り取って、空中に跳ね上げた。

　そこから向こうに見えたのは、植えられた植物がきれいにはぎ取られた景色だ。

　なにもない、土砂の地肌だけが平らに広がっているそこに――いた！　棄竜か!?　無ぶ骨こつなシルエットを持つなにかが鎮座していた。

　だけど。

「棄竜が来たぞ!!　次弾用意！　……あ、あれっ？」

　それはなんと岩の塊かたまりをのせた、金属製の板バネを使った投石器カタパルトか？　そして俺の巨剣を見て慌あわてるのは、そこに取り付いていた数名の者たちだった。

　白い服に鎧よろいを着込んだ彼らは、金色の輝きに身を包んでいる。間違いない、みんな輝士だ！

　それも全員が土属性の黄輝士？

　俺も紅那もぎょっとして、互いに顔を見合わせた。いや、向こうの黄輝士たちも同じだ。赤と黒に輝く刃と鎧に身を固めたこちらを見て、あっけにとられた表情をつくる。

　そんな彼らが困こん惑わくするのは、俺の手にした巨剣のせいか。

「も、もしかして……間違えられた？」

　俺は巨剣の切っ先に目を向けつつ、ようやく事態を理解する。

【くおおおおおおおおおん！】

　大きな顎あごのごとく裂けた巨剣は、確かに黒い棄竜のように見えるかもしれない。だから石をぶつけたんだ！　この巨剣に！

　だけど勘違いだった。俺たちは当然、戦う必要はなくて――。

「クロガ！　封ふう殻かくを戻してっ」

　ここには他に棄竜はいない。そのことを確認した紅那がまず、己の武輝と鎧から赤い輝きを失わせた。

　ああ、俺ももちろん彼女に従う。漆黒の巨剣をふっと掻き消して、輪りん郭かくを形成していた装そう飾しよくパーツを大たい剣けんに戻す。

　――それが合図だったかのように、黄輝士の集団も警戒を解いた。各自の武輝を封殻に戻していく。

　最後に輝力で構築していた投石器カタパルトが、その場でぼろぼろ崩れて消えた。
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「みんなはもういいよ、先に帰ってて。あとはボクが引き受けるから」

　そう他の黄輝士たちに命じて、一人の少年輝士が俺たちの方へとやってくる。

　彼が小隊長なのか？　いや、小隊というには数が少ない。全部でわずか四人だぞ？

　それでいて進み出た少年輝士以外は、みんなどこか負傷しているようだった。腕や足に包ほう帯たいらしきものを巻いている。

　だからあえて、先に引き下がらせたのだろうか？

「よかった、どうやらお仲間みたいで。悪かったね、よく確認もしないまま奇襲してさ」

　そして一人で俺の抉った土塁跡を踏みしめて、その少年輝士が気さくに話しかけてきた。

　細身で、たぶん俺や紅那より幼く見える。腰に提さげるのは軽そうな、サーベル型の武輝だった。ぼさぼさの髪をまとめるように、無造作に汚れたバンダナを巻いている。












「でもこっちは戦力が少なくてね。黄輝士で固めたものの、ボク以外は怪け我が人にんだからさ。棄竜相手だと、先に仕掛けるしか勝機がないんだ」

「……ええ、わかります。こちらも同じですから」

　紅那クレナが武輝を後ろに回し、背筋を伸ばして応対した。輝士の敬礼スタイルだ。

「私は紅那＝クルクス。赤の１１３小隊に属していた赤輝士です。今は……他の属性の輝士たちと、六名で行動を共にしているところです」

「六名？　まだ他に、四人もいるんだ！」

　へえ、と少年輝士は、隣にいた俺を見る。

「で、こっちは……く、黒服!?　わっ、し、失礼しました！」

「あ。俺は、その。この服は借り物だから、別に指導輝士ってわけじゃなくて。……いや、そもそも学生輝士だったのかもわからないんだけど。わかるのはクロガって名前と、自分がどうやら黒輝士ってことくらいで……」

　いきなり訊きかれてしどろもどろになってしまう。もちろん返ってくるのは少年の、「はあ？」といった表情だ。

「黒輝士って、なに？　え？　いや、確かにその武輝、でっかく黒く輝いてたけども。けどそんな色の輝キ刃バなんて、見たことも聞いたことも……だからボクたちもてっきり、棄竜の一種だと見間違えたんだしっ」

「それは。クロガはこの混乱の中、記憶喪失になってしまって」

　俺が応こたえるより先に、紅那がかいつまんで話す。

「黒輝士というのも、最近判明したばかりです。彼は闇やみ属性の輝士であり、その、いろいろと事情が……！」

　だが、さすがに彼女も言いよどむ。

　ああ、はたしてどこから語ればいいのやら。本当にいろんなことがありすぎて、簡単には説明しきれない。

　――そうこうしているうちに、後ろから「紅那、クロガ！」と呼ぶ声がした。

「どーしたの？　棄竜は？　つーか……え、えええー!!　輝士ぃ!?」

　槍を構えて走ってきたのは、俺たちを追いかけてきた颯サツ綺キだった。もちろん少年輝士の姿を見るなり、目を丸くする。

　そんな緑輝士の少女の後ろには愛ア理リ砂サもいた。彼女も同じく、意外そうな顔をする。

　だが、それは――。

「愛理砂？　愛理砂＝エワンゲリウムじゃないの！」

　赤毛の少女輝士を見て、先に声を上げたのは少年の方だった。

　え？　まさか、知り合いなのか？　愛理砂と。

　そういえば二人とも、同じ黄輝士どうしだった。だから顔見知りなのだろう。

　なんて、俺は一瞬思ったのだが。

「は？　誰ですか？　わたくしは知りませんが」

　なにか？　と素っ気なく突き放し、愛理砂が眉まゆをひそめた。

「おいー！」

　怒るのは少年の方だ。

「そっちが黄の５０７小隊で、ボクが５０６小隊だったろ!?　合同座学で一緒になることも多かったし、なんで憶おぼえてないのさ！　礫土レキトだよ、礫土＝スクートゥム!!」

　礫土と名乗った少年は、一気に愛理砂にまくし立てる。

　が、やっぱり赤毛の少女ときたら記憶にないようで、「はあ」と首を傾かしげるだけだ。

　礫土はその場でがっくりと頭を落とした。

「いや……わかってたけど！　そりゃボクは君に比べたら、凡才でしかないし。目立たなかったけども……！　くそぉ！」

「ちょっともー、ちゃんと憶えててあげなさいよ。愛理砂」

　さすがに颯綺が口を挟んだ。

　けれども愛理砂の態度は変わらない。

「別に、どうでもいいことですから。それより先ほどの攻撃は、棄竜ではなくて黄輝士によるものだった、ということですか？　確かに、岩を飛ばす手法は土属性のものですが……しかし、この距離から？」

　冷静に分析するのは、先ほどの襲撃の件だ。

「おかしいですね。一人でやれたはずはないですが」

「……わ、悪かったね！　他の黄輝士と四人で輝力を重ねたのさ。ただ、あいつらは怪我してるから、先に『安全地帯』へ戻ってもらったんだ。そっちの防衛もあるしさ！」

　礫土が、先に帰した三人のことに触れた。

　ただ――なに？　今なんて言った？

「『安全地帯』？　えっ？」

　俺は違和感を覚えて息を呑む。そんな、まさか。

　この学園に安全でいられる場所なんか、あるのか？　――つい紅那や颯綺、愛理砂に目を向けた。

　が、彼女たちも俺と同じ反応を見せる。

「？　なんですか、それって？」

「『安全地帯』いぃ？　ちょっ、マジで!?」

「は？　意味不明ですが」

　やっぱりみんな知らないらしい。

　が、それもそのはず。

「うん。だってボクたちが勝手にそう呼んでるだけだもの」

　悪びれもせずに礫土が言った。お、おいおい。

　なんだ、ただの根拠地にそんな名前をつけただけか？　などと思ったのだが――。

「そこでは負傷した、五十人ほどの輝士たちが避難してるのさ」

　しれっと礫土がそう告げた。

　五十人!?

「二個中隊規模以上ですか!?　ええっ！」

　紅那がさすがに驚いた。颯綺や愛理砂もびっくりだ。

　しかし礫土は苦笑する。

「なし崩し的に、ってヤツさ。怪我をした連中がたまたまこの階層に居合わせて、生き延びるために身を寄せ合っているってだけ。なにしろ……突然ここを、大洪水が襲ったからね。あれに巻き込まれて無事で済んだヤツなんかいないよ」

　そう言う礫土も怪我をしたのだろうか？　自分の頭を指し示す。

　そのときになって俺は気付く。彼の汚れたバンダナの染みが、実は血が茶色く乾いたものだって。きっと包帯の代わりなのだろう。

　それに、洪水？　それは第三階層の、プールの底が抜けたせいだ。ちくりと俺の胸が痛んだ。

　だっておそらく、最初にプールの底を穿うがち抜いたのは、俺の巨剣だったからだ。

　――その後一気に裂けたのは、ヨルダが強引に逃亡したせいだけど。

「だから棄竜をなるべく近づけないよう、先手を打つことにしてたのさ。けど、負傷者ばかりで手が足りなくて……そうだ。よかったら君らも力を貸してくれないか？　『安全地帯』を守るために！」

「え。……それは」

　紅那が少し困惑する。

　守る？　この第四階層にある、『安全地帯』を？

　でも俺たちの目的は、さらに下へと降りることだ。そう、ヨルダを追って――これ以上、輝士たちを殺させはしないために！

　だけど負傷者が大勢いるのを見捨てるのも、どうなんだろう。

「とにかく、仲間と合流できるのは心強いです」

　やがて紅那が判断を下した。それはとりあえず、『安全地帯』に向かうということ。

　同意を求めるように、赤輝士の少女が俺や颯綺、愛理砂を見た。

　どうでもいい、という態度の愛理砂はともかく、颯綺はふむと頷いた。

「立ち寄らない理由はないよねー。どのみちアタシたちだって、最低でも今夜の根拠地くらいは確保したいし？」

　さっきまで意見をぶつけ合っていたのはどこへやら。いや、颯綺が思い出したように、ぷいと紅那から目を逸そらしてそっぽを向いた。

「じゃ、光璃ヒカリと静シズ九クの二人もつれてくるからー！」

　そのまま彼女は、来た通路を引き返していく。もしかして紅那の側そばにはいたくなかったのか？　まるで逃げるようだった。
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「それにしても……六人もいて、一人も属性がかぶってないだって？　また、バランスの悪い小隊だなあ」

　全員がそろった俺たちと自己紹介を終えて、礫土レキトがそう笑いながらも歩き出す。

　目指すのは、先に彼の仲間が戻っていった『安全地帯』とやらである。

　俺の抉った土塁の向こう。そこには大量の水が押し寄せた痕こん跡せきとして、植えられた植物が土砂と一緒に引き倒された光景が広がっていた。

　あまりにひどい有様だった。うっ、と俺や五人の少女たちは言葉に詰まる。

　そこに伸びるのは、いくつかの足跡くらいだ。たぶん礫土たちのものか？

　きっとそうだろう。足跡を辿るように、礫土は真っ直ぐ歩いて行く――。

「それに黒輝士って。そんなの聞いたこともないよ？」

「……確かに、私たちもそうでした」

　応えるのは礫土の後ろに続く紅那クレナだ。

「でも、間違いなくクロガは闇属性の輝士です。一度死にかけていたせいか、記憶を失っているので、詳しいことはわかりませんけれど」

　ただ――なに？　彼女はちらりと横を見て、そこにいた俺に目配せする。

　軽く示すのは目の前にある、礫土の背中だ。

　――その意味は、流された土に埋まる第四階層に見とれていた俺には、理解できた。

　そうか、もしかして!?

「まあ、実際に黒い輝キ刃バを見たからさ、信じないわけにはいかないけども……って、わっ！　な、なにすんのさ！」

「あ……。ご、ごめん。その、ちょっと」

　ふいに背後から近づいて、礫土の腕を俺は取る。

　いや、直接体に触れられればどこでもよかったんだ。その体が闇で『複写』された、ヨルダの偽ぎ装そうを暴くなら。

　そうだ。その確認を、紅那は俺に促うながしたんだ。

　颯サツ綺キや愛ア理リ砂サ、静シズ九クに光璃ヒカリも、俺が取った行動を見て察する。

「そ、そーじゃん！　礫土がヨルダって可能性もあったよね!?」

「！　迂う闊かつでした」

「え、えっ？　そ、そんなことって……！」

「大丈夫だよ、静九～。ほら、クロガくんが触れたって、特に変化はないみたいだから～」

「ええ。よかった、彼はヨルダじゃないようですね」

　最後に紅那もほっとしたようだ。

　ああ。俺も礫土から手を離す。

　彼がもしヨルダの成り代わった偽物なら、いつか接触したときのように、俺が触れれば闇がほどける。その正体はあっさりと、みんなの前で露ろ呈ていするはずだ。それがなかったってことは――彼は本物に間違いないという証あかしだった。

「な、なにさ？　いったい？」

　もっとも礫土ときたら、いきなりのことに足を止め、きょとんとするばかりだったけれど。

　そうだ、俺たちはまず説明しなくちゃいけないんだ。見渡す限り、押し流された土砂に埋もれたこの第四階層を、こんなふうにした相手のことを――。

「黒輝士は、実は俺だけじゃない。もう一人いるんだ」

　俺はゆっくりと、順を追って語り出す。

　すべてはヨルダのせいであり、その彼女に二十名ほどの赤輝士たちが皆殺しにされた、という事実を。

　もちろん棄竜を利用した手法と、闇を纏まとって他人に成りすましていたのも付け加える。

「そ、そんなことが!?」

　再び歩き出しながらも、すべてを知った礫土がさすがに青ざめた。

「じゃあ第四階層に水が流れ込んだのは、そのヨルダってヤツのせいなのか！　それだけでこっちでも、何人死んだと思ってるんだ……！」

「！」

　俺はぐさりと心が抉られた。

　そうだ、五十人もの負傷者が出たここで、死人がゼロなわけがない。

　歩く礫土はその視線を、ふと進行方向とは別の方へと向けていた。

　剝むき出しの土砂が広がる第四階層の、入り組んだ通路の一つだ。その先までは見通せないが、なにか思うところがあるのだろう。

「……犠牲になった、輝士の弔とむらいは？」

　そこに紅那が話しかける。

「見つかったぶんだけは。でも大半は埋もれて、わからなくなったから。土属性のボクにもさすがに、死体は感知できないしさ」

　視線を遠くの通路から動かさず、苦々しそうに礫土が言った。

　そう、か。俺は察する。きっと彼が見つめるのは、どうにか発見した輝士の死体を弔った場所か。だがもちろん、簡単に見つけたわけではないだろう。

　どこまで歩いても、通路の壁まで湿し気けった土が汚していた。こんもりと木々を巻き込み積み重なり、通るのがやっとの場所もある。それらのどこかにもきっと、見つけられないままでいる、多くの死体が埋もれたままなのだろう――。

　そういえば途中、階段らしき穴もあったけれど、そこも土や折れた植物ですっかり塞ふさがっていた。それだけひどい浸水だったってことだろう。

　もちろん学園内にも排水機能はあるらしい。あちこちに水道管が通っているせいか、最悪の事態を想定して、漏れた水を学園外に捨てられるようにしてあるという。

　そして、この広い第四階層すべてが水に侵されたわけではなかった。

「着いたよ！」

　やがて通路を抜けたそこで、礫土が示す。

　俺たちの前に現れたのは、通路の先を塞いでいた、土色に汚れた壁だ。は？　と俺も紅那たちも、思わずみんなで首を捻ひねる。

　――ここが『安全地帯』だって？

「え～、なにもないよ～？」

　光璃が行き止まりになった壁を見回した。

　そうだ、彼女の言うとおり。幅は十メートルくらい、高さ二十メートルほどの壁は、全体が土にまみれてはいたけれどしっかりとそこにそびえていた。

「はあ？　近くに、人の気配だってしないけど？」

　颯綺が空気の流れを読んでか、そう漏もらす。

　けれども、そのとき――「あ」となにかに気付いたのは愛理砂だった。

「もしかしてこの壁は……輝力で積み上げたものですか？」

「さすが、同属性！　やっぱわかったか。へへへ」

　ぺたりと壁に触れながら、礫土が笑った。

　そして。

「土よ……ささやかに口を開けたまえ！　《開門オープン・セサミ》！」

　俺たちの目の前で、礫土の手がいきなり、ずぶりと深くめり込んだ。うっわ!?

「え、えええええ！　な、なんですかなんですかなんですか!?」

　みるみるうちに四角く穴が空いていく壁に、静九がおののく。違う、できあがったのはまさか、「出入り口」？

　きっとそうだ！　だって人一人通れるサイズになった穴からは、向こうに広がっている空間が見えた。

　瞬間、空気の流れにすんすん鼻を鳴らしたのは、颯綺である。

「ちょっ、人の気配!?　それもたくさんいるじゃんっ！」

「そう。棄竜が簡単には侵しん入にゆうできないよう、流れ込んできた土を集めて塞いだのが、この土壁ってわけさ！」

　へへん、と礫土が自慢げに胸を張る。

「ようこそ。ボクたちのつくった『安全地帯』へ！」




　四角く空いた壁の穴――。

　その厚さはかなりのものだ。なんと一メートル以上もある！　それくらい厚くなければ、きっと棄竜は防げないとの判断だろう。

　そこを俺たちはくぐり抜け、『安全地帯』と呼ばれる壁の向こう側へと出た。

　踏みしめるのは久しぶりの、いつものゴム舗ほ装そうの硬い床だ。

　そして見えたのは、そんな床から伸びている、いくつかの通路の分岐点だった。

　けれども少し様子がおかしい。すぐに気付くのは視界の悪さだ。

「えっ？」

　俺は一瞬面食らう。暗いのなら、闇属性の俺には問題ないはずなのに。

　いいや、見通しが悪いのはまったく別の要因だった。

「あれっ？　これ、ええと、湯気ですか？」

　水属性の静九が周囲を見回して、指摘する。

　あ、そうだ。ようやく俺も理解した。――足を踏み入れた俺たちを包み込んだのは、薄く立ち上る白い靄もやだった。

　いや、静九の言う「湯気」で間違いないだろう。

「ああっ！　上は、見事に真っ白です！　すごい……」

　紅那が頭上を仰いでぽつりと漏らす。うわ、確かに。白い蒸気は高さ二十メートルある天てん井じようを、すっかり覆おおっているようだ。

　ただ、大半がそうやって上に逃げているおかげか、吸う息に湿気はほとんど感じられない。

　また服が湿気るようなこともなかった。少しだけ気温があったかくなったような気がする程度だ。

　なぜこんなに蒸気が立ちこめているのか。その原因は――なんと、すぐに見て取れた。

「って、水没してんじゃんー！」

　薄く立ちこめる湯気を払って、颯綺が通路の一つを見て叫ぶ。

　ほんとだ！　俺たちのいる位置からは、ちょうど真正面に位置する通路だ。そこにはなんと透明な水が蓄たくわえられていた。まるで巨大な水路のようだ！

「ううん～、水じゃなくて、お湯みたいだよ～」

　大人びた外見とは裏腹に、子供のように好奇心旺おう盛せいな光璃が、さっそくお湯の側へと屈かがみ込む。なんの躊躇ためらいもなく腕を浸つけて、「いい湯加減～」なんてにこにこした。

　ただし次の瞬間には、その胸や鎧の隙すき間まにねじ込んでいた、持ってきた機械部品のいくつかがうっかり落ちる。ぼちゃぼちゃとお湯の中に水没し、大慌てで光璃は拾い上げるはめになった。

「やぁあ～ん！　ワタシの、棄き塊かいがああ～！」

「……ふぅん。これ、壁と同じように堰せきをつくって止めているようですね」

　そんな光璃には目もくれず、その横に立つのは愛理砂だった。

　うん？　彼女が踏みしめているのは、通路を区切るように設けられた「縁」だった。

「堰き止めるって、これのことか？　あっ、じゃあ、わざわざ？」

「最初は、偶然だったんだけどさ」

　俺の横でみんなの反応を見ていた礫土が、ようやく説明を始めた。

「上からの洪水の後、もちろんこの第四階層もダメージを受けたよ。たぶん床の一部が、わずかだけど傾いたりずれたりしたんだろうね。それがこの階層の端っこの、ちょうど備び蓄ちく庫このあった場所に、水を溜ためることになったのさ」

「？　備蓄庫？」

　聞き慣れない言葉に、俺はつい反応する。

「あ……この第四階層には、食料を保管するための倉庫施設がいくつか設けられていたんです」

　すぐに紅那が補足した。

「もともと棄竜の肉は、長期保存が効くものですから。たくさん獲とれたときには非常用として、備蓄庫に収めることが決まっていたのです。それと、この第四階層には『果樹園』や『畑』もありましたから」

「えっ。な、なんだって？」

「食料というよりは、公園と同様の、保養の一環ですね。棄竜の肉で必要な栄養は十分摂取できるものの、飽きることもありますから。自由に採って食べることもできますし、訓練の合間に育てている者もいたのですよ」

「へえ。そんなことが……」

「それにこの湯気はもしかして、果樹園の温室制御のために使われていた、火属性の輝き法ほうによるものかもしれません」

　紅那はお湯の満たされた通路を真っ直ぐ見据え、言った。

　それは同属性の彼女だからわかることか。うん、と頷くのは礫土だった。

「たぶん、そんなとこだとボクらも睨んでる。残念ながらうちには赤輝士がいないから、ちゃんとした判別はできてないけどさ。……もともと、学園は地下にあって人が立ち入るには冷えすぎるから、火の輝法であたためてるんだっけ？」

「あ。そうですね、輝金属伝達による気温の調整も、王城からの輝力でまかなわれていますよ」

　紅那が応える。

　そ、そうなのか。俺は側で納得するばかりだ。

　なるほど。じゃあきっとそういったシステムが、プールの洪水で破損して、流れ込んだ水をお湯に変えてるのかな？

「でもここのお湯って……そのう、ものすごくきれいですよ？」

　しかし静九が、光璃の隣でお湯の中に手を入れて、首を傾げる。

　彼女は落ちたパーツを一緒に拾ってあげていたようだ。そしてお湯に触れ、水質を直接感じ取ったらしい。

「あの、ええと。プールの水が溜まっただけだと、こんなふうにはならないんじゃあ……」

「うん。それについては雨李亜アメリアさんがさ、浄じよう水すい管かんの一部が破損して、そこから飲料水が流れ込んできてるんだろうって」

　応えた礫土が、初めて聞く人物の名を口にした。

　雨李亜？　もちろん俺たちの知らない名前だ。――いや。

「！　ええっ、雨李亜さんって、あの雨李亜さんですか!?　……青輝士のっ？」

　はっとしたのは静九だった。

　青輝士の、雨李亜？　静九の顔見知りなのか？

　いいや。どうやら知っているのは、彼女だけじゃないらしい。

「雨李亜……？　黒服の青輝士で、保健担当として来た女性の名が、確かっ」

　紅那が他の少女たちを見る。「そういえば」と反応したのは愛理砂だった。

「聞き覚えがありますが。治ち癒ゆ系の輝法を使う、とかで」

「あ～！　知ってる知ってる～、有名人だよ～」

　さっきまで半泣きで濡ぬれたパーツを拭ふいていた光璃も、手を止めて顔を上げた。

　つまり、いわゆる「保健室の先生」といったところか？　俺はとにかくびっくりする。

「治癒できる輝士？　そ、そんな人までいるのかよ？」

「はい。あの、医療型の輝士は、青輝士だけじゃないですけれど。土属性の黄輝士が植物を育てて、そこから薬を調合するとか。雷属性の紫輝士が細胞を活性化させたりと、その、いろいろあるんですけども……でも、治療できる力を持つ人は、希まれなんです！」

　静九は興奮しているのだろうか。触れたままのお湯の水面に、踊るような波紋ができた。

　ふ、と笑うのは礫土だ。

「特別な指導輝士なのさ、雨李亜さんは。もちろんそれだけでリーダーに収まってるわけじゃないけど。さて、紹介するよ。奥へ行こう」

　そうして礫土は、「こっち」と水没していない、他の通路の一つを指し示した。

「まあ、どこから向かっても結局備蓄庫に行っちゃうけどさ。ここ、そんなに広くないからね。ついてきて！」

　もちろん俺たちの誰も異論は持ってない。歩き出した彼の後に、俺と五人の少女たちは続いた。

　やがて、通路の行き着いた先に見えてきたのは――。

「！　棚!?」

　うわ！　俺は思わず見とれてしまう。

　いくつかの通路から繋がった大空間には、なんと無数のスチール製の棚のようなものが並んでいた。それも、ものすごく大きなサイズだ！

　幅は四メートルほどあるだろうか？　一つ一つの棚板の高さは、二メートル近い。「自動車」がすっぽり収まるほどのものだ。それが五段は重なっている。なるほど、ここに棄竜の肉をたくさん保管できる、というわけか。

　事実、見上げるいくつかの棚には、大小様々な金属製の筒つつがあった。肉の入ったシリンダーだろう。

　それ以外にも備品らしきものや、なにかの詰まった樽たるまであるぞ。

　――だけど今は、この棚の大半は別の用途で使われていた。

「人が……こんなにっ！」

　振り仰いで紅那が呻うめいた。

　そのとおりだ。俺たちが見上げる棚には、多くの白服の人影があった。

　誰もが鎧や武輝を外して、かわりに腕や足に包帯や添え木をつけた負傷者たちだ。寝袋を敷いて横になっている者もいる。

　それでも自力で動ける軽傷者は、それぞれ簡単な作業をしているらしい。棚の横についた階段や、五角形の柱に輝く床を形成する「エレベーター」で、棚の上下を移動していた。第二階層で見かけたものの、小型版といったところだ。

　俺たちがやってきたことで、彼らの視線は自おのずとこっちに集まった。わずかにざわつく。

　いや、すでに事前の連絡はあったはずだ。

　少し広くなった棚の囲む中央に、俺は鎧を着た白服の輝士を発見する。

　それは確か、先に『安全地帯』へと戻って行った、礫土と一緒にいた黄輝士の一人か。

　そして耳打ちする相手は、鎧を外した黒服姿の女輝士だった。

「そう……彼女たちが？」

　俺と五人の少女たちを見て、女輝士がさらりとした長い黒髪を揺らした。

　うわ、とても美人だ！　透き通るような肌は、ある種病的な独特の色香を放つ。それでいて清せい楚そな雰囲気を湛たたえていて、俺たちに向かってふんわりと微笑ほほえむのだった。

　彼女が青輝士の、雨李亜さん？

　だけど彼女はまず、自分の作業を優先した。

「少しお待ちくださいませ。先に、こちらを済ませてしまいますわ」

　涼やかな声で言い放ち、足を向けたのは側にあった、何枚かの布製のついたてで仕切られた空間の中だ。












　なんだ？　俺たちは彼女の方に近づきながら、そのついたての内部を見る。

「！　即席の診察室、かな～？」

　一番早く察したのは、なんと光璃だ。

　へ？　あ、確かに。ついたては材料が足りていないのか、申し訳程度のものであり、大きな隙間が空いている。

　そこから目に飛び込んできたのは、人が寝そべる台だった。

　さながらストレッチャーのようなそれは、ここの備品として転がっていたものか。そしてその上に身を預けるのは、たぶん負傷者の一人だろう。白服の背中をめくった青年が俯うつぶせに寝て、腰に巻いた包帯を晒さらしていた。

「そうだ、どうせなら見ておくといいよ。雨李亜さんの治癒の腕をさ！」

　礫土がそう自慢げに促すまでもない。俺たちはすでに全員、ついたて越しに雨李亜さんの様子に見入る。

　すると彼女が傍かたわらに置いたのは、金属製のバケツだった。

　そこからなんと、ぱしゃりと水が跳ね上がる。

「封殻解放、輝き掌しよう、《結晶マテリア》」

　雨李亜さんの左手が青く輝く。いや、それはグローブ型の武輝か!?

　その一回り大きくなった青い指先が動くたび、バケツの水が宙に舞った。

　彼女が操っているんだ！

「……命司つかさどる水よ、どうか癒いやしの手を差し伸べたまえ。《快癒の泉ポーシヨン》！」

　水は雨李亜さんの意志に応え、ぱっと薄く広がった。

　しかし次の瞬間には、なんと消えてなくなってしまう。いや、患者の白い包帯に染み入り、しっとりと濡らしたのだ。

　すると台に寝ていた青年が、「はぁあっ」と恍こう惚こつの声を上げた。

「す、すごいです！」

　感激するのは静九だった。

「水で、患部の治癒促進を行うなんてっ。あ、あんな細かな調整、よほどうまく輝力をコントロールしないとできないですよう！」

　それは同じ青輝士の彼女だからこそわかることか。

　治療が終わったのだろう。台に寝ていた青年は起き上がり、雨李亜に頭を下げて、ひょこひょこと歩いて行った。

「また痛みが出たら、すぐに診みせてくださいませ」

　その背中を雨李亜が笑顔で見送った。

　それからようやく、診察室の前までやってきた俺たちに向き直る。

「お待たせいたしました。六人の、輝士のみなさん。わたしが、青輝士の雨李亜＝ウィオラですわ」

「あ……ど、どうも。クロガ、です」

　たまたま一番前にいた俺が、それに応えた。

　いや、彼女がごく自然にすっと手を差し出してきたから、あえて自分から前に出たんだ。

　もちろんそのまま、手を握るために。

　――その意味はもう、五人の少女たちや、ヨルダのことを教えた礫土にもわかっている。

　俺が雨李亜さんに触れた瞬間、みんなの固かた唾ずを呑む気配が伝わってきた。

　だけど、もう俺にはなんとなく結果が見えていた。

　しっかりと握手を交わした雨李亜さんは――変わらない。闇がいきなり溶け出して、あの白髪の少女に変わることはなかった。

「大丈夫だよ。彼女は、ヨルダじゃない」

　ほっとした空気を背中に感じながら、俺はきっぱり断言する。

　ああ、だって雨李亜さんは、こうして水を操って見せた。

　ヨルダは俺と同じ、闇属性だ。なら輝力で操れるのは闇だけのはず。そういうことだ！

　もっともなにも知らない雨李亜さんは、「はい？」と小首を傾げるのだった。
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　赤あか輝き士しの一人に成り代わり、凶悪な棄き竜りゆうのもとに誘い込んで、中隊を全滅させたヨルダ――。

　彼女はどうやら、再び同じ事を繰り返すつもりらしい。

　つまりまた輝士の誰かに扮ふん装そうして、多くの人間を罠わなにはめようとするのだろう。

　なら、誰に扮するのが最適なのか？　――そこから俺が懸念したのは、「大勢を導く立場にいる者」だった。

「……だからこの『安全地帯』の中なら、たぶん黒服の雨李亜アメリアさんと入れ替わるはず、とは思ったんだけど」

「それがヨルダという、あなたと同じ黒輝士なのですか？　そんなことが……」

　ついたての診察室から移動しながら、これまでの話を聞いた雨李亜さんが神しん妙みように眉まゆをひそめた。

「信じられませんわ。なぜ輝士であるはずなのに、仲間を殺したりするのでしょう？」

「いや、それは……俺たちにも」

　わからない。それは一緒にいる、紅那クレナや颯サツ綺キ、愛ア理リ砂サと静シズ九クに光璃ヒカリも同様だ。

　ただ、紅那が「ねえ」と口を開いた。

「クロガ。私、少し思ったのだけれど」

「？　なに？」

「さすがのヨルダも、負傷者ばかりを棄竜のもとに導くなんてことはできないでしょうから。あえてこの中の一人に身を潜ひそめる、という手間はかけない、とも考えらない？」

「あ。それは、そうかも」

　なるほど。俺は納得する。

　確かに、怪け我が人にんに成りすますよりは、さらに下に降りて手頃な獲え物ものを狙ねらう方が楽だろう。特に、棄竜に食わせるなんてことをわざわざするなら。

「けど……後でここにいる全員を、俺に面通しさせてください。俺なら相手がヨルダの偽ぎ装そうだった場合、すぐにわかるはずだから」

　一応、俺は念を押すことにした。可能性がゼロではないなら、やはり取り除いておく必要があるからだ。

「承りましたわ」

　雨李亜さんは快く了承する。

「ただ、ここは怪我人ばかりがいる場所です。ヨルダの件は、余計な不安を煽あおることにもなりかねませんわ。ですので、わたしの診察の付き添いという形でさりげなくお願いできますか？」

「は、はい。もちろん！」

　――そうやって歩きながら話をしたのは、たぶん他の誰にも聞かれたくなかったから、なのかもしれない。俺たちは雨李亜さんに先導されて、この備び蓄ちく庫この一番奥までつれてこられた。

　あの水没した通路から、小川のように横をお湯が流れているここは、とても静かだ。人ひと気けがなく、周囲の棚には備蓄された資材などが詰め込まれているだけである。どうやらここにいるのは俺たちと、一足先に向かっていた礫土レキトくらいらしい。

　その礫土は俺たちがくるのを待って、そびえる壁面に埋め込まれた、装そう飾しよくの施ほどこされた柱に触れた。

「せーのっ、輝き床しよう！　《結晶マテリア》！」

　礫土が作り上げたのは、黄色く輝くエレベーターの床だった。

　そこに俺たちは載のり、上へとみんなで運ばれる。

　ここは備蓄庫の壁を掘る形でつくられた、一際大きな棚だった。高さ三メートルもの空間が、天井まで四段ほど積まれている。

　俺たちが降ろされたのは、そのうちの一番上だ。奥行きは十メートルもあるだろうか？　幅はその数倍あった。転落防止用の格子のフェンスと、放置されたなにかの箱が隅っこにあるくらいで、がらんとしている。

「どうぞ、こちらをみなさんで使ってくださいませ」

　雨李亜さんが笑顔で告げた。

「他の棚は、怪我をした人たちが安静にできるよう、個室的に使っておられますから。こちらでよろしかったでしょうか？」

　そう、ここは俺たちにあてがわれた居室だった。

　もちろん俺と五人の少女たちに異論はない。どのみちこれまでも、ポンチョ一枚で寝ていたのだ。むしろ突然の棄竜の襲撃がない、というだけでありがたかった。

　いや――なんだ？

「？　みんな？」

　五人の少女たちの返事がなかった。紅那も颯綺も、愛理砂も静九も光璃も、外が見下ろせるフェンスの側そばに立っていた。

　そこから一望できるのは、この備蓄庫の空間の中か。

　整然と並んでいる、他の棚の様子が見て取れた。もちろん中にいる、怪我をした輝士たちの姿も。

「こんなに……みんな、生き残ってたんじゃん」

　ぼそり、と呟つぶやいたのがフェンスに手をかけた颯綺だった。

　そのまま彼女は「にはは」と笑い、フェンスを揺ゆらしてもたれかかる。

　隣でぺたん、と尻しり餅もちをついたのは静九だった。

「あ、あれえ？　あたし、あれえ？　ち、違うんです違うんです、これは……」

　お下げ髪の少女はぼろぼろと、いきなり涙までこぼし始めた。え、えええ？

　どこか具合が悪いわけじゃない。ぽんぽん、と光璃が静九の頭を撫なでた。

「うんうん、わかるよ～。嬉うれしかったんだよね、静九は～。だってワタシたちだけじゃないもんね、この学園でがんばって生き延びてたのは」

「は、はいっ……！」

　静九は何度も頷うなずいた。

　ああ、そうだ。俺も改めて備蓄庫の様子を見下ろして、こみ上げてくるものを感じ取った。

　ヨルダを追わなきゃ。そんなことに夢中になっていたけれど、俺たちは会えたんだ。仲間の輝士たちと！

　ただ、それは思った以上に、少女たちの緊張の糸を切ったらしい。

「ふう」

　気だるそうに愛理砂も、手近に転がっていた樹脂製の箱に腰掛けた。

　小柄な彼女でも、飛び乗らなくて済む、低くて長い箱だった。そこに愛理砂は座ったまま、上半身も倒してしまう。

　このときになって俺は気付く。そうだよ、ずっと平静を装よそおっていた彼女たちだけど、そんなわけがない。本当はみんな、かなり無理をしていたんだ！

　そして、紅那も。

「でも、ここに閉じこもっていても、事態はなにも解決しません。備蓄ぶんの食料にも限界はあるでしょうし、棄竜を誰か他の輝士がなんとかするまで持ちこたえられるとは、とても……！」

　もっともらしい分析を彼女は行い、雨李亜さんへと振り返った。

　が、いきなりかくんと紅那はふらつく。

「あれ？　あ、あれっ？　……わ、私」

「紅那!?　おい！」

　たまたま側にいた俺は、彼女を支えた。

「へ、平気です……ちょっと、力が抜けただけで」

　紅那は俺の手を借りながら、そう強がった。けれどもわずかに両りよう膝ひざが震えている。なんだ？　どこか怪我でもしていたのか？

　――などと思ったとき、紅那にそっと手を伸ばしたのは、なんと雨李亜さんだった。

「大丈夫。少し、疲労の限界が来ただけのようですわ。みなさんも」

　次々に他の少女たちにも手をかざし、雨李亜さんがそう診断する。

「……紅那さん。あなたの言うことはもっともだとわたしも思います。けれど現実的には、負傷者のほとんどはこのままここを出ても、まともに棄竜と戦えないのです。だからこそ、わたしはせめてここだけは、安らげる場所にしたい。そう願い、礫土さんたち黄輝士の力を借りて、『安全地帯』をつくったのですわ」

　そして雨李亜さんはどこまでも優しく微笑ほほえんだ。

　ただ、そこに少し憂うれいのようなものが混じっていたのは、俺の勘違いじゃないだろう。

「もちろんここが、一時的な安全しか保証できないことは、わたしも礫土さんも知っています……」

　雨李亜さんが礫土を見た。

　まあね、と黄輝士の少年もバンダナ頭を掻かく。

「でもさ、見捨てられないでしょ、怪我人を。だから、ボクらはボクらでやれることをしてるだけなのさ」

　あ、そうか。俺はなんとなく理解する。

　きっと雨李亜さんや礫土の志は、俺や紅那たちと同じなんだ。ただ少し、その方向性が違うだけで――。

「あなたたちは先へ進める方でしょうけれど、それでも今だけは、休息してよろしいのですよ？　いいえ、より下へと向かうなら、せめて疲れを十分にとってからにしてくださいませ」

　ぽん、と雨李亜さんがふいに手のひらを打った。

「そうそう。どうせなら、お風ふ呂ろにゆっくり入っていかれてはいかがですか？」

「!?　……えっ」

　なに？　俺も、五人の少女たちもあっけにとられた。

　いや、そうだ。ここにはたっぷりのお湯があるんだ！
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　そういえばプールでの戦闘後、濡ぬれた体を乾かしたくらいで、俺たちはシャワーの一つも浴びていない。

　ただ、青輝士の静シズ九クが水を操って、一日一回俺たちを着衣ごと清めてくれた。配水管の水を使って俺たちをずぶ濡れにし、しかし直後には噓うそみたいにさっぱりと水気を払ってくれるんだ。

　俺にはそれで十分だったけれど――どうやら女の子たちは違うらしい。

『お風呂だ――――！　にゃっは――――!!』

『ちょ、ちょっと颯サツ綺キ？　飛び込むのは禁止です！　マナー的にっ』

『んも―――、こんなときにも堅っ苦しいっての、紅那クレナは！　ふんだ。いーじゃん、こんな大浴場、学園内で入れると思わなかったんだしさー』

『あの、そのう。確かに、颯綺さんの言うこともちょっとわかります。ほんと、こんなの久しぶりで……！』

『は～～～～、あったまるね～～～～』

『……ちょ、光璃ヒカリ!?　なんでアンタ、風船みたいにぷかぷか浮くの!?　どーいう構造？』

『んん～？　胸のこと～？　どういうって、普通だよ～？』

『そうだ。前々からやってみたかったんだけど、お願いしていい？　光璃ぃ』

『？　なに～？』

『もませてよ！　一回、そのおっきなのを!!』

『ほんと……下世話ですね』

『あ。アンタには頼んでないから、愛ア理リ砂サー』

『あはははははは～！　く、くすぐったいよ、颯綺ったら～！』

『うっわ！　なにこれ！　なんなの、このやわらかさー！　マジ、超すごいよ!!　ねーほらほら静九っ、後学のためにアンタも一度触ってみたら？』

『ふぇっ？　あ、あの、なんであたしなんですかあぁ!?』

『だから、颯綺！　え、エッチなことはたとえ女どうしでも、禁止です!!』

　――それにしても、その、すごく声が反響していた。

　お湯の満たされた通路の側で、鎧よろいと武ぶ輝きを外した姿で立っていた俺と礫土レキトは、黙って赤面するしかない。

　風呂場といっても、もちろん即席のものだ。かくかくと折れ曲がった、水没した通路をそのまま使っているため、姿は見えなくとも会話が壁で跳ね返るらしい。

「……。やっぱり、空間は仕切っとくべきだったかあ。いや、そんな余裕はなかったんだけどさ……」

　礫土が気まずい空気の中、もう少し離れようと仕し草ぐさで示した。

　うん。俺もそれに従い、通路の入り口から遠ざかる。けれども俺たち二人は必要以上には、ここから離れられなかった。

　仕切りのない風呂場だからこそ、女子の入浴中は、誰かが見張りに立っておかなくちゃいけないのだ。

　まあそれも一応というものだけど。どのみち通路の反対側である、俺たちが『安全地帯』に入ってきた土壁の方向には誰もいないし。あちら側には脱衣用のスペースがなくて、もともと立ち入らないようにしているらしい。うん、確かにあっちは通路が完全に水没していて、濡れなければ奥に行けない様子だった。

　でもこちら側には通路脇に足場が組まれ、そこを歩いて脱衣スペースまで向かえるようになっているのだ。

　けど、これだけうるさいのなら、女子が入っているのはすぐわかるだろうから。俺たちが見張りに立つ必要もない気はするけども――。

「なあ。君には……どう見える？」

　そんな手持ちぶさたのせいだろうか？　付き合ってくれている礫土が、改まって話しかけてきた。

「え？　なに？」

「ここでの生活のことさ。君らは、ヨルダとかってのを追ってるんだろ？　……すごいと思うよ。たった六人しかいないのに、この学園をさらに降りて行こう、だなんて。でもボクたちには無理な話さ」

　自じ嘲ちよう気味に礫土が笑った。

　だが直後、彼の目は真剣なものに変わった。

「いいや……君たちも。六人ぽっちで第十三階層まで行けると思うかい？」

「！　それはっ」

「無理、だね」

　礫土は断言する。俺は、反論しかけたものの、そのまま言葉を飲み込んでしまった。

　戦力を増やせられれば。他の輝士たちと、合流できれば。そんな仮定の話でしか、きっと言い返せないから――。

　ただしそれは礫土たちにとっても、突きつけられている、避けようのない問題なのだろう。

「……。ああ、ボクたちはそのことを、痛いほど知っている。だから降りないんだ。いや、降りられない……」

「えっ。礫土？」

「人数だけはたくさんいても、怪我人ばかりだ。まともに戦えないボクたちには、ここで防戦くらいしかできないのさ」

　彼らには、その道しか選択できない。第十三階層にいる、棄竜の女王を倒さなければ、すべてが終わらないと知っているのに。

　そう、ここで身を寄せ合っているのは単なる消しよう耗もう戦せんでしかない。いつか必ず限界は訪れるのだ。

　――それでも、礫土は守ると決めたのだ。ここにいるみんなを見捨てないために。

「むしろボクとしては、君ら全員に残って欲しいくらいなんだ。防衛力強化のためにさ」

「それは……」

「君から説得してくれないかな？　あのコたちに、ここに残ってくれるようにって。そうさ、とりわけあの愛理砂が残ってくれれば！　同じ黄輝士だし、もっと防壁を強化できるかもしれない！　そう、一人だっていいんだ！」

「一人でも、って。そんなの、俺が決められることじゃないから」

　そうだ。俺はどうにかそう返す。

　いや――言われて初めて、気付くことがあった。

　俺と、五人の少女たち。ヨルダの件を通して、俺は彼女たちに受け入れられた。

　けれども、ずっと六人でいる「必然」はまったくないのだ。

　俺はヨルダを追わなくちゃいけない。自分の、失われた記憶の向こうにある「因いん縁ねん」のせいで。

　でも紅那や颯綺、愛理砂に静九、光璃の五人は――。

「そ、そっか」

　礫土があからさまにがっかりする。

「こうなったら愛理砂には、直接頼んでみるかなあ。……でもあいつ、なに考えてるかわかんないからさあ。昔っから、なんかあえて周りから浮いてたし。君から頼んでもらえればいいかな、って思ったんだ。悪かったね」

「あ、いや、そんな。俺なんか自分のことも、みんなのこともまだよく知らないし」

　――そうだ。ちらりと頭をよぎったのは、またあの『姫』の疑念だった。

　本当に俺は、少女たちのことを知らない。なにが正しいのかわからない。

　それに、愛理砂が周りから浮いてた？　確かに彼女はなぜか、周囲から孤立しようとするきらいがあった。

　まるで自分が何者であるかを隠すように――？　またあの『姫』のことが俺を揺さぶる。

　愛理砂の尊大な口調や、自分勝手なところなどは、それっぽくあるのだけれど。

　けれども、それ以上に心にわいたものがあった。気が付いてしまったんだ。

　俺と五人の少女たちに、いつまでも一緒にいる理由はない、と。




「あ、あのう……。これからのこと、なんですけども。あ、あたしは、その。……ここに残る、ってダメですか？」

　そしてほころびは自おのずと生まれた。

　少女たちがお風呂から上がり、次いで俺も簡単に入浴を済ませ、礫土の手配した簡単な食事を取り――あの壁の棚の最上段に戻ってきたとき。ゆっくりと暗くなり、「夜」を迎え始めた中で、おずおずと静九がそう切り出したのだ。

「静九？」

　転がっていた箱の中にあった、クッション性の高いマット資材――。何十枚と入っていたそれを広げていた紅那は、突然のことにぎょっとして、ほどいていた金色の髪をなびかせた。

「ちょっ、静九！　アンタ……マジで言ってんの？」

　早々にマットの上に寝転んで、リボンを巻き直していた颯綺も跳ね起きる。

　けれども他の者たちは違ったらしい。

「う～ん、確かに、静九の言うことも一理あるよ～。ワタシもちょっと考えちゃうな～」

　同意したのは、広げていた棄竜のパーツを片付けている光璃だ。

「光璃まで……？　どうしてっ」

　意味がわからない、と紅那は息を詰まらせた。

「だって～、ワタシもほら、戦力にはなってないし～？」

　光璃は悪びれずに言った。「そういうことだよね～」と静九に視線を向けながら。

　おどおどした様子ながらも、静九はこくんと一つ頷く。

「戦闘にはほんと、あたし、向いてないんですようぅ。今までなんとかなってきたのが、その、奇き蹟せきみたいなものですからっ」

「なんとかしようとは思ってるんだけどね、ん～、ここにも武輝の予備はないみたいだし？　第六階層の『工房』まで行ければ、手に入るかもしれないけど～」

「確かに、今日の戦闘では、微み塵じんも役に立っていませんでしたが」

　さらに愛理砂が事実を告げた。

「必要ないと言うのなら、そのとおりです」

「ちょっと待てー！　そんなの、どーすんのよ！　これからさあ！」

　けれども颯綺が声を荒らげた。

「……静九が抜けたら、まともなご飯食べられなくなるじゃん!!」

「ろ、論点はそこじゃないですよ、颯綺！」

　紅那がさすがに頭を抱える。

　が、むっとするのは颯綺の方だ。

「なんでよ？　これ以上大事なことってある？　ちゃんと食べなきゃ棄竜とだって戦えないじゃん!!」

「そ、それは……そうですけど」

「ほーら！　やっぱアタシの言ってること間違ってなくない？」

「！　そんなことありません！　大切なのは輝士としてどうあるか、です!!　それに、ここにこもっていたっていつかは……！」

「輝士、輝士って。あーあ、まーた形から入る、紅那はー。そーじゃなくて、実を取ろうって考えるべきじゃない？　アタシの言ってること、そんなにおかしい？　ねー、クロガ！」

「えっ。お、俺？　いや、その」

　急に話を振られて、俺はしどろもどろになった。うまく応こたえようがない。

　いや、もとより俺はこの件に、口を挟はさむ権利はないんだ。

　だから紅那と颯綺はいっそうヒートアップする。

「私たちはなによりも輝士です！　こなさなければならない義務というものが、まずあるでしょう！」

「ふーんだ！　もともとここを卒業したって、全員が正式な輝士になるわけじゃないじゃん！　向いてるか向いてないか、それを見極めるのがこの学園でしょー？　輝士未満なの、アタシたちって！」

「だからといって、輝士であることを放ほう棄きしていい理由にはなりません！」

「じゃあ、むしろ料理以外で、静九がなんの役に立つってゆーのよ！」

「そ、そうなんです……。あたしは、あの。お料理くらいしか意味がなくて……ううう」

　横で言い争いを見守っていた、静九の方が落ち込んだ。

　その肩を叩たたいて「まあまあ～」と慰めるのは光璃だ。

「ワタシなんか料理さえできないんだから、より深刻だよ～。ん～、なんか使い物になる棄き塊かいがあればいいんだけど～？」

　一方、愛理砂はまったく興味がないという様子だった。無視して一人、早々にマットの端でポンチョを敷いて寝転がる。

　結局、俺の修行のときの口論が、まだ尾を引いているのだろうか？

　そういえば風呂場でも、颯綺と紅那はなにかと険悪なままだった――。

　それでも学園内に夜のとばりが降りてくれば、嫌でも中断するしかない。

「とにかく……結論は少し、伸ばします。どのみちクロガが、ここにいる全員のチェックを終えるまで一日はかかるでしょうから」

　闇属性の俺以外は、お互いが見えなくなってきた頃に、紅那がそう話を区切った。

　ああ、そうだ。俺は『安全地帯』の中にヨルダが潜んでいないか、一応確認しなくちゃいけないんだ。

　もっともな話に、さすがに颯綺も押し黙る。

「ふんだ！」

　それでも不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らし、彼女は紅那からできるだけ離れて、マットの上に転がった。

　他のみんなも同様に、それを合図に眠りに就く。もちろん俺もだ。

　――それ以外に、なにもできることはなかったから。
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　そして一眠りすれば、翌日がやってくる。

　この日は朝から、俺たちはばらばらになった。

「なあ。ここにいる間は全員、いろいろ手伝ってくれよな！」

　朝食に、なにかの穀こく物もつと棄竜の肉でつくったリゾットを持ってきて、礫土レキトがそう促したからだ。

　昨日の夕食は棄竜の肉の串くし焼やきだったが、なるほどこの第四階層で採れたものも備蓄されているらしい。

　もちろん五十人ほどをまかなう『安全地帯』では、限られた食料であるはずだ。だから俺や紅那クレナたちに、ここでの奉ほう仕しを拒こばむ理由はなにもなかった。

「じゃアタシ、土壁の近くで見張りに立ってくる。棄竜の気配を感じ取れる緑輝士は適任だろうからー」

　壁の棚の足元に降りた、俺たちの中。誰に言われるでもなく、そう告げて真っ先に離れたのは、鎧を着込んで槍やりを背負った颯サツ綺キだった。

　たぶん紅那と一緒にいたくなかったから、なのかな。なんとなく俺はそう感じ取る。

「では……私は他の手伝いをしてきますね」

　次いで紅那も雑用を買って出る。なのに颯綺と同様に鎧と武輝を身につけるのは、なにかあったときのためか。いつも以上に金色の髪をきつく束ね、白服の襟えりを正すのも彼女らしい。つられて俺も一応鎧を装着して、大たい剣けん型武輝を背負っていた。

　一方、鎧も武輝もつけていないのは光璃ヒカリと静シズ九クの二人だった。

「ワタシは資材のチェックかな～？　まだここにある全部の中身を、把握しきれていないらしいし～」

「あの、あ、あたしは……昼食のお手伝いをしてきますね。人数分をつくるのは、手があった方がいいですし」

　そう言って彼女たちも散っていく。

　そのときにはなにも言わずに、あの愛理砂の姿もいつしか消えていた。うわ、いつの間に？　短剣型武輝を腕につけていた姿は、みんなとエレベーターで壁の棚を降りてきたときには見かけたけれども。

　まあいいさ。それより俺は、もうやるべきことが決まっていた。

　――午前中から雨李亜アメリアさんと一緒に、怪我人たちの診療に付き合うのだ。もちろんさりげなく相手に触れて、ヨルダかどうかをきちんと確認するために。

　その可能性はほとんどない、とは思ってはいるのだけれど。

「……むしろ時間稼ぎ、なのかな」

　俺は雨李亜さんの待っている、『安全地帯』中央の診察室に向かいながら、独りごちた。

　そう、たぶんより意味を持つのは、紅那たち五人の少女への猶ゆう予よだった。

　静九が「残る」と切り出したため、なんだか俺たちの間に亀き裂れつが生まれた。いいや、最初から俺たちは成り行きで集まっただけの六人なんだ。きっとそれが露ろ呈ていしただけ。

　これからいったいどうなるのだろう？　不安が俺を蝕むしばんでいた。

　いや、とりあえず俺は――。

「おはようございます、クロガさん。よく眠れまして？」

　布製のついたてで囲まれた診察室で、先に待っていた雨李亜さんがふんわりと挨あい拶さつする。

「はい、おかげさまで」

「あら。でも、その恰かつ好こうは？」

「あ。鎧と、武輝ですか？　一応、なにがあるかわかりませんから」

　そうだ、もしヨルダが現れでもしたら――さすがに武輝なしでは対抗できない。

　いや、まともに戦ったとしても、今の俺では勝てる気はしないのだけども。

　そんな俺とは違い、雨李亜さんは昨日と同じく、黒服の上には鎧を装着していなかった。ヨルダが潜んでいる可能性が低いことと、また診察する相手に不ふ審しんがられないためだろう。

　それはそうと、診察室にはその治療の対象となる、負傷者の姿が一人もなかった。ついたての外にもだ。

「では、参りましょうか」

　そして雨李亜さんが診察台から身を離した。ついたてに仕切られた中から出て、手招きする。

「あれ？　診察って……」

「午前中はいつも、往診の時間にしていますの。歩けない患者さんもおられますから」

「あ、なるほど」

　もちろん俺はついていくだけだ。慌てて雨李亜さんの後に続いた。

　それにしても、ここには五十人ほどの怪我人がいるんだよな？　改めて取り巻く巨大な棚たちを俺は見上げた。

　そこには多くの寝たきりの輝士たちがいる。

　雨李亜さんはたった一人で、その全員の面倒を見ているのか――！




「はい。クロガさん、彼の体をこちらに向けてくださいませ」

「ええと……こ、こうですか？」

　かくして俺は雨李亜さんと行動をともにし、『安全地帯』にそびえる巨大な棚のあちこちに上り、そこで多くの怪我人と対面した。

　雨李亜さんの指示は的確だった。グローブ型の武輝を発動させながら、さりげなく俺が相手に触れられるよう配はい慮りよする。

　いや、それはたぶん怪我人を気遣ってのことなんだろうけども。

　――ここには本当に、様々な負傷者が収容されていた。

　足を折り、武輝を杖つえ代わりにしなければ歩けない者。片腕が潰つぶれ、一命は取り留めたものの、熱を出して苦しむ者。棄竜との戦闘で受けた傷が開き、寝たきりの者――。

　そしてもちろん、彼らの属性もまちまちなのだろう。確か火属性以外の輝士で構成されている、だったかな。赤輝士はいつぞやの中隊として集められたため、きっとそれ以外の者たちに偏かたよってしまったのだろう。

　ただ、その中で俺が勘付いたことは。

「……俺を見て、誰も反応しなかったですね」

「？　どうかしまして？　クロガさん」

「いや、その。ヨルダの件もあるんだけど、俺は……もしかしたらここでなら、俺を知ってる相手がいるんじゃないか、って少し思っていたんです」

　棚から棚への移動中、俺はつい雨李亜さんに打ち明けた。

　そう、記憶のない俺だけど、この学園にいる誰かが知り合いであってもおかしくない。だけど、みんな紅那たちと同じだった。

　知らないんだ、俺のことを。

「確かに、俺は黒輝士です。みんなと属性が違うし、一緒にいた可能性はないんですよね」

　側にいたとしたらたぶん、同属性のヨルダくらいか？

　またあの、闇色のノイズに覆おおわれた、おぼろげな記憶が頭を掠かすめる。

「俺って……いったいなんなんだろう」

「特別な輝士は、時折存在しますわ」

「え？」

　ふいに言われた言葉に、俺は息を呑のまされた。

　歩きながら雨李亜さんが見ていたのは、俺の背中だ。いや、背負う大剣か？

「思い出しましたわ。あなたの、その武輝……。指導輝士の一人から受け継いだ、とのことでしたね？」

「あ。は、はいっ。雪ユキ司ジさんっていう」

「やはり。雪司＝プロペータですね」

「！　知っているんですか!?」

「……。少し、お話をいたしましょう」

　そう告げると雨李亜さんは、棚の側面に設けられた階段の一つに向かった。

　そこは非常階段のように用いられる、ちょうどどの棚の段からも、死角となる位置につけられたものだ。

　棚の上下移動のメインは輝き法ほうのエレベーターが担うためか、あまり使われることがないらしい。

　そのステップの一つに腰掛け、黒服の青輝士は俺にも座るよう示した。

　俺は邪魔な大剣を外し、階段の手すりに立てかけて、雨李亜さんの隣に座った。

「一目見たときに、気付くべきでしたわ。このような大型の武器を持つ輝士など、他には見られませんでしたから」

　その大剣型武輝を見ながら、雨李亜さんが語り出した。

　あ、と俺は今更気付く。

「そうか、雪司さんって氷属性の白輝士で。それって確か、水属性の派生型だとかなんとか」

「はい。わたしたち青輝士の部隊に、彼も属していたのですわ」

「それで、雨李亜さんは……！」

「同じ黒服どうしですから。顔を合わせることくらいは何度かありましたの」

「？　くらい？」

　その言いように、俺は少々引っかかる。

　ええ、と雨李亜さんは頷いた。

「彼は……希け有うな白輝士ということもあり、小隊を直接率いていたわけではありませんでした」

「えっ」

「いわゆる、特別扱いされた輝士ですわ」

「特別……！」

「属性が他者と合わないことから、どうしてもそのような立場になるのですわ。もちろん合同での座学などには姿を見せていましたけれど」

「あ。じゃあもしかして、闇属性の俺も!?」

「わたしは指導輝士ですから。少なくとも同じ指導輝士の中に、闇属性がいたことは確認しておりません」

　この学園を卒業し――正式な輝士となってから選ばれたのが、黒服の指導輝士だよな？　確かいつぞや、紅那がそんな説明をしてくれた。

　その一人である彼女にとって、同僚の黒服のことはたとえ青輝士以外でも、ある程度見知っているのだろう。

「あなたはきっと学生輝士で、おそらく学園の入学試験時に、闇属性であることがわかったのでしょう。そのため、他の者たちとは違う扱いを受けていた可能性がありますわ」

「そ、そんなことが!?」

　――いや。だからこそ俺の顔を、他の属性の者たちは知らないのだろう。

　既知の間柄はただ一人。ここで出会った、同属性のヨルダのみ？

「それ以上のことはわかりませんが……」

　雨李亜さんはまた、傍らに立てかけられた大剣を見上げた。

「ただ、なんの役目も持たされずに、ここに送り込まれる輝士はいないはずですわ。学生輝士はともかくとして、指導輝士なら」

「え？」

「今期は、生徒の中に氷属性がいなかったと存じています。なら、彼はなんのために学園に来ていたのか……それはもうわからないことですね。今となっては」

　亡くなった雪司さんからはもう、真相を訊きくことはできない――。雨李亜さんはどこまでも哀かなしそうな目で、大剣を見つめた。

　だけど、その横で俺は、あのノイズだらけの記憶に揺さぶられていた。




『「姫」っ！　……あなたは、僕の後ろに下がって!!』




　確か雪司さんは、そんなことを言っていたはずだ。そこだけはどうにか思い出せる。

「そうだ……。なんで、俺はっ」

　不思議に思わなかったのだろう？　いや、きっと考えることがたくさんありすぎたせいだ。

　けれどもよくよく考えれば見えてくる。雪司さんは『姫』の正体を知っていた。いいや、もしかして「護衛」役だったのだろうか？

　そうだ。だからこそあのヨルダとの戦いの中、彼は『姫』とともにいたんだ！

「雪司さん……！」

　だけど同時にわき上がるのは、一つの大きな謎なぞだった。

　じゃあどうしてそんな雪司さんは、『姫』を「絶望」と呼んだのだろう？

　結局、あの人はいったい何者だったのか。ただの護衛とは思えない。なにかしらの、特別な他の役目を負わされていたのか？

　わからない。今は、まだ。

　それを知っているのはきっと、身を潜めた『姫』と、あのヨルダくらいか――。くそ、最悪だ。

　いや、でも雪司さんのことがわかれば、少なくとも『姫』の正体には迫れるのか？

「あの。雨李亜さんは……他に、雪司さんについて知ってることありませんか？　たとえば、いつも一緒にいた輝士とか」

　俺は思いきって尋ねてみた。

「彼のこと、ですか？　いえ」

　けれども雨李亜さんは、その長い黒髪を左右に揺らした。

「残念ながらございませんわ。でも、学園がこんなことになるのなら、もっと……あ、いえ」

　なんだろう？　雨李亜さんは途中で言葉を途切れさせた。

　その続きは、「もっと親しくなっておきたかった」？

　いいや、でも躊躇ためらったのは――親しくなればなるほどに、相手の死が辛つらくなるからか？

　きっとそのどちらがいいのかわからなくて、彼女は口を閉ざしたのだろう。

　――俺も、なにも言えなくなった。
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　その後、俺と雨李亜アメリアさんはやがて階段から腰を上げ、残りの負傷者のもとを巡った。

　それにしても――雨李亜さんの水を使った治療というのは、なかなか大変なものらしい。

　怪け我がをした相手には、常に穏おだやかな表情を見せる彼女だが、治療中の額ひたいにはいつしか汗が滲にじんでいた。

　きっとかなり輝き力りよくを消しよう耗もうするのだろう。グローブ型の武ぶ輝きが放つ輝きも、気が付けばずいぶんと青さにくすみが入っていた。

　それでも彼女は、黙々と治療を続ける。

「今度は、ここで一番の重症患者のもとに参りますね」

　やがて二十名ほどを診みてから、ふいに雨李亜さんがそう告げた。

　もちろん俺はついていくのみだ。

　彼女が俺を従えてやってきたのは、あのお湯を湛たたえた通路を越えた、『安全地帯』の奥だった。

　お湯の小川が流れゆく、ちょうどその先といったところか。そこに、なんとちょっとした円まるい池のようなものがつくられていた。

「ここは……？　あっ」

「特別に、礫土レキトさんたち黄き輝き士しにつくってもらった、治療槽ですわ」

　治療槽？　聞き慣れない言葉だが、その意味は理解できた。

　なぜなら、お湯を湛えた直径五メートルほどの池の真ん中に――一つの人影が浮いていたからだ。

「なに？　怪我人？」

　一目でそうとわかる相手だった。いや、思わず目を逸そらしてしまいそうになる。

　男性、だろう。たぶん。けれども、それ以外のことはわからない。顔も、お湯に浸つかる体も、全身が赤く焼けただれていたのだ。

　髪だって焦こげたように縮れてしまい、もともとが何色だったのか判別できない。うっ、と思わず目を逸らしてしまうほど、凄せい惨さんな容よう態だいだった。

「生きて……いるんですか？」

　つい俺は、そんなことを尋ねてしまう。「ええ」と雨李亜さんが頷うなずいた。

「瀕ひん死しの状態で、ここにこうして二日と半日ですわ。いえ、即席の治療槽でどうにか命を繋つないでいる状態です」

「！　そんな……」

「恥ずかしい話ですが、わたしの力はそんなに強くないのです。水を介して必要な栄養素を届けたり、痛みを忘れさせてあげることくらい。あとはせいぜい、自じ己こ治ち癒ゆ能のう力りよくを促そく進しんする程度ですわ」

　池のほとりに屈かがみ込んで、雨李亜さんはグローブ型武輝を着けた左手を、お湯の中に突っ込んだ。

　ああ、なるほど。そうやって水質の調整を行うのだろう。

　けれども。

「ッ！」

　彼女はその手を一度、慌あわててお湯から引き抜いた。いいや、俺は見た。彼女の手に鮮やかな閃せん光こうが走り、拒こばむように弾はじいたのを。

　これは！

「電撃？　えっ、あ、雨李亜さん！　大丈夫ですか!?」

「平気です、いつものことですから。……彼は、第五階層にて瀕死の重傷を負った、雷属性の輝士なのですわ」

「雷属性？　……第五階層、って」

「ここより下の階層に、強力な棄き竜りゆうが潜ひそんでいるようなのです。ほら」

　耳を澄すませて？　と仕し草ぐさで彼女は俺に伝える。

　なに？　疑問に思いながらも俺は、促うながされたとおりにしてみた。口を閉ざし、周囲の音に集中する。

　すると――これは？　なにか、聞こえる。

　それは小さな呻うめきだった。

「焼け、る……みんな、焼けて、死んだ。死んだ……」

「!!」

　呻いていたのは池の中央に浮かぶ、重態の男だった。

「ずっと、こうなのですわ」

　哀かなしそうに雨李亜さんが眉まゆをひそめた。

「実はわたしたちがこの階層に留まっている理由の一つは、その第五階層の棄竜にあります。今のわたしたちではとても、太た刀ち打うちできそうにありませんもの」

「た、確かに、これはっ」

　ひどい。俺はもう、呻きを聞いていられなかった。

　きっと男の精神すら、壊れてしまっているのだろう。――どんな絶望の光景が、彼の前で繰り広げられたのか。それは想像に難かたくない。

「生き残ったのはどうやら、この人だけのようなのです」

　そのひどさを、雨李亜さんも推し量る。

「這ほう々ほうの体で、どうにか第四階層まで這はい上がって……たまたま礫土さんに見つけられ、ここまで運び込まれました。でも怪我があまりにひどすぎて、雷属性の輝力が暴走してしまっていますの。自分で制御することができないのでしょうね」

「あの。治してあげられないんですか？」

「やってはいますわ。けれども、直接触れることが叶かなわないので、どうしても限界が……」

　雨李亜さんも辛つらいのだろう。水面に手を伸ばせばまた、小さな電撃が瞬またたいた。

　いいや、それでも彼女は深呼吸して――一気にグローブの手をお湯に沈める。

「封ふう殻かく解放、輝き掌しよう……《結晶マテリア》！」

　すぐに封殻を弾けさせ、水面下で青い輝きが揺らめいた。

「たゆたう水よ、清浄なれ。穢けがれを払い、癒いやしのゆりかごを維持したまえ。……《生命の海エリクシール》」

　静かな言葉とともに、お湯の色が染み渡るかのように少し変わる。どこか薄くよどんでいた水質は、さっと透き通る白になった。

　たぶんお湯の成分を雨李亜さんが調整してみせたのだろう。

　ただ、それは時間のかかる作業のようだ。

　雨李亜さんは深呼吸を続けながら、お湯から手を抜こうとはしない。多少電光が爆はぜても、体をびくんと震わせるだけで、一向にやめなかった。

　すごい。俺は固かた唾ずを呑のんで見守るばかりだ。

　いや、それよりも、改めて知った真相に言葉も出せない。第五階層に、強力な火属性の棄竜だって？

　俺はヨルダを追いかけて、ここから下に降りていかなければならないというのに――。

　いいや。ついこの『安全地帯』にいたせいで、忘れていただけだ。なんて間抜けなんだろう。そんなこと、あり得ない。この学園にいる限り、棄竜の脅きよう威いから逃れることなどできはしない。絶対にだ。

　――そのとき。




「!!　なっ、わああ!?」

　音が、した。

　いや。空気がいきなり震えたのだ。

　なんだ？　思わず耳を塞ふさぐものの、無駄だ。全身の肌が振動を感じていた。服や鎧よろいさえも、微び細さいな震えに包まれている。

　もちろん、こんなことができる存在は――。

「棄竜、ですか!?」

　たぶんそう叫んだのだろう。お湯からさすがに腕を抜いて、雨李亜さんが口を動かす。

　そうだ。決まってる。だけど、まさか。『安全地帯』に棄竜が侵しん入にゆうしたのだろうか!?

「……行きます！」

　俺はその場に雨李亜さんを残し、駆け出す。幸い武輝も鎧も身につけている。いきなりの戦闘にそのまま参加することが可能だった。

　足を向けたのはもちろん、耳を塞いでいても聞こえる振動がする方だ。

　空気の震えに倒れた診察室のついたてを踏み越え、通路の一つを突き進み――出入り口を封ふう鎖さする、そびえる土壁のもとへとはせ参じた。

　そのときにはすでに、礫土や颯サツ綺キの姿があった。

　さらに遅れて、紅那クレナも別の通路から駆けつける。

「いったい、なにがあったのですか!?」

「わっかんないってばー！」

　怒ど鳴なるように颯綺が応こたえた。けれども彼女は礫土とともに、土壁に触れている。

「……空気が震えてるのは、外からの振動よ！　だけど、アタシが壁越しに感知できるほど、近くにはいないよー！　だからここで見張ってても、まったく気が付かなかったんだってばあ！」

「壁の表面が、振動でちょっとずつ削られてる!?　まずいよ、これっ！」

　二人はそれぞれ分析結果を報告した。

　遠距離から、振動波を操る棄竜!?　いったいどんな機械がモチーフになってる個体だ？

「紅那！　いつぞやの、震竜アナンタ級とかいうヤツか？」

「えっ。いえ……あれは倒れる直前に、断末魔の振動を発するという棄竜です！　今回のはきっと、風属性の騒角バロロコン級あたりかと！」

「バロロ……？」

「巨大な角で音を増幅させ、ところかまわず空気を震わせる棄竜です！」

　紅那が刀型武輝を抜きながら、土壁の向こうを睨にらんだ。

「たぶん、こちらの存在が気取られている、というわけではないでしょうが……それでも騒角バロロコン級は生きている限り、爆音を轟とどろかせます！　……普段ならけたたましいために、音が聞こえてきたときには、うまく逃げおおせられる相手なんですけれどっ」

　ああ、なるほど。ずっとやかましいのなら、避さけるのは簡単だよな？

　けれども今の俺たちに、回避することは不可能だった。この『安全地帯』ごと移動なんてできないからだ。

　くそ、いったいどうすれば――！

　打って出るしかないのか？　自おのずとここに集まった俺たちは、そんな意志を目で交わした。

　いつでも開けられるとばかりに、礫土が土壁に手をかざし続けている。颯綺も槍やりを構え直した。俺だって、背中の大たい剣けんに手を伸ばす。

　だが――あれ？

　なんだ？　――振動が突然、ゆっくりと鎮しずまった。

「え、え？　なにー!?」

　噓うそでしょ？　という顔で、颯綺が俺たちを見回す。いや、そんなの俺や紅那、礫土だって同様だ。

　慎重に、颯綺は再び土壁に手を触れて、向こうの気配を探ろうとする。

「……いない、よ？　消えた？　マジ？」

　やがてリボン頭を振り返らせて、颯綺が俺たちに報告した。

　けれどもそれは信じられない。いなくなったということは、そのまま遠くに去ったのだろうか？
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　事態の報告を礫土レキトが雨李亜アメリアさんに一度してから、戻ってくる。

　その間も、壁の向こう側で騒角バロロコン級の騒音が、再び復活することはなかった。

　だから俺たちは、とにかく確認するために、外に出ることになる。

「《開門オープン・セサミ》！」

　礫土の手により、土壁の一部が口を開いた。

　そこから俺と紅那クレナ、颯サツ綺キの三人が外に出た。最後に礫土が土壁を閉じて、そこに続く。

　そうだ。確かめなければ安心できない――。

「ほんとは愛ア理リ砂サもいればよかったんだけど……あいつ、どこに行ってるのさ!?」

　つい礫土が愚ぐ痴ちった。無理もない、いざというときには同属性で力を束ねる必要があるからだ。けれども残念ながら、この短時間では愛理砂を見つけられなかったらしい。俺は紅那や颯綺と土壁に張り付いていたけれど、それでも通路の向こう側で、『安全地帯』が大騒ぎになっていたのは感じ取れた。たぶんその中に紛まぎれて、うまくさぼっているんだろうけども。

　とにもかくにも今回は、偵てい察さつが目的だった。いったいなにがどうなったのか、それがわかれば俺たち四人はすぐ引き返す。

　はたして騒角バロロコン級棄竜は、どこに？

　その痕こん跡せきは幸いなことに、俺の目にもすぐわかった。平らに広がる土砂の表面が、まるで波紋のように表面を変へん貌ぼうさせていたからだ。

「これ、さっきのすごい音のせいかな？」

　颯綺がそう感じ取る。うん、きっと間違いない！

　なら俺たちが向かうのは、刻まれた波紋の中心方向だった。――もちろん第四階層は、ある程度通路が入り組んでいるために、音が反響したせいか波紋も多少は入り乱れている。

　それでも――俺たちはどうにか、棄竜のもとに辿たどり着くのだった。

　いや、正確には騒角バロロコン級棄竜だった残ざん骸がいのもと、か？

「崩くずれてる!?　でも、この大きな角の形状は、おそらく……！」

　慎重に、瓦が解かいした金属の塊かたまりへと近づいた紅那が、その中心にそそり立つ三メートルはあろう棒状の角を見て確認した。

　その表面にはびっしりと、無数の「スピーカー」らしきものがくっついている。

「……そうか、これであんな巨大な音を操ってたのか。でも、これ？」

　スピーカーの中核である、円形の「コーン」がどれも破れてる？　俺も巨大な角を見上げ、奇妙なことに気が付いた。

　いいや。よく見れば真っ黒に焦こげて、燃え尽きているのだろうか？　確かに鉄臭さの中に混じって、すすけた臭においも感じ取れた。

　そうだ、こいつは焼けて死んだのか!?　まさか――！

「ちょっと、こっち！　階段の土砂が、押しのけられてるぞ!?」

　そして礫土が俺たちに叫んだ。

　彼が示すのは、おそらく棄竜が身を引きずって歩いてきた、土をひっかいた痕跡の先だ。そこにぽっかりと、大きな四角形の穴が口を開けている。

　おかしいぞ。ここはプールからの水が押し寄せたために、下の階層への階段は、流れ込んだ土砂や植物で塞がれていたはずなのに！

　埋もれていた堆たい積せき物ぶつを押しのけて、ここまで這い上がってきたのだろうか。

　いや、もしかしたら。俺はある考えにぞっとする。

「第五階層の……炎の棄竜に、追い立てられて!?」

「え？　なんですか、クロガ？」

　紅那が俺の呟つぶやきを聞いて、ぎょっとした。




　――第五階層に、強力な棄竜が徘はい徊かいしているらしい。

　それはもう、確実なことだろう。

「あ、ああ、あ……。そ、そんなことってっ」

　偵察を終えて『安全地帯』に戻ってきた俺たちをねぎらったのは、早めの夕食を持ってきた静シズ九クだった。

　が、騒角バロロコン級を倒した棄竜の存在を知り、青ざめる。

　帰ってきた俺に紅那、颯綺の三人が座るのは、『安全地帯』の一画だ。大勢の食事をまかなうために改装されたと思われる、急ごしらえの調理台――。その側そばに設けられた、テーブル席の一つである。と言っても腰高の箱がテーブルの代わりに並べられ、なにかの樽たるを椅い子すがわりにしただけの場所だった。

　そこで武輝を降ろした俺たちだったが、せっかくつくってくれた静九のスープもそのままに、事態の深刻さを痛感する。

「共食い、だったのかな……？」

　ようやくどうにか俺がしゃべった。

「でも棄竜って、人間を喰くらうんだろ？　ならお互いを食い合うってことはしそうにないし……そもそも、数体で一緒にいることもあったよな？」

「吐液イエロ級や、いつぞやの巨重ニーズホツグ級のことですか？」

　紅那が双子の棄竜と、四体がまとまって行動していた、赤輝士中隊に倒された建機型棄竜のことを思い出す。

「でも、あれは同種の棄竜ですし……。もともと棄竜は縄張り意識が強いんです。例外は、すべての母体である女王ウロボロス級くらいで……それ以外の種は、牽けん制せいし合うことも確認されています。それに今の学園では、そもそも既存の生態が通用しなくなっていますから」

「あ。そうだよな、暴走状態にあるから、こんな状況になってるわけで」

　参ったな。俺はテーブルに肘ひじをつく。

「……。俺たちが降りて行くには、やっかいな相手だよな」

「炎を使う強力な棄竜で考えられるのは、溶岩ゴルイニシチエ級や炎口ラドン級などが考えられますが。どれと遭遇しても、一個中隊規模でないと対処は難しいでしょうね」

　紅那が深刻に分析した。一個中隊？　それって、五人単位の小隊が、五つくらいだよな？

　でも今の俺たちって――。俺はつい、青ざめたまま突っ立っている静九へと視線を向けた。

　その意味は、ここに残ると決意したお下げ髪の少女には、よくわかったのだろう。無理です、とばかりに彼女は首を左右に振った。

「あ、あたしは……行けませんっ、その！　し、死んじゃいますようぅ！」

「それは……」

　そのとおりだ。俺はまったく否定できない。

　ただ、俺の正面に座る、赤輝士の少女だけは違った。

「私は、行きますよ。クロガ」

「えっ。紅那？」

「だって相手が火属性なら、同属性の私ならば、近づいてくれば察知しやすいと思いますし。戦う必要はありません。私たちはうまく回避して、あのヨルダに迫ればいいのですから」

　言って、彼女は水の入ったコップを一気に飲み干した。

「行きましょう、クロガ。幸い降りるための道は、あの騒角バロロコン級が開けてくれました！　今なら第五階層へ降りられます！」

　金属製のコップをテーブルに、音を立てて紅那は置いた。それは決意の表れだろう。静九がびくっと押し黙る。

　けれども。

「アタシはさー、行ってもいいけど。ここでくすぶってるなんて、性に合わないからね。でも……なんでアンタが決めるかなあ？　紅那」

　棄竜のスープをかき混ぜながら、颯綺がそっぽを向いて言った。

　あれ？　もしかして、まだ続いてたのか？　あのケンカって!?

「お、おい？　颯綺？」

「クロガは黙ってて！　とゆーかさー、アンタがしっかりしてないのが悪いんじゃん！　……つーか今のままのアンタで、ヨルダに勝てるとマジ思ってんの？」

「え？　あ、いや……」

「でしょ！　だったらまず、そこをどーにかしないと意味ないってば！　いくら超天才美少女輝士のアタシがついていったって、サポートしきれないんだから！」

　それは、事実だ。俺はもちろん紅那だって反論できない。

　でも、うん？　颯綺の言いように、俺はあることに気が付いた。

「あ、あれ？　それって……俺のことを思って、反対してるの？　颯綺」

「はあ？　そんなの、最初からなんだけど!?」

　今更なにを、といった様子で颯綺は目くじらを立てた。

　最初から？　その言葉に俺ははっとさせられる。それって、修行のときからってことか？

「えっ。じゃあずっと、俺のために!?」

「……あ、アタシがそれ以外で、なんの得があって口挟むのよ？」

「いや、だって」

「うるさいなあー。そりゃ、勢いでちょっと嚙かみつきすぎることはあるけどさあ。そーゆーのは単なる性分よ、性分！」

　無駄に紅那と口論したことを思い出してか、颯綺はばつが悪そうに赤くなる。

「昔からそーなの！　アタシってば、面倒見がいいんだって！　ちょっと、ウチがそんな感じで……」

「ウチ？」

　実家のことか？　それって――俺はあの、『姫』のことが頭をよぎった。

　面倒見をよくしなければならないのは、まさか王族の一人で、その責務を負っていたから？

　――などと思ったのだが。

「勘違いしないでよね！　ウチは、ちょっと……なんてゆーのかな。貧民街の顔役みたいなことを昔からやってて、そのせいでアタシもいろいろ手伝いやらされてただけだから。そーゆーのが染みついちゃってんのよ」

「貧民街？　顔役？」

「言うほど貧乏じゃないけどね。聖国の恩おん恵けいをほとんど受けてないかわりに、独自のルールがはびこってるってだけで」

「！　も、もしかしてその、『六ろつ華か街がい』ですか？」

　ふいに静九が、聞き慣れない街の名前を口にした。『六華街』？

「あ――、有名だもんね。そーよ」

　颯綺があっさり肯定する。息を呑むのは紅那だった。

「『六華街』？　科学時代の戦せん禍かの跡が残ったまま発展した、花びらのような渓けい谷こくの中にできた、暗黒街のこと？　そこの顔役って、颯綺は……」

「暗黒街って、それは言い過ぎ。犯罪は多いけど、悪人ばっかじゃないよ。アタシみたく口はちょっと悪いけどさ」

　にへへ、と颯綺は苦笑した。

「ただ、まーそう思ってる連中が多いのは知ってるし、しょうがないとこはあるよ。実際、アタシ自身もパパの跡あと目めを継つぐのが嫌で、独り立ちしたくてここに来たんだし」

「えっ？　家を、出たのですか？」

「だって輝士になれば一人でも食べていけるじゃん。幸いアタシってば、輝力に関しては天才だし？　にはは」

　なるほど、そういうわけだったのか。俺は彼女の言う「性分」を理解する。

　確かに育った環境は、人格形成にすごく影響するだろう。じゃあ颯綺は『姫』じゃないってことかな？　口が悪いこと以外は、人を率いる素質は十分持っていると思うけれど。

　一方、颯綺とは違い、『姫』のようにいつも礼儀正しいのは紅那だ。

「私には……考えられないことです。その、家を飛び出してくる、なんて」

　わずかに顔を伏せ、赤輝士の少女はぽつりと漏もらした。

　はあ？　と颯綺が顔をしかめる。「いえ」と紅那がはにかんだ。

「……。私は、この学園では落第生ですが。クルクス家は先祖代々、輝士を輩出してきた家柄なんです」

「アンタが？　へー、そりゃ納得だわ」

　頷くのは颯綺だけじゃない。横で聞いていた静九も俺も、特別驚きはしなかった。

　なるほど。堅かた物ぶつで融通が利かない性格は、そういうところからきてるのかな？

　でもそれは、もしかしたら『姫』であることのフェイクかもしれないが。

　ただ、紅那は俺たちの前で――傍らに置いていた刀型武輝を手に取り、かざしてみせた。

「この武輝、『草クサ薙ナギ丸マル三サン式シキ』も、我が家に伝わるものです。普通は学園であてがわれたものを使うところを、入学祝いとして譲ゆずり受け、持ち込んだのです。……それに恥じない働きをできているかどうかは、わかりませんが」

「そういえばその武輝って、旧式だっけ？　確か」

「はい。でも三度の改修を経ていますから、性能的には今の武輝と変わらないですよ。使いこなせなかったのは、単に私が未熟だったせいですけれど」

　やがて紅那は刀を降ろした。その重みに、腕が疲れたかのように――。

　いいや、彼女はそんなことでは揺るがない。たとえ自分が未熟でも、前へ進み続ける人なんだ。

「ふーん。だから紅那ってばどこかお上品で、アタシとはあんまり合わないってわけかー」

　颯綺が感心したように言った。うん、まるで真逆の二人なんだ。

　けれども、「はい？」と首を傾かしげたのは紅那だった。

「なぜですか？　私と、颯綺が？」

「へ？　だってそーじゃん」

「言ってる意味がわかりません」

「はああ？　あれだけケンカしたってのにぃ？」

　ねえ！　と颯綺は俺や静九に同意を求める。

　ところがきょとんとするのは紅那の方だ。

「ケンカ、ですか？　私と颯綺が？　……あ、もしかして意見の相そう違いの件ですか？」

　次の瞬間には、彼女はくすりと微笑ほほえんでいた。本気の、毒気のない表情だ。

「あれは、お互いにクロガのことを考えてのことだったわけで……。あ、そうですよね、颯綺？」

「へっ？　ええと、うん、そりゃ……そ、そーだけどさっ」

「だったらなにも問題ないです。私も同じ気持ちでしたから」

「……マジ？」

「？　ええ」

　紅那は平然としていた。むしろそれ以外になにかあるのか、と不思議そうに周りを見やる。

　ふらり、と目眩を覚えたように、頭を抱え込んだのは颯綺だった。

「ばっ、バカバカしいー！　なにそれ？　あーもうっ、やってらんないってのー!!」

「颯綺？　いったいどうしたのですか？」

「もういいってば紅那……アタシの負け！　はいはい、アタシが全部悪かったですよーだ」

「はい？　私は、颯綺はなにも悪いことはしてないと思いますよ？」

「それ。そーゆーとこ！　はー、まあいいや。でもとりあえず、これで決定じゃない？」

　すると急に颯綺が真顔で、俺の方へと向き直った。

「いろいろ懸け念ねんはあるけどさ。ま、なんとかなるんじゃない？　クロガ」

「えっ？」

「だから、下へ降りること。ヨルダのことなんか、今から心配してたって始まらないしね」

「……ええと。さっきと言ってたこと違わないか？」

　俺のこと止めたじゃないか、颯綺？　さすがに俺は唖あ然ぜんとする。

　けれども「それはそれ！」と、このリボン頭の少女ときたらあっさりとしたものだ。

「だから、紅那とアタシが、それぞれ違う方向でアドバイスすればいーんでしょ！」

「え、えええええ？」

「なによー。別に、アンタ一人で行かせようってわけじゃないんだしさ」

「あ……」

　そういう意味？　俺はやっと合点がいく。

　確かにそうだ。俺は颯綺と紅那の二人を見る。忘れてた。俺はけっして一人じゃない。――仲間がいるんだ！

　それと、ここにはもう一人――。

「あの……そのう。ど、どうしても行かれるんですか？」

　おずおずと訊きいてきたのは静九だった。彼女は栗くり色のお下げ髪を、わからないとばかりに左右に振った。

「クロガさんは、なぜ、そんなに……。あのヨルダに立ち向かえるんですか？　あたしは、その、怖いばっかりで」

「静九？　いや、俺も、怖いよ」

　つい本音がこぼれ出た。そうだ、勝てないかもしれない。その可能性の方が高かった。

　だからこそ静九はここに残る、と言い出したのだ。

「降りずに『安全地帯』にいれば、もうあんな戦い、しなくても済むかもしれないんですよ」

「……それは、そうだろうけど。でも」

　ダメだ。俺は立ち止まれない。あんな、ヨルダの引き起こした「最悪」を、もう二度と見たくはないから。

　そんなヨルダと俺は同属性の黒輝士で――なにかしらの因いん縁ねんがあるのだから。

　記憶のない俺にとって、ヨルダから目と耳を背けることはできないのだ。

「静九と一緒、かもしれない」

「えっ？」

　唐突な俺の応えに、静九も他の二人の少女も目を丸くする。

「いや、ほら。静九は、自分にできることで今まで貢こう献けんしてきただろ？　たとえ、力が及ばなくたって」

　そうだ。この青輝士の少女は戦う力に乏しくても、精一杯やってきた。そして今もこうして『安全地帯』で誰かのためにスープをつくる。

　俺も、それだけのことなんだ。

「やれることをやる。それだけのことなんだよ、静九」

「！　あたしは、そんな……同じなんかじゃ」

　ないです、という最後の言葉は、小声で聞き取れなかった。

　だがそれ以上に、別の声が彼女の声を掻かき消したのだ。

「みんな！　ここにいたのか！」

　いきなりやってきたのは黄輝士の少年、礫土だ。え？　と俺たちの誰もが、その緊迫した様子を感じ取る。

　ただならぬ雰囲気だ。いや、そもそも彼はまだ、『安全地帯』の外にいたはずだ。一度は俺たちとともに帰還したが、あの倒れた騒角バロロコン級の他に棄竜がいないのか、周囲を警戒するために再び土壁から出て行ったのだ。

「みんな、来てくれ!!」

　そして礫土は息せき切って、俺たちを促した。

　なんだ？　俺も紅那も颯綺も、誰もが武輝を手にして腰を上げる。新たな棄竜が現れたのか？

　いいや。それはあまりに予想外なことで――。

「土が……下からじゃなかった！」

　礫土は唐突に、訳のわからない台詞せりふを吐いた。

「上から。この第四階層から、階段を埋めていた土砂はどけられてたのさ!!」

　――いや、その意味は。
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「……あれだけの土砂をどかすことができるのは、棄竜か、それとも……土属性の黄輝士くらいさ」

　続けて言った礫土レキトの言葉が、すべてを物語っていた。

　まさか！　俺たちは慌あわてて腰を上げると、武輝を装備し、礫土とともに『安全地帯』の外に出る。

　そこには紅那クレナや颯サツ綺キだけでなく、「あ、あたしも行きます！」と急いで支し度たくを調ととのえた、静シズ九クの姿も混ざっていた。

　そして俺たち一行が辿り着くのは、あの騒角バロロコン級の残骸が転がる、ぽっかり空いた四角い穴の前だった。

　ここから伸びるのはもちろん、下にある第五階層への階段である。

　その側には、すでに一人の少女が立っていた。

「あ、みんな～！」

　手を振って待っていたのは、騒角バロロコン級の遺い骸がいをあさるため、警戒チームに入っていた光璃ヒカリである。

　新たに『安全地帯』で入手したリュックには、また増えたパーツが詰め込まれているようだ。もっとも騒角バロロコン級棄竜は全身焦げた状態だから、まともに使えそうな代物はないんだろうけども。

　それでも――そんな彼女が今回の、「異変」に気が付いたらしい。

「光璃が見つけたんだ。土が、下の階段部分に押し込まれている形になってた、って！」

　礫土が穴を覗のぞき込みながら、ほらと示す。

　俺たちもその痕跡を確認する。ああ、言われてみれば確かにそうだ。この穴を塞いでいたはずの土砂は、穴の周辺に積もってはいない。

　むしろ穴の下にある階段の左右につけられた手すりを壊し、遙はるか二十メートル下の第五階層へと落ちてしまっていたようだ。

　つまり、下から上がってきた騒角バロロコン級棄竜がやったものじゃない。この第四階層にいた、土を操る力を持つ黄輝士の一人の仕業なのだ。

　そして今、ここで確認できていない黄輝士は――。

「愛ア理リ砂サのヤツ！　勝手に降りて行ったわけぇ？　んも―――!!」

　颯綺が穴を見下ろして、改めて憤ふん慨がいしていた。

　そう。『安全地帯』からいつの間に姿を消していたのは、なんとあの愛理砂だったのだ。

　彼女にとって、一人で勝手に行動するのはいつものことに過ぎないのだろう。けれどもこの下に強力な棄竜が潜んでいることを、俺たちは知っている。

　――一人で行かせられるものかよ！

「もうすぐ、夜になりそうです。降りるなら急がなければなりません！　躊ちゆう躇ちよは禁止です！」

　天てん井じようからの光を見ながら、紅那が言った。

　ああ、確かに届いてくる淡い輝きは、少し暗くなってきたようだ。このまま夜になってしまえば、さすがに一度『安全地帯』に引き返すしかなくなるだろう。となれば愛理砂に追いつくには、大きなロスとなってしまう。

　だから俺たちは急ぎ、装備を調えてここまできたのだ。

　ただ、怯おびえながらもとりあえずついてきた静九と、ここで落ち合ったばかりの光璃は違う。

「しゃーない！　どうせ降りる予定だったんだし、アタシらも行っちゃうかー」

　さっそくそう決めた颯綺が、ちらりと静九と光璃を見た。そっちはどうすんの？　という意味だろう。

　静九はびくん、と身を震わせただけだが――なんと、光璃ときたら。

「うん～！　降りるなら、ワタシも行くよ～」

　リュックをよいしょ、と担ぎ直して、壊れている杖つえ型武輝を取り出した。えっ？

「！　いいのかよ、光璃っ？」

「なにが～？　クロガくん？」

「いや……だって、こんないきなりなのに」

「大丈夫だよ～、ワタシだって輝士だから～」

　ほら、と彼女は自分の武輝を指し示した。

「ちゃ～んと武輝も、一応だけど修復しておいたんだ～！　ほら、吐液イエロ級のあの溶液がね、棄き塊かい部品からうまくとれたから！」

　さらにリュックのサイドポケットから一緒に取り出したのは、二つのボトルのようなもの。

「あ。吐液イエロ級の溶液？　ってことは、接せつ着ちやく剤ざい？」

「そ～！　粉末状に濃縮されてるからね、水に溶かしてうまく使って、二つを混ぜ合わせるんだよ～」

　ボトルのサイズはそれぞれ、手のひらに収まるくらいの大きさだ。棄塊の中に残っていたぶんを、どうにか掻き集めて採取した、といったところか。そして光璃の杖型武輝の封殻は、一部が欠損していたはずなのに、きちんと杖の姿を保っていた。

　いいや、ちょっと形が歪いびつになっただろうか？　その理由は――。

「？　これ、封殻を組み直したのか？　接着剤で無理矢理繋つなげて!?」

「さすがクロガくん～、わかっちゃう？　そ～だよ、あくまで一時しのぎだけれど……たぶん一回くらいは使えると思うよ～！　試してないけどね？」

「ほ、本気かよ……!?」

　それで大丈夫なの？　降りるのを決めても？　――などと俺は思ったのだが。

「だって、どうせワタシが『安全地帯』に残っても、な～んにもできないもん～」

　あっけらかんとした様子で光璃が笑った。

「せめて医療系の才能があれば、雨李亜アメリアさんみたいに活躍できたんだけどね～」

「えっ？」

「……あ～、言ってなかったっけ？　ワタシね、親が医者なんだ～。でも、ワタシは医療向きじゃなかったから～」

　唐突に光璃がカミングアウトする。

　は？　とびっくりしたのは、颯綺や紅那、静九もだった。

「医者？　マジ？　そーだったの？」

　特に颯綺が感嘆する。

「はー、なるほどねぇ。棄塊に詳しいのは、そーゆーわけ？　お金持ちな家庭でないと、古い資料とか手に入らなそうだもんねー」

「うん～、恵まれてたとは思うよ～。うふふ」

「そんな事情があったのですか……」

　すると紅那が、なぜかちらりと俺を見た。

　う。なんとなく、彼女の考えが読める。棄塊に詳しいってことは、かなり珍しい存在で――かつそれなりに裕福でなければ無理なようだ。今までそんなこと、考えたこともなかったけど。

　じゃあ俺は？　そういった家の生まれなのか？

　なぜか頭をよぎったのは『姫』のことだ。そして、黒輝士という「特別」な存在――。

　もしかしたらそこに王族が関かかわっている、とか？　いいや、そんな確証なんてまるでないが。

　むしろ俺が『姫』の関係者だなんて、そんなことあるだろうか？　あり得ない。

　それならきっとこの中に紛れた『姫』が、俺にすべてを明かすはずだからだ。

　それよりはよほど光璃が『姫』と考える方が、まだマシってものだぞ？

「だからワタシ、降りるんだ～。……今は輝法による医療が主流なんだけど、かつては棄塊で治療したこともあったみたいだし～。ならそういうの見つけたら、ワタシでも医者になれるかも、って～」

　余計な思考に苛さいなまれる俺とは違い、光璃はにこやかに締しめ括くくった。

　そして彼女はふいに、静九に近づく。はい、と腕を差し出した。

「じゃあ静九～、そっちのリュック貸して？　ワタシが持ってくよ～」

「えっ？　あ、あたしの、ですか？　ど、どうして……！」

「ん～？　だって静九はついてこないんでしょ～。じゃあ食料はこっちで持っていかないとね？」

　突然の提案だったが、光璃の言うことはもっともだった。

　大きく息を呑むのは静九だ。背負う棄竜の肉の入ったリュックに手をかける。一応、常に携帯していたのは、戦う力がなくとも彼女も輝士だからか。

　そう。静九も――輝士の一人なんだ。

「あの、その……あ、あたしも、いいですか？　ついていって」

　ぎゅっとリュックの肩かた紐ひもを握りしめ、絞り出すように静九が言った。

　えっ？　俺たちは全員、突然のことに驚かされる。

「静九？　アナタ、残るはずでは？」

　さすがに紅那が聞き返した。けれどもお下げ髪の少女は、泣きそうになりながらも、しっかりと俺たちに向き直った。

「だって、だって！　……あたしにもよくわかんないですようぅ！　でも、あれからいろいろ考えて、あたし……！」

　静九の体が震えていた。

　怖いんだ。ああ、彼女はこの中では、一番戦う力に劣っている。それで果たして生き残ることができるだろうか？

「あの、あのあの！　あたし、自分にできることをちゃんとやろうって。そ、そう思ったんですっ」

　それでも静九は引き下がらない。

「クロガさんが……そう教えてくれた、から」

「え。お、俺？　……あ」

　やれることをやるだけだ。確かにそんなことを俺は言った。

　それが彼女の背中を押したのだろうか？

「ほ、ほんとにいのか？　静九」

「あの。か、確認しないでくださいよぅ！　またやめたくなってきちゃいますからあ！」

　やっぱり俺だけには目を合わせずに、静九は少し弱音を吐いた。

「ま、いーんじゃない？　にははっ」

　気楽に笑ったのは颯綺だ。

「じゃあ静九の気が変わらないうちに、さっそく愛理砂を追いかけるよ！」

　いや、それは彼女なりの気遣いでもあったのか。ぽんと静九の肩を叩たたいてねぎらうと、真っ先に颯綺は階段の穴に降りて行く。

　ああ！　そうだ、いつまでもぐずぐずしてはいられなかった。

　はたして俺たちは、一人で降りた愛理砂に追いつけるのか――？
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「わかった。雨李亜アメリアさんにはボクから伝えておくよ」

　颯サツ綺キの後を追う形で、まずは光璃ヒカリと静シズ九クが続いた。そして紅那クレナ、俺の順番となる。

　そんな俺たちを、ここに残る礫土レキトが見送ってくれた。

「……ボクとしては、せめて一人くらいは防衛力強化のために、『安全地帯』に残って欲しかったけどね」

「ごめん」

　俺は去り際に、一言謝っておいた。

「結局、俺は雨李亜さんについて、全員のチェックだって終わらせてなかったのに」

　そうだ。ヨルダであるかどうかの確認は、まだ半分を終えたところだ。

　ただ、あの中にはたぶん、ヨルダはいそうにないのだけが救いだろうか？

　それはなんとなく礫土もわかっているのだろう。「いいさ」と第四階層から、俺たちを追い払うように手を振った。

「ボクたちの方が、たぶん輝き士しとしては間違ってる。『安全地帯』なんてしょせん、一時しのぎさ。降りて行く君たちの方が正しいよ」

「礫土……」

「いえ。輝士とは、自分の信じた道を進む者、です」

　第五階層への階段を踏みしめて、そう返したのは紅那だった。

　意外な返答に、礫土の方が面食らう。けれども金きん髪ぱつの少女は、けっして戯ざれ言ごとは口にしない。

「あえて残ることを決めたアナタも、それは変わらないはずでしょう？　同じですよ、私たちと」

　紅那は本気で言っているのだ。

「任せて。『安全地帯』はなにがあっても、ボクが守ってみせるから！」

　――やがて、礫土はバンダナ頭を撫なでて笑った。

「だからもし、傷ついて動けなくなったら……戻ってきなよ。そのための場所として、雨李亜さんはきっと『安全地帯』をつくったのさ」

「そうですね。私たちだけじゃなく、他にも必要としている輝士はいるでしょう。こちらも降りて誰かと会ったら、『安全地帯』の話をしておきます」

　紅那が最後に約束を交わした。

　そのとき、階段の下から颯綺が「近くに棄き竜りゆうはいないみたいー！」との報告を届けてくる。

　さあ、行こう！　足を止めていた俺と紅那は、階段を降り始めた。

「ありがとう」

　今度は感謝を、見下ろす礫土に一言告げて。




　かくして俺と四人の少女たちは、第五階層の床を踏みしめた。

　ここは、第四階層から落ちてきた土砂が、わずかに階段近くに落ちていたけれど――床はあの、ゴムの塗と装そうがされたものだ。

　ただしそびえる壁の印象が、どこか他の階層とは違った。

「？　これは……う、薄い？」

　手近な壁に触れてみれば、なんとぐらり、と壁がわずかに揺ゆれた。え、えええ？

「あ！　クロガ、動かすの禁止です！　今、現在地を確認してるところですからっ」

　すると地図を取り出した紅那に注意される。動かす――？

　そうか。言われて初めて俺は気付いた。

「この壁って、揺れたんじゃなくて、左右にスライドできるのか!?」

　どうやらそういうことらしい。改めて触れてみれば、それが壁の面方向に対してしか動かないことがわかった。

　でも見上げれば、高さ二十メートルもある大空間の、天てん井じようまで届く代物だぞ？　それが軽々と、押しただけで横側に移動するのだ。幅だって一枚が数メートルはあるというのに！

「そっか～。クロガくんは、『大食堂』のこと憶おぼえてないから～」

　これね、と光璃が別の壁に取り付いて、それも動かせることを示した。

『大食堂』だって？

「ここの壁って、ぜ～んぶ吊つり下さげ式になっているんだよ～」

「え、え？　なんで？」

「だって～、でないと自由に仕切れないでしょ～？　こう、何枚か動かして、ロックすれば……棄竜が入って来れない、一時的な根拠地になるんだよ～。そしたらゆっくり食事くらいはできるから～」

「あ……。もしかしてそれで、『大食堂』？」

「そ～。第五階層全部が、そうなってるの～」

「!?　全部っ？」

　言われてみれば――俺たちの周囲は、同じ横幅を持つ「可か動どう壁へき」ばかりが取り巻いていた。そしてそれらの隙すき間まから伸びる通路の幅も、まったく同じだ。どこまでもそっくりな構造が、ここでは果てしなく続いていた。

「そうか。『大食堂』って、どこででも食べて、休める場所になるってことか！」

「あと、厨ちゆう房ぼうもあちこちに用意されてるんだよ～。ね、静九～？」

「えっ。あ、は、はいっ……！　そのう、小隊ごとで普通は行動しますから、あたしみたいに料理担当の青輝士がいない場合でも……お料理できるように、道具がそろえられている場所があるんです」

　急に話を振られてわたわたしつつも、静九が厨房とやらの説明をした。へえ、そんな設備まであるのか。

　ただしどうやらこの階層は、その厨房以外はすべて可動壁の規格で統一された、「形を変える迷宮」になっているらしい。

「こちらの壁の番号が『７１０３』で、あっちが『７０９９』ですか。……なるほど」

　紅那が読み取るのは、壁に刻まれたいつものナンバーだ。

　だが位置情報を示すそれは、今までのものとは少し異なっていた。なにしろ可動壁ごとに記されていて、さらに方角を示す記号がない。

　当然だ。壁が動いてしまうのなら、北にあるのか東にあるのか、そんなものはまったく関係なくなるからだろう。

　だから四方の壁の数字だけを読み取って、紅那がどうにかおおよその現在位置を把は握あくした。

　でも、ここで一番大事なのは――。

「近くに、愛ア理リ砂サの気配はないよ。むー」

　空気の流れから周辺を知覚して、風属性の颯綺が難しい顔をした。

　そうだ。俺たちは、たった一人で降りて行った黄輝士の少女に追いつくんだ！

　だけど、どうすればいい？　颯綺が感じ取れないなんて、どれだけ距離を離されたのやら。

「愛理砂……。せめて、なにかの痕こん跡せきさえあればいいんだけれど」

　俺はぽつりと呟つぶやいた。――そのとき。

「？　あ、あれ？　これって！」

　ふと視線を下げた、床の上。そこにわずかに残るものを、俺の目が捉とらえていた。

　汚れ？　いや、これは、土？

　そう。なんの変哲もない土の跡だ。だけど――「ああー！」と颯綺が声を上げた。

「そーだ！　これ、愛理砂の足跡じゃない？」

「へ？　そう、なのかなあ？」

「……少なくとも、土の臭においがずっとあっちに続いてる！　わずかだけど！」

　俺にはわからなかったけれど、颯綺がリボンを振り乱しながら、自分の鼻を指し示した。

　それはきっと、緑輝士だからこそ感じ取れるものだろう。

　そして、はっと息を呑のんだのは紅那だった。

「そうです！　土を踏んでいたのなんて……つまり、第四階層から降りてきた者だけ！　そんなの、つい今日まで塞ふさがっていたこの階段を通ってきた、愛理砂しかいないはずです！」

「あ～、確かにそうかも！」

　光璃もふむふむと納得した。

　確かに、理屈は合ってるのかも。ただそれ以上に、俺たちにとって手がかりはそれくらいしかなくて。

「行くよ！　こっち!!」

　さっそく颯綺が歩き出した。背中に折りたたんでいた槍やり型武ぶ輝きを手に持つと、杖つえのようにつきながら、床の表面を確認しつつ進んで行く。

　もちろん俺たちも続くしかない。頼りになるのは颯綺だけなんだ。

　けれども、地図を持つ紅那は常に周囲を警戒する。おどおどとついていくのは静九だった。

　そうだ、忘れてはいけない。俺も気を引き締める。

　この第五階層には、強力な火属性の棄竜が潜ひそんでいるのだから――。
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　それでも俺たち一行は、第五階層の中を急ぐ。

　というのも、天井の輝きがついに、はっきりとわかるくらいに薄暗くなってきたせいだ。

「もうすぐ夜になりますね……」

　紅那クレナが読みにくくなった地図から顔を上げ、さすがにぼやいた。

「ここでは根拠地がすぐに形成できるので、ぎりぎりまで粘ねばれそうなのは幸いですけれど」

「そ、そうですね。どこでも、壁を閉じればいいですもんね」

　そう応こたえながらも静シズ九クは、もう今にでも近くの可動壁を動かして、休息に入りたい様子だった。

　ただ、それもそう遠くはないだろう。天井からの明かりはおそらく、あと三十分保もつかどうかか。

　残念ながら、未いまだに愛ア理リ砂サの姿は見つからない。いや、颯サツ綺キの感知範囲にすら捕まえられていなかった。

　う――、と不ふ機き嫌げんそうなのは、その颯綺である。

「なんなの？　愛理砂ー！　ほんっと、どこまで行っちゃってんのよー！」

「うわあっ、颯綺!?」

　ついに苛いら立だちが頂点に達したらしい。ぎろりとなぜか俺が睨にらまれ、あたふたする。

「だいたいねー、こんなかすかな臭いに集中し続けるとか……アタシ向きじゃないってのー!!」

「いや、俺に言われても……！」

「ん～、確かに、あっちこっちふらふらしてるみたいだしね～？」

　すると、ふいにあることに気付いたのは光璃ヒカリだった。

「あ。……それは」

　確かに、言われてみれば。もともとたくさんの可動壁で、複雑に区切られている空間のせいか、かなりさまよった印象はあったけど――それにしては右に行ったかと思えば左に行き、やがて一度通ってきた場所の近くまで、戻ってきたこともあった。

　それを一番よく知るのは、これまで地図とにらめっこしてきた紅那だ。

「確かに、愛理砂は一人で先んじた割には、足取りが不鮮明ですね。降りていくだけなら、さらに第六階層への階段を目指せばいいのに」

　どうしてかしら？　と不思議そうに金髪の少女は首を捻ひねった。

「ほ、ほんと、見事に階段を外して動いてますよねぇ」

　あは、は。と苦笑したのは、紅那の地図を覗のぞき込んでいた静九だった。

　いや、そんなの、きっと――。

「それって、やっぱり方ほう向こう音おん痴ちだからじゃあ」

　俺はわかりきった答えを口にした。

　しかし、そのとき。

「！　別の、鉄の臭いがする！」

　突然、颯綺が声を上げた。なに？　俺たちは機き敏びんに反応する。紅那が刀を腰から外し、俺も背中の大たい剣けんを手にした。光璃もブーツから杖型武輝を抜き放ち、大きな胸をついでに揺らす。その後ろに、「ひっ！」と縮み上がった静九が素早く隠れた。

　が、颯綺は持っていた槍を構えない。

「あっち、だけど……動いてない？」

　え？　俺たちは意味がわからず、それぞれ顔を見合わせた。




　――鉄の臭い。そんなもの、この十三階層学園の中では、棄竜しかいないだろう。

　けれども「動いてない」というのなら、その回答は一つだけだ。

「！　死んだ、棄竜……？」

　俺と四人の少女たちは、颯綺が感じ取った臭いのもとへとやってきていた。

　恐る恐る武輝を構えながら進んだものの、見えたのは床の上に崩れ落ちた、金属片の塊かたまりのみ。一目で遺い骸がいとわかる代物だった。

「……まさか、愛理砂がやったの？」

　紅那がその遺骸の様子に舌を巻く。

　一撃、なのだろうか？　たぶん。

「これ、崩くずれてるからよくわからないけど……体が真っ二つにされてないか？」

　俺もまじまじと観察して、そのことに気が付いた。ああ、きっと間違いない。遺骸は二つの塊となり、この場で朽くち果はてていた。たぶん二体の棄竜の残骸じゃなくて、もとは一つだったはずだ。その二つの鉄塊は、まるで線を引いたように真まっ直すぐ分断されていたんだ。

　試しに俺の大剣をかざせば、よくわかる。うん、きれいなほど一直線に棄竜は断ち切られていた。

「ん～、愛理砂じゃあ、もっと潰つぶした感じになるんじゃないかなあ？」

　光璃がもっともな分析をした。うん、と頷うなずくのは颯綺の方だ。

「愛理砂の土の臭いは、こいつとは接触してないよ。すぐ手前を素通りしてる」

「つまり、棄竜の死体に気付かなかった、ってことか？」

「……けど、これ」

　聞き返した俺に、しかし颯綺は応えなかった。彼女が屈かがみ込んで確認するのは、床に刻まれたなにかの染みか？

「！　マジ？　棄竜の鉄臭さでわかんなかったけど、これって、血じゃない!?」

「えっ？」

　なんだって！　颯綺の言葉に俺たちも、その痕跡を確認した。

　血の跡――なのだろうか。確かに棄竜の骸むくろの近くに、こすれたような赤黒い跡が残っている。

　けれどもすっかり乾いてしまって、うっかり端を踏みつけたものの、ブーツの底が汚れるということはなかった。

　でも、これが本当に血だとすると！

「ここでやられた、輝士がいる、ということですか？」

　紅那が苦しげに、結論を口にした。ああ、きっと間違いない！

「それって。こ、この棄竜に？　ううぅ」

　いっそう怯おびえるのは静九だ。暗くなってきた周囲を、びくびくしながら改めて見回す。

「それは、あるかも～。で、相打ちになっちゃったのかなあ～？」

　光璃が杖型武輝の先端で、動かない棄竜の骸を突っついた。

「うん～。第四階層の騒角バロロコン級と違って、焼けたような跡もないし～？　少なくとも、ここにいるっていう、火属性の棄竜にやられたわけじゃあないみたい～」

「でも……これだけの出血となれば、犠牲者は出たはずです」

　溜ため息いき交じりに紅那が言った。

　確かに、俺もどきりとさせられる。薄く、なぜか掠かすれたように広がっている血の跡だが、その量は一人ぶんだと少なすぎた。なら二人、三人？　いいや、もっとかもしれない。

　だけど、この近くに輝士の死体らしきものは転がっていなかった。仲間がどこかに引きずっていったのだろうか？　そう考えれば、血の跡の掠れもそう見えてくるが――。

　そんなことを俺が考えていた、そのとき。

「!?　なっ？」

　重い音が、あたりに響いた。なんだ？　全員ではっと耳を澄すます。

　もちろん一番敏びん感かんに反応したのは、風属性の颯綺だった。

「なに？　この音？　なんか動いて……！」

　それは颯綺が言うまでもない。どんどんと音は連なり、こちらに向かって近づいてきた。

　棄竜の迫る足音だろうか？　いいや、そんな感じじゃない。それなら颯綺が、計りかねるような顔をしないだろう。

　その正体は、やがて嫌でも俺たちのもとへとやってきた。

　ふいに覆おおう「影」という形で。

　ついに天井の輝きが尽きて、学園の夜が訪れたのか。一瞬そう思ったほどだ。

　いいや、闇やみ属性の俺の目は、はっきり「違う」と感じ取る。

「うわ！　避よけろ、みんな――――っ!!」

　俺は咄とつ嗟さに叫んでいた。いや、そのときにはさっきから音に気付いていた全員が、弾はじけるように回避する。

　いきなり俺たちに突っ込んできたのは、あの可動壁の一つだった。実に滑なめらかに壁は、棄竜の骸を取り巻いていた俺たちの方へと、空気を切って押し迫る！

　それはなんと、あの棄竜の骸の間を駆け抜け、別の壁にぶつかって止まった。

　重い衝突音だけが、大慌てで飛とび退のいた俺たちを掠めて反響した。

「なっ、なぜ壁が!?」

　転がった紅那がすぐに起き上がり、当然の疑問を口にした。

　その答えは、すぐにわかる。今避けた壁は、別の可動壁に衝突し――さらにたくさんの音を響かせ、遠ざかっていく。

　同じだ。さっきと。つまり他の壁に押し込まれる形で、一枚の壁が俺たちに迫ったんだ。

　じゃあ誰が？　俺たちの誰もが、壁どうしがぶつかって、近づいてきた音のした方向を見る。

　ところが他の壁に阻はばまれ、見通せない。いや、何者かが壁を押したにしても、妙だった。いくら吊り下げ式で、人の手で動かせるようになっている代物とはいえ、無数の壁をぶつけ合うことなど不可能だぞ？

「ま、まさか……！」

　俺は必然的な答えに辿たどり着く。人でないなら、相手はもう一つしかない。

　ただその前に、ぞっとさせられたことがあった。

　先ほどの壁が通過した場所は、なんとあの倒れて二つに割れた棄竜の、ちょうど中央を走っていたのだ。

　もしかして、これが？

「壁が……棄竜を挟んで潰した正体なの!?」

　紅那が状況を理解した。ああ、間違いない！　俺たちは全員、思わず取り巻く可動壁を見回した。

　そして、あの衝突音が再びこちらに近づいてくる――！

「噓うそでしょ!?　ま、またくるよー！」

　颯綺が当然警告した。が、そのときには近づく衝突音の数が増える。

　それも一方向からだけじゃない。前後左右、あちこちからだ！　さすがに俺たちは騒そう然ぜんとなる。

　まずい！　突っ込んできた二枚目の壁を、どうにかみんな回避した。けれどもその速度はかなりのもので、避けるだけで精一杯だ！

　人の力でも動かせる可動壁だが、それ自体の重量は、軽くできているわけではないらしい。当たればひとたまりもないのだ。あの、ここでやられた棄竜のように！

「《結晶マテリア》ッ!!」

　紅那が封ふう殻かくを弾けさせ、武輝と鎧よろいを赤く染めた。身体能力を上昇させ、あわや三枚目の壁に轢ひかれかけた、静九の背中を突き飛ばす。

「きゃ――――!?」

　悲鳴を上げたお下げ髪の少女の体は、見事に吹っ飛んだものの、正面にいた光璃にうまくキャッチされた。その大きな胸に抱き留められて、二人して尻しり餅もちをつく。

「って、なにやってんのよ！　……《結晶マテリア》！」

　さらに颯綺が槍型武輝を煌きらめかせ、緑の輝きに身を包んだ。座り込んだ静九と光璃の首根っこを捕まえて、風を纏まとって横に飛ぶ。

　だが、その様子は最後まで、俺は見ていることができなかった。

　疾しつ駆くする無数の壁が次々と、目の前に飛び込んできたからだ！

「くっ……ま、《結晶マテリア》――っ！」

　飛び退きながら俺は大剣を弾けさせた。漆黒が、俺の視界を染め上げる――。鎧が黒く輝いて、体が一気に軽くなった。

　逆に重量感を増したのは、闇色の輝キ刃バを形成した、巨きよ剣けんに変わった武輝である。

【くおおおおおおおおおおおおん!!】

　十メートルもの巨大な剣は、その先端を顎あごのように裂きながら、咆ほう哮こうを上げた。押し迫る壁たちすら、一瞬震わせ動きを止める。

「どっけえええええええ―――――――ッ!!」

　漆黒の巨剣を俺は全力で振るった。

　その一撃は滑らかに、邪魔な壁を寸断する。――かに見えた。

　いや、確かに漆黒の刃はたやすく壁を貫つらぬいたんだ！　けれどもその切断面から噴き出したのは、どろりとした透明な液体だった。切れたはずの壁自体、そのまま崩ほう落らくすることもなく、液体にくっつく形でぶら下がる。

「!?　なっ……！」

「ダメです、クロガ！　『大食堂』の壁は、強度を保つために、特殊な構造をしているのです！」

　紅那が叫ぶ。ああ、そういうことなのか！

「や、やっぱり棄竜対策で!?　くそ！」

　しまった。二度三度と慌てて巨剣を振るい、ようやく目の前の壁を一枚切り落とした。

　けれどもその頃には、さらに別の壁が走り、その向こうにいたはずの颯綺たちを隠してしまう。

「なっ、なんなのよこれ―――！」

　緑輝士の少女の声が届いてきたから、どうやら無事ではあるようだけど。ダメだ、切り飛ばして一直線には進めない？

　なら、壁を回り込むしかないのだが――それもどうやら無理そうだった。十と重え二は十た重えに、動く無数の壁たちが俺の行く手をすぐに阻んだ。

「クロガっ！」

　どうにか紅那が、俺の側そばに駆け寄ってくるのが精一杯だ。

　その表情は蒼そう白はくだ。わかってる。きっと俺も同じ顔色をしていただろう。

　だって、俺たちは分断されたんだ！

　そして襲い来る壁の正体は、もうわかる。

「壁の、棄竜!?」

　俺は巨剣を構え、紅那と背中を合わせながら吐き捨てた。ああ、間違いない！

　だけど、いったいなにがモチーフになっているタイプなんだ!?

「火属性ではないようですが……先ほどの棄竜を倒したのは、この個体ですか！」

　紅那が吐き捨てた。ああ、それは間違いない。

　しかし彼女にも、相手の種別がわからないようだ。困惑した気配が背中越しに伝わってくる。

　だけど、あれ？　俺たちに、取り巻く壁はこれ以上飛び込んでくることがなかった。ただひたすら互いに衝突を繰り返し、前後左右を走り抜ける。

　なぜ？　俺は巨剣を構えたまま、つぶさに壁を観察する。いいや、いつしか壁自体を吊り下げる、白く輝く天井へと目を向けていた。

　薄暗くなってきた明かりの中、俺はあるものをそこに見つける。

「……レール？　あっ、そ、そうか！」

「えっ。どうしたんですか、クロガ？」

「こいつは、壁そのものが棄竜ってわけじゃあないんだ！　第一こいつらに棄竜特有の、人を喰くらう口はないし！」

「！　あ……」

「本体じゃない！　たとえば、いつかのクレーン型棄竜が振り回してた、鉄球の方みたいな感じで！」

　そうだ。これらは棄竜の操る、一部分でしかないのだ。

　その大本は――頭上を走る、レールにある。

「レールが棄竜か！　いや、そっちにも口はついてないから、たぶん別だ。でも本体はきっと、レールと繋つながってるんだ！」

「れ、レールですか？　あれが、そう？」

　紅那も頭上を振り仰ぎ、確認する。

「あっ！　だからさっきから、あのレールの線に沿ってしか、壁が動いてないわけですね！」

「うん。もともと壁自体の動ける範囲は、レール上に限られてるんだ！」

　天井に埋め込まれた形のレールは、縦横の網目状になっている。おかげで網目の中心にこうして留まれば、巻き込まれないで済むというわけだ。

　だが、相変わらず可動壁は、互いに衝突しながら壁どうしを押し合う形でこちらを取り巻く。

　一枚や二枚切り刻んでもどうしようもない。ここには壁は無数にあり、次々にかわりが横から現れるのだ。

「……。まるで、『列車』だな」

　俺はつい、そんな感想を漏らした。そう、「列車」型の棄竜なのか？

　だとしたらこれらの壁を押し込む原因となる、「先頭車しや輌りよう」があるはずだった。本体はそっちなのか？

「クロガ？　他の三人が不安です！」

　一定の距離を空け、こちらには届かない壁だが、紅那は別れた颯綺たちを心配した。

「どうにか、合流しないとっ！」

「ああ。壁の動きを見切って、一枚ずつ通り抜けていくしかない！」

　動く壁を睨みながら、俺はそう判断する。たぶん、できる。《結晶マテリア》化で強化された肉体があれば、タイミングさえ外さなければ、壁と壁の一瞬の合あい間まを突破できるはずだ。

　なにより、やるしかない！　俺と紅那は頷き合い、颯綺たちの消えた方へと一気に駆け出す。

　壁と壁の隙間が迫った。いける！　俺たちはまったく同時に跳とんでいた。そしてうまく向こう側の空間へと着地を決める。やった！

　だが――。

【くおおおおおおん！】

「え？　う、わああっ！」

　がくん、と俺はいきなりバランスを崩した。激しい衝撃が、俺の腕に伝わっていた。

　呻うめいたのは、その手に握る黒い巨剣だ。しまった！　あまりに長すぎるその刀身が、うっかり壁に衝突したのだ。それだけで俺の体が、くるくると跳ね飛ばされる。

「く、クロガっ!!」

　ついでに巨剣の切っ先までもが振り回されて、あわや近くにいた紅那まで切り飛ばしてしまうところだった。が、その寸前に俺は巨剣の輝力を消失させる。

「ぶはあっ！」

　全身から黒い輝きも失わせ、俺は一気に疲労感に襲われながらも、どうにか床に這はいつくばった。慌あわてて紅那が駆け寄ってくる。

「大丈夫、クロガ！」

「あ、ああ。ごめん、武輝のサイズを計算に入れてなかったっ」

「無事ならそれでかまいません。次は注意してください。二度の過あやまちは禁止です！」

「わかってる。もうしないよ」

　俺は額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、紅那の手を借りて立ち上がった。

　だけど、あれ？　変わらず俺たちの四方を蠢うごめく壁を見て、ひやりとする。

「く、紅那？　颯綺たちって……あっちだっけ？」

「え？　あ、ああっ！」

　訊きかれた紅那も一瞬固まる。そうだ、俺がさっき回転したせいで――どっちを向いていたのか、わからなくなったんだ。

　そして、巨剣を転がるように回避して、駆けつけてきた赤輝士の彼女も！

　壁の隙間をすり抜けるのは、不可能ではないとわかった。けれども颯綺たち三人の位置がわからなければ、迂う闊かつには動けない。

　どうする？　俺も紅那も絶句して、立ち尽くす。

　動き回る壁たちは、そこに刻まれた位置情報を示す番号すら、もうアテにできない有様だった。




　　　　　　[image: ]




　だけど、そのとき。

「……なにかと思えば、あなたたちでしたか」

　ふいに聞き覚えのある声がした。

　え？　と振り返れば――動く壁の向こう側に、見知った赤毛の少女の姿があった。暗さを増したこの階層でも、手にした武輝と鎧とを、鮮やかな黄こ金がね色いろに染め上げる彼女は――。

「「愛ア理リ砂サ!?」」

　俺と紅那クレナは同時に彼女の名を呼んでいた。

　が、黄輝士の少女は面倒臭そうに、俺たちを見て嘆息する。

「なぜここにいるのですか？　それも、たった二人で」

「は？　な、なに言ってるんだよ。俺たちは、愛理砂を追ってきたんじゃないか」

「わたくし……？」

　応えた俺に、愛理砂はむしろ意外そうな顔をした。

　意味がわからない、といった様子か。

　逆にほっとしているのは、俺と一緒にいる紅那クレナだ。

「よかった。無事だったのですね！」

　こんなときでも彼女はかすかに笑みをつくった。そして、ぽんと俺の背中をはたく。

「行きますよ、クロガ。愛理砂のもとへ！」

「あ、ああ。……でも」

　もちろん俺たちは、動く壁の隙間を通り、向こう側へと再び抜けようと身構える。が、しまった。大剣を握る手に汗が滲にじむ。

　それは俺の体が、《結晶マテリア》化をやめたせいか。反動で訪れた疲労感が蝕むしばんで、俺の体を重くさせる。ダメだ、このままだと紅那と同じタイミングでは、可動壁の狭はざ間まを通り抜けられないぞ。

　それどころかきっと、跳躍力が足りなくて、あの棄竜のように真っ二つになるかもしれない。とにかくまずは、もう一度《結晶マテリア》化しなければ――。そう思い、集中しようと深呼吸したときだった。

「邪魔です。《玉ギヨク・石セキ・根コン・抗コウ》！」

　愛理砂が、金色の刃を振るった。その先端に形成されるのは、鎧から増殖された金きん属ぞく塊かいか。ちょっとした玉のようになったそれを、なんとおもむろに床へと転がす。

　いや、俺たちと愛理砂を隔へだてる可動壁の根元に、置き石のように差し込んだのだ。

　――直後、凄すさまじい音がした。

「う、わっ!?」

　愛理砂の姿がぼやける。それは砕けた金属塊が砂すな煙けむりのように、可動壁の足元から立ち上ったせいだ。

　衝突しながらも勢いよく動いていた壁が、がりがりと金属の破は片へんを巻き込み、砕きながらもその足を鈍にぶらせる。動きががくん、と減速した？

　そうか。これなら！

「クロガっ！」

「わ、わかってる!!」

　紅那に促されるまでもない。俺たちの前にはぽっかりと、壁どうしの隙間が口を開いているのだ。《結晶マテリア》化するのももどかしく、俺は紅那とともに走った。砂煙を突っ切って、ほとんど動きを止めてしまった壁の横を通過する！

　だが直後、嫌な音を立てながらも、他の壁に押される形で可動壁が速度を上げた。砂煙すら蹴け散ちらして、また元通り無数の壁が走り出したのだ。俺たちがうまくすり抜けられたのは、まさに間一髪だった。

　残念ながら壁を止めておけるのは、ほんのわずかな間だけらしい。

　でも、この場を移動していくには十分だった。

「他の三人も、まさかこちらに来ているのですか？」

　愛理砂が俺たちのいた、もう他には誰も残っていない壁の向こうを見て訊いた。

　うん、ともちろん紅那が頷く。

「当然です！　でもこの壁の動きで、分断されてしまって……！」

「……。まったく、足手まといです」

　愛理砂が冷たく言った。

「だからわたくし一人で来たといいますのに」

　え？　そ、そんな理由で？

　けれども俺たちは、さすがになにも言い返せない。

　すると――なに？　赤毛の黄輝士は、再びその武輝の先端に、あの金属塊を形成させる。

「《玉ギヨク・石セキ・根コン・抗コウ》！」

　再び、今度は別の方向の壁の根元に、金属塊を打ち込んだ。

　そして動きが鈍ったのを見てすぐに、ひょいと愛理砂は向こう側へと移動する。ちらりと俺たちを一いち瞥べつして。

　それはきっと、来るなら来いという意味か？　もちろん俺も紅那も即座に愛理砂を追いかけた。金属塊が完全に砕ける前に、動きを止めた可動壁の横をすり抜ける。

　するとそのときには、愛理砂はまた別の壁へと、新たな金属塊を投げ放っていた。どんどん移動していく気なのだ。

　そうだ。この動く壁に囲まれているうちは、どうしようもない。できればここから逃げる必要があった。

　いや、その前に離れた颯サツ綺キたちと合流しなければ！

「愛理砂！　颯綺や静シズ九ク、光璃ヒカリを捜したいんだけどっ！」

「は？　この近くにいるのですか？」

「ああ！　たぶん！」

「……やれやれ、ですね」

　面倒くさい、感じではあったが、愛理砂は俺の頼みを聞き入れてくれたようだ。右に左に金属塊を打ち込んで、壁を止めては周囲の捜索を始めた。よし！　俺も紅那も遅れずに、黄輝士の少女についていく。

　はたして他の三人を、無事に見つけられるだろうか――？

　だけど。

「？　あ、あれっ？」

　可動壁を何十枚と通り抜けた俺たちは、ある場所に辿り着く。

　そこはなんと四方に太い柱がそびえる、これまでとはまるで違う空間だった。

「ここは……『厨房』ですか!?」

　すっかり闇が濃くなったこの場所を、どうにか見渡して紅那が言った。えっ、『厨房』？

「あ……！」

　確かに。闇属性の俺の視界にははっきりと、四方の柱から伸びる、浄じよう水すい管かんの姿が見えた。それは中央に置かれた、卍まんじの形に並べられたキャビネットに繋がっている。いや、それらは調理台や、収納棚を兼ねたものか？　なるほど、確かに『大食堂』内につくられた、料理のできる『厨房』のようだった。

　さらに頑丈な四隅の柱は、この可動壁ばかりの第五階層を、しっかりと支えるためのものだろう。

　俺たちを追いかけて、無数の壁が柱にがんがんぶつかった。が、一辺が壁の幅より厚そうな、四角い柱は微動だにしない。

　そしてここより内側の、縦横五十メートルほどの空間には、もちろん壁のレールは届いていない。助かった？　走りっぱなしでへとへとになっていた俺の気が、さすがに緩ゆるんだ。同時に紅那も武輝と鎧から、《結晶マテリア》化の赤い光を失わせる。

　それはまた、愛理砂も同じだった。

　平然とした様子ながらも、さすがに連続して輝き法ほうを使い続けたのだ。ふっと金色の輝きを消して――愛理砂は「ふう」と額に汗を滲ませた。

　ただ、そのまま彼女は俺たちを無視する。明後日あさつての方を向いたままだ。

　もしかして、追いかけてきた俺たちに納得していないのだろうか？　いや、この態度は――？

「ちょっと待って。愛理砂……颯綺たちは？　捜さがしてたはずじゃあ？」

　ふとそのことを思い出し、俺は思い切って尋ねてみた。

　びくん。わずかに愛理砂の小柄な体が反応したのを、暗い中でも黒輝士の俺は見逃さない。

「！　愛理砂、ま、まさかっ？」

「……。わたくし、捜してるとは一度も言っていませんが。なにか？」

　黄輝士の少女は、しれっとそんなことを言ってのけた。おい!?

「いや、え、えええええ？　だって、そんな。あんなにあちこちうろついてみたのに!?」

「愛理砂？　アナタ、では最初から、壁の届かない『厨房』を目指していたというのですかっ？」

　さすがに紅那も声を荒らげた。

　が、それにも愛理砂は応えようとしなかった。そ、それってやっぱり！

「単に、迷ってただけかよ!?　愛理砂！」

　忘れてた。この小柄な黄輝士の少女ときたら、真性の方向音痴だったんだ！

　そして無情な闇が、俺たちを包み込む。学園の夜がついに第五階層に訪れた。

　俺はともかく、闇属性でもない愛理砂と紅那たちは、もうこれ以上は動けない。どのみち疲労も濃く、この『厨房』で一夜を過ごすしかなかった。

　せめて、取り巻く壁の衝突音が収まったのが幸いだ。――単純に、逃げ込んだ俺たちを襲うことができないため、一時的に諦あきらめただけだろうが。
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　この『厨ちゆう房ぼう』空間を守る、四本の頑がん丈じような柱。そのどれにも、なんとトイレがついていた。

　そういえば動く壁ばかりのここでは、他の階層ではどこにでもあった箱形のトイレを、今まで見かけなかったか。浄じよう水すい管かんも同様だ。それは単純に、構造的なものだろう。俺はトイレの一つで用を足し、そんなことを考える。

　紅那クレナが言うには、第五階層には十分な数の『厨房』があり、そこを拠点に動いていくのが普通らしい。なるほど、俺たちが愛ア理リ砂サとともに適当に歩いても、その一つに辿たどり着けるわけだ。

　それにしても――トイレから出れば、真っ暗な第五階層が広がっていた。

　そこにはもう、動く壁の音はしない。

「颯サツ綺キたちも、うまく逃げ切れてるかなあ……」

　襲撃の手が止まっている理由は、棄き竜りゆうが夜になったため、活動を休止したのか。それともすでに颯綺たち三人を――。

　俺はどうしても、不安をぬぐい去れなかった。

「そう信じましょう、クロガ」

　戻ってきた俺を出迎えたのは、そう告げた紅那の灯ともした明かりだった。

　彼女が輝き力りよくを注いで光らせたのは、この『厨房』の真ん中に置かれていた、丸いガラスケースのような代物だ。たぶん、大型のランプといったところだろう。中では火属性の力により形成された、熱を帯びない「幻げん炎えん」が赤く揺らめいていた。

　それは一つで煌こう々こうと、俺たちがそれぞれの武ぶ輝きを預けた、卍まんじ型のキャビネット群を照らし出す。

　キャビネットは床にしっかりと固定された、どれも金属製の、かなり頑丈そうな代物だ。壁に似た素材でできている。たぶん棄竜に襲われても、多少は持ちこたえられるようになってるのかな？

　その一つ、ちょうど腰の高さほどしかないキャビネットの扉を開ければ、背もたれのない円まる椅い子すがたくさん積み重なっていた。

「よいしょ、っと」

　さらに紅那がその天板を引っ張れば、スライドして大きなテーブルに早変わりする。『厨房』というよりは、ここも十分食堂の範はん疇ちゆうだろう。いや、他が壁で仕切るだけの空間なのだから、こちらの方がよほどまともな設備だった。

　ただ、キャビネットをいくつか開けてみたものの、ここに食材らしきものは一つもない。しまった。俺と紅那はやがて顔を見合わせる。

　俺たちは静シズ九クに棄竜の肉を預けていたから、個人では食べ物を確保していなかったのだ。

　けれども、一緒にいた愛理砂ときたら。

「調理はそちらに任せますが」

　いきなり彼女がテーブルに転がしたのは、束ねられた金属製のシリンダーだった。

　あっ、これって！

「棄竜の肉？　……持ってきてたのかよ、愛理砂!?」

「当然です。食料も確保せずに、わたくしが学園内を降りて行くと思いましたか？」

「えっ、でも、こんなのどこから……」

　俺たちの食料は『安全地帯』に入ってからも、静九がまとめて管理していた。実際こうして第五階層に潜もぐるときも、残りをきちんと青輝士の少女は確認したはずだ。

　となると、その答えはただ一つ。

「！　アナタ、『安全地帯』の備び蓄ちくぶんから盗とってきたのですか!?」

　紅那が察して非ひ難なんした。

「たくさんありましたから、これくらいどうということはないでしょう。それがなにか？」

　もっとも愛理砂は平然としたものだが。

「嫌ならそちらは食べなくてもよいですが。わたくしのぶんが減るだけですし」

「な……なっ！」

「まったく、面倒ですね。だからわたくしは一人で降りてきたのです」

　つんとした態度で椅子に座り、愛理砂が鼻で笑った。

　ただ、それは俺たちに対してだけではないらしい。

「なにより、あんな『安全地帯』などと。くだらないですね」

「愛理砂？」

　なぜだろう。彼女はいつも、他者を遠ざける。

　でも、どうして俺たちと離れてまで、一人で降りる道を選んだのだろうか？

　彼女はすごく合理的だ。「こちらにいた方が、生存確率は上がるでしょうから」なんて、よく口にしていた。

　でもそれをねじ曲げてまで、『安全地帯』にはいたくなかった？

　ただ、その言い方は礫土レキトたちを罵ば倒とうするようで――紅那が余計にむっとした。

「な、なにを、アナタは!?」

「……まあ、紅那やクロガの方がよほどマシですね。あそこに居残るという選択をしなかっただけ」

「は!?　なにが言いたいのですか、愛理砂！」

「？　わたくしは、アナタ方を褒ほめたのですが、なにか？」

　間違ったことは言ってない。愛理砂がそんな顔で、今度はきょとんと俺たちを見た。

　うわ、本気だ。きっとなんの他意もない。思わず紅那がひるんだくらいだ。

　俺も愛理砂の本音を少し感じ取る。そもそもこの愛理砂が食料を分けてくれるだなんて、厚意以外の何物でもない――。

　いや、単にいちいち料理するのが面倒臭かったから、かもしれないけれど。

「ま、まあまあ紅那。それくらいに」

　とりあえず、俺は紅那をなだめた。

　第一、ぐぅううっ、と俺のお腹なかが音を立てる。さすがに空腹だったんだ。

「クロガ？　……も、もう、しょうがないですね！」

「い、いや、ごめん」

「確かに、輝き士しは万全の態勢を整えるのが第一です。とりわけ、現状が現状ですし……」

　紅那は顔を上げ、ランプの光すら届かない、第五階層の闇やみの中を見渡した。

　そう、俺たちはまだ、あの可動壁に囲まれている。一歩この『厨房』から外に出れば、再び襲いかかってくるだろう。

　ならば最優先にすべきことは、きちんと休息を取ることだ。そのためにも、愛理砂が食料を持っていたのはありがたかった。

　それは紅那とて十分わかっているのだろう。

「でも、借りは作りません！　私が料理を担当します！」

　シリンダーをいくつか手に取り、金きん髪ぱつの少女は啖たん呵かを切った。

　だけど。

「……。ただ、どんなデキでも文句は言わないようにっ」

　キャビネットからまな板のような金属板を取り出しながら、彼女はちょっと気弱になる。

　あ、そういえば。紅那って確か、料理はあまり得意じゃない、とか言ってたような？

「えーと。手伝おうか？　紅那。俺も食べるし……」

「えっ？　クロガは料理、できるのですか？」

「う。いや……その。やったことあるかどうかすら、憶おぼえてないけど。はは、は」

「まったく、早くしてくれますか？　火属性なのですから、焼いて出すくらいはできるでしょう」

　そこを愛理砂がせっついた。

　おっと、そうだ。俺が引き受けたとしても、闇属性じゃあ調理の足しにはならないぞ？　武輝で斬きるのがせいぜいだけど、俺の巨きよ剣けんでやるには食材が小さすぎた。

「わかりました。焼けばいいのですね！」

　紅那がやけに気合いを入れて、テーブルの上でシリンダーの蓋ふたをねじった。そこからぷるん、と灰色の筋肉繊せん維いがこぼれ出て、三倍ほどのサイズになる。これ一つでたぶん、俺たち三人ぶんをまかなうには十分だろうな。俺は静九の料理を見ていたから、そんなことを感じ取った。

　けれども――この、紅那ときたら。

「輝き法ほうを使って料理をするのは初めてですが、やってみます！　ええーい!!」

「え？　な、なんだって？」

「輝キ刃バ、《結晶マテリア》！　……火よ、鮮やかに炙あぶりなさい！　《火炎の華フランマ・フロース》！」

　キャビネットの一つに立てかけていた刀型武輝を取るやいなや、彼女は刀身を真しん紅くに染めた。瞬間、炎がぱっと舞い上がる。

　それは金属製のまな板の上で、包み込むように灰色の肉を焼いた。あっという間に火が通る。おお、すごい！

　だけど、少し火力は強すぎたかもしれない――。

　できあがったのはなんと、ピンク色を通り越して、真っ黒になった肉だった。

「う、うわ、焦こげてる!?　紅那あ！」

「ちょっと、なんですか？　しかもものすごく、小さくなっているような……」

　俺も愛理砂もさすがにおののく。そう、肉は消し炭のようになり、大きさも半分以下になっていた。

「あと、なに？　輝法での料理が初めてって!?」

「し、仕方ないじゃありませんか！　だって私、輝刃にうまく輝法をのせられたのは、クロガと出会ってからなんですよ？」

　半泣きになりながら、紅那がもっともな反論をする。

「で、でも、ほら。表面は焦げてますけども、斬ってやればきっと中身は……あ」

　紅那がすとん、と赤い刃で肉を切った。

　けれどもその断面から見えたのは、やっぱり黒い肉の色だ。もうどうしようもない。

　――しばらく、沈黙だけが俺たち三人に訪れた。

「こっ、これは、違うんです……」

　武輝から赤い輝きを失わせ、やがてどうにか紅那がしゃべる。そして彼女は脇にあった、残りのシリンダーを引ひっ摑つかんだ。

「もう一度やれば！　今度こそはちゃんとやってみせますから！　大丈夫ですからあ!!」

「いや、お、落ち着けって紅那！　やり直さなくってもいいって！　食べる、食べるから！」

「それ、わたくしのものです！　勝手に浪ろう費ひしないでくださいますか!?」

　慌あわてて止めた俺たちは、仕方なく黒焦げの肉に手を伸ばした。

　うん、うん。か、固い。コップに汲くんできた水で、どうにか胃に押し流すのがやっとだった。これはひどい。

　けれども俺も愛理砂も文句は言わない。干し肉だと思えば、食べられないことはないからだ。やたら焦げた臭においがするのだけは、さすがにいただけなかったけれども。

「だ、だから……静九みたいにできていたら、苦労はしないですっ」

　責任を感じる紅那が、わざと多く焦げた肉を頰ほお張ばった。よ、よくやるよ。嚙かみ応ごたえがあるせいか、少量でも意外とお腹がふくれるというのに。

　でもほんと、痛感するのは静九の料理のうまさだった。確かに『安全地帯』で食べた食事も、静九が関かかわった方が、はるかにおいしくなっていた。




　――そんな懐かしい味を、どうにか思い出していたとき。

「!!　あれっ？」

　焦げた臭いが漂ただよう中、ふわりといい香りがした。

　一瞬、勘違いかなと思った。けれども同時に反応したのは、愛理砂と紅那の二人である。俺と同じく『厨房』内できょろきょろする。

「この匂においは……？」

　紅那がすんすん鼻を鳴らした。勘違いなんかじゃないし、まだまな板の上に残る黒い肉からのものでもない。

　どこから？　少なくとも同じ、この第五階層からのものだ。

　それは――。

「ここですか？　排気口!?」

　見つけたのは背の低い愛理砂だった。彼女は引き出されたテーブルがくっつく、腰までの高さのキャビネットに張り付いた。

　そこには、なんだ？　よく見れば上部にスリットが刻まれている。排気口だって？

「ダクト!?　……でも、普通は自然換気される仕組みになっているはずなのに？」

　匂いがくるわけがない。そう言いたげに、紅那もスリットに顔を寄せた。が、次の瞬間目を見開く。

「え、これ。壊れているのですか？　吸い込まれるどころか、風がこっちに吐き出されていて……」

「？　なに、紅那？　じゃあこのダクトを伝わってきた匂いって？」

　つまり排気口が壊れたこの『厨房』とは別の、繋つながった『厨房』からのものなのか？

　ということは――そこで料理をしている者が、いるということで！

「静九たち三人!?　無事に余よ所その『厨房』まで辿り着いて、生き延びてたんだっ！」

　俺はその答えに行き着いた。

　ええ！　と紅那も大きく頷うなずく。

「三人全員が、無事かどうかはわかりませんが……でも、この香りは静九の手がけるものですよね？」

「だとしたら、静九単体で生き延びていると考えるのは不自然です」

　ふむ、とこんなときでも冷静なのは愛理砂だった。

「最低でも颯綺とは一緒でしょう。足手まといをつれて、あの動く壁をどう突破できたのかは、運としか言いようがありませんが」

『ちょっとー？　今の声……愛理砂っ!?　それに、クロガと紅那？　アンタたち、一緒にいるわけ!?　マジでー！』

「わ、わああっ!?」

　すると唐突に、スリットの向こうから聞き覚えのある声がした。

　え？　思わず反射的にのけぞった俺だが、聞き間違いじゃなかったよな、と紅那や愛理砂の顔を見る。

　二人も同じような反応を見せていた。びっくりして目を見開き、慌ててスリットにかじりつく。

　――いや、今の声って！

「颯綺？　え、えっ？」

『……聞こえてるよー、クロガ！　緑輝士を舐なめなさんなっての！　にははっ』

　ああ、確かに颯綺だった。間違いない！

　どうやら風属性の力で、うまく声を増幅して届かせているようだ。またこちらの声も彼女には、なんとか拾えているのだろう。

「い、生きてたのかよっ、颯綺!!」

「よかった……ダクトを介して、会話ができるのですね！」

　紅那も嬉うれしそうに、大きな声で呼びかける。

　返事は少しタイムラグがあるようだ。それはそこそこ距離が離れている、という証あかしなのか。

　それでも『うん！』と、元気な声が返ってくる。

『こっちはみんな無事だってば！　静九も、光璃ヒカリもー。てゆーかそっち、なに？　愛理砂と合流できたのー!?』

「……。わたくしが二人を見つけて差し上げたのですが、なにか？」

　スリット越しにもつんとして、愛理砂がいつもの調子で返答する。

『アンタねえー』

　さすがに颯綺も呆あきれたようだ。

『まーいいけどさ。でも、みんな生きててよかったじゃん』

　けれどもまずは、そのことを喜ぶべきだろう。俺も紅那もほっとする。愛理砂はいつも通りの無表情だが、それでも軽く笑ったように俺には見えた。

　そうだよ、やっと俺たちはそろったんだ！

　いや、三人ずつ見事に分断されてはいるけども。

『あとは合流するだけだけど……正直、あの壁ってやっかいすぎだってばー！』

「確かにそうですね。襲いかかってこないだけマシですが、それでも移動するのが大変すぎます」

　紅那が深刻そうな表情をつくる。と、彼女はふいに俺を見やった。

「あんな棄竜は知りませんが、やはりヨルダが関わっているのでしょうか？」

「え？　あっ……！」

　そうだ！　今まで思い至らなかったが、その可能性も考えられる！

　そして思い出すのは、あの床に掠かすれていた、大量の血けつ痕こんだった。

「たぶん、やられてたよな……大勢が」

「そう、ですね」

　紅那も血の跡を思い出してか、重く頷く。

「あれが棄竜なら、本体がいるはずです。そしてあの床の血は、今思えば、輝士たちを壁に引っかけて運んだのでしょうか？　本体まで！」

「！　そんなことって！」

「なるほど。壁と壁に挟み込めば、不可能ではないですね」

　ぞっとすることを言ったのは愛理砂だ。

　いや、それは血の痕跡を彼女も見ていたのなら、推理としては間違っていないかも。確かに思い起こせばあの血の掠れは、真まっ直すぐについていた。それも壁が走り抜けた方向に！

『どーすんの？　じゃあ、ここを抜けるには、棄竜本体を倒さなきゃってことじゃん？　つーかヨルダがいるなら、ここでぶっ倒さないと！』

　話を聞いていた颯綺が、勢いで大胆な結論を出す。

　いいや、それは俺の――俺たちの総意だ。ヨルダは止めなくちゃいけない。なんとしても！

　あのプールでの惨さん劇げきを、二度と繰り返させてはいけないのだから。

「……ここにヨルダがいるのなら、下へ降りるわけにはいかないですね」

　それは愛理砂とて、同じ気持ちだったのだろう。いや、彼女はまさか、一人でもヨルダと戦う気だったのか？　それはさすがに自殺行為だ。愛理砂も十分わかっているのだろう。俺や紅那をちらりと見る。

「最終的な生存を考えれば、排除できるときに排除すべきだ、というだけですが。なにか？　もっともわたくし一人の方が、戦わずに回避するには好都合ですが」

「愛理砂……。ま、まったく」

「アナタらしいですね。でも、確かにこのまま第六階層へ降りるわけにはいきません！」

　逃げる、という選択肢はあり得ない。紅那がそう決定づける。

　そうだ。俺は傍かたわらに置いてあった、自分の大たい剣けん型武輝を見る。――今の俺ではまた、ヨルダに通用しないかもしれない。

　それでも第五階層全体を支配する、謎なぞの棄竜くらいは！

『いや、あのさー。だからこっちは……そっちと合流するのもままならないんだけど!?』

　しかし颯綺がスリットの向こうから、そもそもの問題を指摘するのだった。
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「……とにかく、棄竜本体へは私たちが向かいます、颯サツ綺キ！　幸いこちらは愛ア理リ砂サの輝法で、壁の足止めができますから。あとは床にあった、本体のもとへと運ばれたと思われる、血の痕跡を追いかければ……辿り着けるはずです！」

　最終的には紅那クレナが話をとりまとめた。

　ああ、そうだ。動ける俺や紅那、愛理砂がなんとかしなくちゃいけないんだ。

　それを最後に、『厨房』に届いていた颯綺の声も遠ざかった。

『え？　そっち、移動できるの？　超ずるくない？　あーもう、まあいいや。とりあえず疲れたから、またなにかあったら連絡するー』

　それを最後にふつりと途切れる。

　たぶんダクトを通してここまで声を届けるのも、輝力を消しよう耗もうするんだろうな。

　一気に静かになったことで、俺も紅那も少しだけ苦笑いした。いや、笑える元気をもらったんだ。

　なによりも、颯綺や静シズ九ク、光璃ヒカリの三人が無事でよかった――。

　だから俺たちは、明日にそなえてしっかりと休むことにする。

「一応、順番に見張りに立ちましょう」

　卍型に並ぶキャビネットの隙すき間まにポンチョを敷いて、しかし紅那が一番に見張り役を買って出た。少しでも見通しがいいように、と腰高のキャビネットにお尻を乗り上げ、刀型武輝を傍らに置く。

　本来ならば壁を動かし、根拠地として構えられるはずだったこの『大食堂』だが、今は機能していない状況だ。万が一のための用心だった。

　もっともあれだけ壁が自在に暴れたのだ。近くには、他の棄竜がいたとしても、あの真っ二つになった残ざん骸がいのようになっているだろうけれど。

　ただ、それでも。

「そういえば……あの強力な火属性の棄竜って、まだうろついているのかな？」

　寝入る前に、闇に包まれた第五階層を見渡して、俺はぽつりと呟つぶやいた。

　あ、と紅那が息を呑のむ。――一方、さっさとポンチョに潜り込んでいた愛理砂が、キャビネットの向こうからひょっこりと頭をもたげた。

「火属性？　そんなものがいるのですか？」

「ああ、愛理砂は知らなかったんだっけ。第五階層から、焼けただれて絶命した棄竜が一体、第四階層に上がってきてたんだ。それで」

「……わたくしがここに降りた後でしょうか。なるほど、それは知らなくて当然ですね」

「ってことは、愛理砂も鉢合わせしてないのか？　その棄竜とは」

「棄竜もなにも、わたくしが遭そう遇ぐうしたのは、あの動く壁だけですが」

「そ、そっか」

「私もまだ感知していないですね。その個体」

　火属性の赤輝士である紅那が言った。

「もしかしたら、今日見かけた、あの倒れていた棄竜がそうなのでしょうか？　でしたら、見かけないのも道理ですけれど」

「どう、なんだろう……それにしては、あれは死んでから一日以上経たってたみたいだし」

　だとしたら第四階層に上がってきた、騒角バロロコン級を焼き殺したにしては、時間的に無理がある。

　それは紅那も重々わかっていることなのだろう。彼女はしばし沈黙した。

「とりあえずはそちらの警戒も必要ですね、クロガ。なるべくなら二体同時に相手をする、ということだけは避けたいですが……」

　やがて彼女は最悪のパターンを口にした。

　――冗談じゃない。俺は思わず身震いする。

「まさか、そんなことっ」

　ない、とは言い切れなかった。そしてもしこの件にヨルダが関わっていたとしたら――？

　あいつなら、二体以上の棄竜を利用してもおかしくない。が、今の俺たちにはどうすることもできなくて。

　くそ！　俺はポンチョをかぶって横になった。

　紅那の次が、俺の見張りの番だった。それまでほんの二時間程度。せめて休めるときは、きちんと休んでおかなければ。

　それが輝士として、正しいあり方なのだから。




　そして、第五階層に朝がやってくる。

　二時間の見張りの後、愛理砂に役目を交代してから、俺はさらに二時間眠った。いつもは六人いるので、もっと眠れるのだけれど――さすがに合計四時間では短いか。

　それでも短時間での睡眠に、体はすっかり慣れていた。大丈夫。記憶はない俺だけれど、きっと以前からこの学園で、そんな生活をしてきたのだろう。紅那たちとともに鎧よろいを着け直し、大剣型武輝を背負えば、嫌でも気が引き締まった。

　もう朝食も終えている。

「り、リベンジです！」

　ということで、再び紅那が料理をしようとしたものの、愛理砂が却下した。かわりに素早く愛理砂は、生のまま棄竜の肉をスライスする。

「まだこの方がマシですが、なにか」

　それはこの学園で、料理する時間すらないときにしか用いられない、一番手抜きな食べ方らしい。

　確かに灰色の肉をそのままかじっても、味もなにも感じなかった。ぐにゅぐにゅとした感触も、歯に纏まとわり付いて食べづらいし。

　でも不ま味ずいよりはいい、のかな？　いや、やたらと静九のつくった料理が恋しくなった――。

　なにしろキャビネットのスリットからは、やっぱり昨夜と同じように、颯綺たちの取る食事のいい匂いだけがしてくるのだ。

『おはー！　そっちはどう？　アタシらはばっちりだけどー！』

　やがて颯綺の元気な声も届けられる。

　もっとも彼女たちの方は元気であっても、今回は戦力外なんだけどな。

「……こちらはこれより、棄竜の本体のもとへ向かってみます！」

　紅那が返答し、愛理砂と俺を見た。

「行きます。封ふう殻かく解放、輝刃、《結晶マテリア》！」

　愛理砂が鎧を金色に輝かせ、手にした短剣型武輝の姿を変へん貌ぼうさせる。黄こ金がね色いろのソードブレイカーができあがり、その切っ先を四方の柱が取り囲む、この『厨房』の外側に向けた。

　そこにある無数の壁たちは、まだ沈黙したままだ。けれども俺たちが『厨房』より外に出れば、いつ動き出してもおかしくない。

　ただし俺と紅那はまだ、《結晶マテリア》化しなかった。お互いの刀と大剣も、腰と背中に提さげたままだ。

　愛理砂のおかげで、身体能力を上げずとも、どうにか壁の隙すき間まを通っていける。なら、いざというときまで温存しておく方がいい、と考えたのだ。

　なにしろ今回は、いつも以上に戦力が少ないのだから。

「途中で、颯綺たちと合流することができればよいのですけども……」

　卍型キャビネットの側そばから離れる前に、さすがに紅那が苦しげにこぼした。

『んー、残念だけど、ダクトの中の流れだけじゃあわかんないのよね。そっちの位置』

　まだスリットの向こうでこちらの話を聞いていたのか、颯綺の声が響いてきた。

『近くない、ってことだけは確かだけどさー。ダクトを通して以外では、クロガや紅那たちのこと、まったく感知できないし。距離が近くなったらわかるんだろうけどー』

「……。別に、期待していませんが。わたくしたちだけで棄竜は狩ります」

　愛理砂がしれっと突き放した。

　その言葉はもちろん、颯綺には聞こえていたのだろう。

『言うじゃん、愛理砂！　てゆーか……アタシらも、こんなとこでいつまでも、ぼーっとしてるわけじゃないからね！』

　だけどスリットから聞こえてきた彼女の声は、どこか余裕のあるものだった。

『こっちだって、なんとかするから！　光璃がねー、ちょっと試してみるってさ。もしかしたらアタシらの方が、先に棄竜をやっちゃうかもねー。にへへ』

「え？　光璃が？　い、いったいどうやって？」

『おっ、クロガ、興味持った？　訊ききたい？　でも、ダメー。秘密秘密！』

　楽しそうに颯綺がじらす。

　けれども、その直後――。

『は？　って、なによ、光璃？　……え？　できない？　なんでよ！　アンタさっき武輝で一発ぶっ放すって言ってたじゃん！　あのプールんときみたいにさー。そんで、邪魔な壁を一気に壊して……んんん？　封殻がばらけないって、アンタなにやってんの！　もー！』

　光璃が、ぶっ放す？　　ああ――俺はいつぞや、紫輝士の少女が杖つえ型武輝を、銃のように扱ったのを思い出した。

　一発しか撃てずに終わったけれど、あのときの威力は確かにすごい。もしかして光璃は修復した武輝を使って、あの再現をしようとしたのか？

『計画倒れでしょ、ちょっとー!!』

　でも、どうやらうまくはいかなかったらしい。

　やれやれ。やっぱり向こうのチームはアテにはできそうになかった。

　だから、俺と紅那に愛理砂の三人は、ついに卍型キャビネットを後にする。行くしかない！

　一歩『厨房』から外に出れば、やはり取り巻く壁たちが動き出した。

「……《玉ギヨク・石セキ・根コン・抗コウ》！」

　重い音を立ててぶつかりあう可か動どう壁へきに向かい、愛理砂が金色のソードブレイカーを向けるのだった。
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　動く壁を止められるのは、限られた時間だけだ。

　それでもなんとか俺と紅那クレナは、愛ア理リ砂サの手を借りて第五階層を突き進む。

　最初は闇雲に歩くだけだったが、やがて床に血の痕跡を発見した。――もちろん可動壁が挟んで引きずっていった、犠牲者の跡だろう。

「これ以上の犠牲は……もう、終わらせなければなりません！」

　血が描く軌き跡せきを追いながら、紅那が青い瞳ひとみに決意を宿す。

　ああ。死体こそ目にしていないが、あまりにもおびただしい血の量だった。

　いったいどれだけの輝士が犠牲になったというのだろう？　きっとこの第五階層に来た、ほとんどの者たちだ。

「また、ヨルダの罠わななのか……！」

　俺はこの手口に、どうしてもあの白髪の黒輝士少女の顔がちらついた。第三階層のプールのときと同じように、やり方が大規模すぎる！

　今度はいったいどんな棄竜を使ったのやら――！

　などと、俺がふと思ったとき。

「！　ま、待って、愛理砂!!」

　突然鋭するどく紅那が制した。

　は？　と愛理砂が、壁に岩を打ち込む手を止める。

「なんですか？　いくらわたくしでも、血の跡からは外れてませんが」

「そ、そうじゃないの。これは……火ですっ！」

　真っ直ぐにある一点を見つめて、紅那が「間違いないです」と頷く。

　火？　まさか、それって。俺も彼女が示すものに気が付いた。

「……火属性の棄竜!?」

「はい。います、確実に」

　ついにあの、同族である棄竜すら焼く存在が出たのか！　俺は自然と唾つばを飲み込む。愛理砂もさすがに眉まゆを動かした。

　いや、うまく回避すればいい。それだけのことだ。――などという希望は、すぐに打ち砕かれる。

「！　紅那、その方向って……う、噓うそだろ!?」

「……。いいえ、合っています」

　紅那は視線をぶれさせず、最悪の結末を口にした。

「この先に、火の棄竜は存在します。そう、この血の跡が示す向こうです！」

「に、二体いるのか……!?」

　そう、俺たちの進んで行く方向と、火属性の棄竜のいる位置は同じなのだ。

　どうする？　一瞬、迷いが生まれる。今からでも、颯サツ綺キたちを捜さがして合流すべきだろうか？　少なくともその方が、戦力は増強できる。

　いや、本来ならば戦いたくない相手だった。俺は火傷やけどを負った重傷の輝士と、焼けた棄竜の姿を見ている。

　俺たちだけで本当に、勝てる相手なのだろうか？

　ところが。

「一体はわたくしが足止めします。その間にもう一体の処理を、二人に任せますが」

　愛理砂が淡々と言った。

　え？　俺も紅那も驚くばかりだ。

「愛理砂!?　足止めって……で、できるのかよ？」

「幸い、まださほど消耗していません」

　愛理砂が、金色に輝くソードブレイカーをかざした。その輝刃は確かにまだ曇っていない。

「ここで退ひいて、颯綺と合流できたとして、そのときには今より疲ひ弊へいしている可能性もありますから。今がベストだと判断しますが、なにか」

　本気だった。彼女は――。少しも退こうという気配がない。

「いたずらに時を浪費するのは、わたくしの趣味ではありませんが？」

　それはきっと愛理砂の信条か。だからこそ、一人ででもこの第五階層に降りたのだろう。――赤毛の黄輝士の少女は譲ゆずらない。

「……確かに、ここで止まっていても仕方ありません」

　紅那が躊躇ためらいがちながらも、やがて愛理砂に同意した。

「でも、まずは様子見です。本当に二体の棄竜がいるのか。そして私たちで戦える相手なのか、その見極めが大事です。判断はそれからでも遅くありません」

「つまり……どのみち前へ進む、ってことだよな」

　確認するまでもない。俺は大剣型武輝を、背中から外した。いつでも戦えるように、と。

　紅那も同じく刀を手に取る。が、彼女が言ったとおり、偵てい察さつが優先だ。可動壁を止める愛理砂はともかく、俺たちはまだ武輝を《結晶マテリア》化しない。温存する。

　だがここは壁が自在に動く、見通しの良い階層だ。

　はたして相手に気取られずに、近くまで行くことはできるだろうか？

　いや、きっと不可能だ。少なくとも今こうして壁を動かし、俺たちを狙ねらう棄竜には、位置はばれているだろう。

　ただ、そいつはレールの制約を受ける限り、こちらの邪魔をするので精一杯だ。確かに動く壁はやっかいだが、接触さえしなければどうにかなる。

「気を付けなくちゃいけないのは、火属性の棄竜の方か……」

「そうですね。ただ、なにもわかっていないぶん、早計は禁止です！」

　赤輝士の少女は行く手に潜ひそむ、まだ見ぬ相手を睨にらんでいた。




　――視界の邪魔をするのは、この広々とした第五階層を動き回る、無数の巨大な壁である。

　だが、その壁がぽっかりとなくなる空間に、俺たちはまた足を踏み入れた。

　もちろんこの階層のあちこちにある、『厨房』の一つだった。見覚えのある太くて四角い柱が四本、縦横五十メートルほどの空間を支えていた。

　けれども俺も紅那も愛理砂も、ぎくりと足を止めるしかない。

「火の、気配ッ!?」

　正面を睨む紅那が息を呑む。

　それは彼女が感知していた、火属性の棄竜を捉とらえてのことだろう。

　そしてそこには――確かに巨大な存在が、俺たちを見下ろすように鎮座していた。

　四本の柱のうち、奥の二本はなんと半ば壁に埋没している。どうやらここは第五階層の端に設けられているらしい。行き止まりとなっているのだ。

　その埋もれた柱の間に、なんだろう？　黒光りするざらついた装甲を持つ、倒れた樽たるのような、円筒形の巨体があった。

　棄竜だ。間違いない！　二十メートルもの高さを持つ天井近くにまで伸びている、圧倒的な存在だった。そいつは一定距離から踏み込めないでいる俺たちを見てか、ざらついた表面をなにやら蠢かせた。

　ぎょろり、といくつもいくつも開いたのは、機械の目――。赤く輝く無数のレンズか。

　だが、そいつはそれ以上動かない。圧倒的な巨体ではあるが、手足の一つも存在せず、壁にめり込んだまま赤い目の群れを瞬まばたかせた。

「なん、だ？　こいつは……」

　いったいどういう機械がモチーフになってるんだ？　身じろぎ一つしないそいつに、俺は少し困惑した。

　それは他の二人も同じようだ。

「なんて、大きな棄竜！　こんなの、聞いたことありません！」

「え？　紅那？」

「大きすぎて階層内を移動することもできなそうですが……これが、火属性なのですか？」

　愛理砂などは呆れていた。いや、彼女は素早く周囲を見回す。

「で、壁を動かしている方は？」

「あっ……」

　そういえば。俺もすっかり忘れていた。二体いるはずなんだよな、ここに！

　紅那の感じた火属性が、あの巨体の棄竜ならば、じゃあ可動壁を操っている個体はどこだ？　俺は床に刻まれた血の跡を確認する。

　それは、なんだろう。この『厨房』内の床を、これまでとはまったく違う様子で彩っていた。

「!?　なっ」

　無茶苦茶、だ。規則正しく真っ直ぐに、これまで血の掠れは刻まれていた。

　しかしここでは乱暴に塗りたくられ、黒くこびりついていた。ここにあるはずの卍型キャビネットすら潰つぶされ、ひしゃげ、見るも無む惨ざんだ。

　いや、その残骸すら真っ黒で――。

「焦げてる!?」

　俺はそのことに勘付いた。そうだ、金属性のキャビネットは熱で溶けてただれていた。そして床の血も同じか？　こびりついたまま、熱にやられて床に黒く焼き付いたのだ。

　いいや、驚くのはそこじゃない。壁を操り、引き寄せたここで――死体を自在に弄もてあそんだ形跡があるのだ。

　どうやって？　火を浴びせかけたのが、この巨体の棄竜ならば、もう一体は!?

　そう思ったときだった。

　――轟ごう音おんが響き渡った。

　それはこれまでの可動壁の衝突音を、すさまじく大きくしたような音だ。いや、実際そうなのだろう。

　俺たちは信じられないものを目の当たりにする。

「クロ、ガ……!?」

　紅那がその光景を見て、絶句した。愛理砂もだ。

　動いていたのだ。あの、壁に埋もれていた巨大な樽型の棄竜が――！

　いいや、それは自らの頭頂部についた、レールに沿って移動したのか。

「！　レール、じゃない!?」

　白く輝く天井に紛まぎれて、今まではっきりとはわからなかったが、そうだ。レールは『厨房』には存在しない。

　けれどもかわりに巨体の棄竜の頭上には、太いパイプのようなものが格子状に組まれ、天井と融合していた。その表面をレールのようになぞることで、これだけの巨体がゆっくりとだが動き出したのだ！

　そして棄竜の巨体は、柱で区切られた空間さえも無遠慮にはみ出る。そのはずみでごつごつと、あちこちの可動壁にぶつかった。その余波が、他の壁を巻き込んで広がっていく。

「この棄竜が、壁を動かしていたのですか！」

　愛理砂が叫んだ。ああ、きっとそうだろう！　なんてヤツだ!!

　まるで巨大なハンマーだった。いや、そんな単純なものじゃない。

　天井のパイプに、大小様々な歯車を嚙かませて動く、こいつは！

　ゆっくりと――その巨体の表面がスライドする。まき散らすのは白い蒸気だ。徐々に巨体が加速していく。

　その姿はまるで、逆さまになったレールにくっつく「蒸気機関車」のようだった。

「『機関車』型棄竜!?　こ、こいつが……火属性で、壁まで動かしてたのかよ！　ここにいたのは二体じゃない！　二つの力を持つ、一体の棄竜だったんだ!!」

　黒光りするその樽型の巨体が、表面を裂けたように展開する。

　噴き出す蒸気とともに開かれたのは、あまりに歪いびつで巨大すぎる、棄竜の口だった――。
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　機関車型棄き竜りゆうの巨体が、真まっ直すぐ俺たちに突っ込んでくる。

　瞬時に武ぶ輝きの封ふう殻かくを弾はじけさせるのは、俺と紅那クレナの二人だった。

「「《結晶マテリア》!!」」

　黒と赤の輝きが、俺たちをそれぞれ包み込む。

【くおおおおおおおおおおん!!】

　大たい剣けんは漆黒の巨きょ剣けんに変わり、雄お叫たけびを上げた。

　いける！　あふれ出た輝き力りよくにより強化された肉体と、全長十メートルほどもある巨剣の刃が俺に告げた。

　迫り来る機関車型棄竜の巨体は圧倒的だ。けれども、斬きれる！　俺なら！

　だから横に飛とび退のいた紅那とは違い、俺はその場で巨剣を構える。大きく振り上げ、狙ねらい澄すまして――さあ！　今だっ!!

　けれども。

「待って、クロガ――――っ！　斬るのは禁止です!!」

「！　な、なに？」

　切せつ迫ぱくした叫びを届けたのは、紅那だった。金色の髪を振り乱しながら、彼女は必死に訴える。

　え？　なぜ？　俺には意味がわからない。だけど紅那はけっして、意味のないことを言わない少女だ。斬ってはいけない理由がある？

　それが俺の剣先に迷いを生じた。押し迫る巨大な棄竜に振り下ろすには、わずかにタイミングが狂った。よ、避よけるしかない!!

「う、わぁあッ!?」

　派手な火花が、俺の鎧よろいにほとばしった。慌あわてて回避しようと跳んだそのぎりぎりを、棄竜の樽たるのようなごつい体が掠かすめたのだ。

　紙かみ一ひと重え、とはこのことか。それでも俺の体は跳ね飛ばされるように宙に舞い、焦こげた床へと落下する。

「……くっ!!」

　瞬時に空中で体を捻ひねり、俺は巨剣を振り回した。その反動で体勢を立て直しながら、うまく足で着地を決める。

　が、直後やってきた突風に吹き飛ばされた。

　真横を通過した棄竜の巨体が、その勢いのまま可か動どう壁へきにぶつかって、衝撃波を生み出したのだ。

　再び床から離れた俺だが、どうにか巨剣の切っ先を焦げた床に引っかけて、転がりながらも着地する。

　回る視界の端には紅那が、赤い刃を突き立ててしのぐ姿が捉とらえられた。また愛ア理リ砂サは自身の鎧を増殖させ、その重みで踏ん張ったようだ。

「なぜ、クロガを止めたのですかッ！」

　その黄き輝き士しの少女は風が収まりかけるやいなや、紅那を鋭するどく睨にらみ付けた。

「今ので決まっていたはずですが？　ヨルダもいないようですし！」

　そうだ。いつしか俺たちが逃げられないよう、動きを止めて閉じ合わさっていた可動壁たち。その仕切られた空間の中には、確かにヨルダの姿はない。壁を弾き飛ばしながら巨体をゆっくり引ひき剝はがす、あの巨大な棄竜が一体いるのみだ。

　だからこいつを倒せば、すべては終わったはずなのに――！

　しかし、「いいえ」と紅那が首を左右に振った。

「ダメです、今の状態で……斬ることは。相手はおそらく、蒸爆フアラク級の棄竜ですから！」

「蒸爆フアラク級？　これが……!?」

　その名を聞いて、愛理砂が息を呑のんだ。

　なに？　俺にはさっぱりわからなかったが、どうやら愛理砂には聞き覚えがあるようだ。

「まさか、特殊対処棄竜ですか？」

「？　特、殊？」

　その響きに、俺もさすがにうろたえる。それっていったい!?

「そうです。クロガも一度は遭そう遇ぐうしている希少種ですが、死亡する際に、特殊な反応を示すタイプがいます。たとえば震竜アナンタ級のように！」

「震竜アナンタ級？　……あ！」

　俺は一体の棄竜のことを思い出す。それは俺が紅那と出会ったとき、見かけたモノだ。

　確か「水晶クオーツ時計」型だったか？　倒されたものの、絶命の間際に体内から、振動する水晶の核を露ろ出しゆつさせ――それにより、階層の床を崩ほう落らくさせた個体である。

　まさか、それと似たような性質を持つのか？　この巨大な機関車型棄竜ってのは!?

　すべてを、焦しよう燥そう感かんの満ちた紅那の表情が物語っていた。

「ここまで巨大な個体はこれまで確認されていませんが、蒸気を噴き出していることから間違いありません！　だとしたら一見愚ぐ鈍どんで、倒すのがさほど困難な棄竜ではありませんが……問題は致命傷を与えた直後です！」

　機関車型棄竜は重い体を引きずって、びっしりと全身につけた赤い目で、俺たち三人をばらばらに捉える。

　そして再び加速しようと、天てん井じように這はわせたパイプを、挟み込んだ歯車で軋きしませた。

　まずい。固まっていたら、まとめてやられる！　俺たちは一斉に散開する。

「絶対に攻撃は禁止です！」

　そこに、重ねて紅那が警告した。

「やっかいなことに蒸爆フアラク級はたとえ致命傷にいたらなくとも、損傷と同時に大量の蒸気を噴出します！　まだその存在が知られていなかった頃は、迂う闊かつに攻撃し、全滅した輝士の部隊もあったほどです！　要注意棄竜の一体です!!」

「それって、ああ！　だ、だからあの輝士も!?」

　俺は『安全地帯』で目にした、全身を火傷やけどした重傷の輝士の姿を思い出す。あれは火属性の、機関車型棄竜に挑んだせいだったのか！

　それだけじゃない。第四階層に這い上がってきた騒角バロロコン級も、たぶん蒸気を浴びたのだろう。あの振動波で、うっかり蒸爆フアラク級を傷つけたのか？　その代償に、金属でできた体たい軀くでさえも焼き焦がしたのだ。

　じゃあこんなヤツに、どうやって勝てばいいんだよ!?

　――こちらの動揺などお構いなしに、機関車型棄竜が加速しながら突進する。

　もちろん俺たち三人は、慌てて回避するだけだ。十分な速度が出る前なら、慌てなくても避けるのは難しくない。また、巨体の棄竜は自らが並べた可動壁の中へと突撃していった。

「なるほど……確かに、隙すきの多い棄竜ですね。大きさにこそ圧倒されますが、かわしてしまえば背後も簡単に取れますし、反射的に攻撃してしまうのも納得です」

　敏びん捷しよう性せいを上げるためか、これまで増殖していた鎧の装甲をぼろぼろ落としながら、愛理砂が十分に距離を取る。

　俺たちも同様に、巨大な棄竜の背中を見つつも後ずさった。

　ダメだ。どうしようもない。

「壁を動かしていた棄竜と、火属性の棄竜……。その二体が一体のみだったというのは、私たちにとっては助かりましたがっ」

　紅那が赤い刃の切っ先すら落として、悔しそうに吐き捨てる。

「私たちでは、倒すことができません！　せめて颯サツ綺キがいれば良かったのですけれど」

「!?　颯綺？　なんで？」

　ふいに出た少女の名前に、俺はきょとんとしてしまう。

「蒸爆フアラク級を倒すための、常じよう套とう手段なのです。クロガ」

「……噴き出してくる蒸気さえ、風で遮断できればいい。そういうことでしたね」

　紅那に続いて愛理砂が答えた。

　そう、か。俺は記憶にないけれど、輝士は棄竜を狩るための存在だ。

　だからこそ、多くの犠牲を払っても――蒸爆フアラク級への対策を構築したのだ。

「つまり風属性の緑輝士さえいれば、こいつは倒せるってわけか!!」

「ですが、今のわたくしたちには無理な話です」

　正論を愛理砂が告げた。

　確かにそのとおり。ここに、緑輝士である颯綺はいない。

　すなわち機関車型棄竜を倒すには、一度ここから離脱して、颯綺たちと合流する必要があるんだ。

「ふむ。撤てつ退たい、ですね」

　即座に黄輝士の少女が動く。また機関車型棄竜が襲いかかってくる前に、この『厨ちゆう房ぼう』空間を囲う壁際へと移動した。

　そこにあるのは最初に棄竜の巨体が突っ込んで開いた、可動壁の隙間だった。ぴたりと閉じ合わさっていた壁どうしがさすがに捻ねじれ、俺たちが抜け出すには十分な穴を空けていた。

　ああ、出て行くならそこからだろう。そして機関車型棄竜は愚鈍で、この四方の柱に取り囲まれた空間から外には、出てこられないらしい。なら、逃げ出すのは簡単だった。

　――そのはず、だったのだけど。

　真っ先に愛理砂が穴を通り抜けようとした瞬間、壁がぶるりとわなないた。

　いや、二枚の可動壁が歪ゆがんで生まれていた穴が、いきなり復元を始めたのだ！

　しまった。俺たちは忘れていた。一見、ただ棄竜の巨体がぶつかって、連鎖的に動いているだけのような可動壁だが――違う！　それだけでこの広い第五階層の領域を、壁が動き続けるものか！

　この壁も、動きの制約があるものの、棄竜の一部だったのだ！　これまでそんな様子を見せなかったのは、本体との距離が関係するのだろうか？　おそらく近ければ近いほど、支配力も強いのだろう。

　だから。逃走を試みた俺たちを狙い、絶妙なタイミングで壁の穴が閉じ合わさる。

「愛理砂っ!!」

　紅那が悲鳴のように叫んだ。そこに黄輝士の少女の小柄な体が、挟まれたのを目撃して。

　噓だろ！　俺の脳裏をよぎったのは、あの二つに切断されて、朽くちていた棄竜の姿である。そんな、愛理砂――!?

　だが。

「《不フ・破ワ・磊ライ・堂ドウ》！」

　挟まれる寸前、愛理砂が吼ほえていた。増殖した金色の全身鎧が包み込む。いつかプールでの戦いのときにも見せた、彼女の完全防御形態だ！

　それが見事に左右から迫る、可動壁を押しとどめた。ぎしり、と嫌な軋みが聞こえたものの、「は、あっ」と愛理砂の息づかいが届けられる。

　生きてる。ぎりぎりで、彼女は身を守ったのだ！












　けれども俺たちに、ほっとしている余裕はなかった。

　別の壁に大穴を空けていた機関車型棄竜がついに、その巨体を反転させる。狙いはもちろん俺たちだ。

　いや、その中でも身動きが取れなくなった愛理砂めがけ、ゆっくりと加速を始める！　まずい!!

「あ、愛理砂っ！　逃げろ―――！」

「くっ、う、動け……ませ、ん！」

　全身鎧に身を包んだまま、壁に挟まれた愛理砂がもがく。けれどもがっちりと食い込んだ壁は、多少ごりごりと削られたものの、すぐにはどうにかできそうになかった。それより速く、巨体の棄竜が突っ込んでくるぞ!?

「くそおおおおっ!!」

【くおおおおおおおおおおん！】

　俺は咄とつ嗟さに黄輝士の少女を守る位置に、巨剣を構えて飛び込んだ。だけど紅那が「クロガ!?」と焦りの声を飛ばす。

　ああ、わかってる。斬っちゃダメだ！　斬れば愛理砂どころか俺も紅那も、全身を蒸気の熱波に焼かれて終わる。

　でも、じゃあ、どうすれば!?

　――そのとき。




「やっちゃえ、クロガ――――――――!!」

　聞き覚えのある声が、俺を押した。

　その主を、俺は迫り来る巨大な棄竜の向こう側に見る。

「颯綺!?」

　そう、槍やり型武輝を緑色に輝かせた少女だ。黒髪を縛しばるピンクのリボンすらはためかせ、彼女は棄竜が空けたばかりの穴から飛び込んでくる。

　その後ろから現れるのは、光璃ヒカリと静シズ九クの二人だった。

　まずい！　穴を抜けてこようとした二人を、左右の壁が挟み込もうとわなないた。

　けれども、なんだ？　静九が装甲型武輝を青く輝かせ、そこに水をたっぷりと湛たたえている。それをこぼすように、くぐり抜けようとした壁の穴の根元にかけた。

　同時になにかを振りまくのは、光璃だ。それがいつか彼女の見せた、二つの粉末接せつ着ちやく剤ざいが入ったボトルだと気付いたのは、壁の動きが止まってからだ。

　なぜ、ここに颯綺たちが来たのだろう。どうやって可動壁をすり抜けてきたのか――。その答えがそこにあった。そうか、接着剤で壁をうまく足止めしたんだ！

　それは光璃の杖つえ型武輝の封殻さえ、弾けなくするほどの強固な凝固性を持つ。一瞬で固着し、静九と光璃が通り抜ける猶ゆう予よを稼かせいだ。

　そうやって第五階層を進みながら、やがて颯綺が俺たちの気配を感じ取ったのだろう。いや、ここにいる棄竜をか？　きっとその両方だ。

　そして、彼女はあまりに巨大な機関車型棄竜にぎょっとしながらも、俺に向かって拳こぶしを上げていた。

「なにやってんの！　やるっきゃないじゃん、クロガっ!!」

「颯綺!!　熱風が来ます！　風の防壁をお願い!!」

　そこに紅那が指示を飛ばした。同時に俺と愛理砂の方へと走り込みながら、金髪の少女は『厨房』の中央を指し示す。

「クロガは……棄竜を、できるだけ私たちから遠ざけて！　せめて颯綺がみんなを守りやすいように！」

「……わかったッ！」

　やるしかない！　俺は全力でそれに応こたえる。

　紅那の言葉に少し戸惑うような顔をした颯綺だが、すぐに槍の切っ先を構えてみせた。

　それが、俺の動く合図となる。

「うおおおおおおおおおおおお―――――――――っ!!」

　巨剣を大きく振りかぶり、真横からスイングする。漆黒の切っ先がちょうど、挟まれた愛理砂の真上を通過するように。

　どろりとした中の液体をぶちまけながら、居並ぶ可動壁が切断された。もちろんその程度では、巨剣の勢いは落ちない。

【くおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん!!】

　これまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように――大きな顎あごを開いた巨剣が、押し迫る巨大な棄竜に食らいついた！

　衝撃が、俺の全身に伝わってくる。輝力によって強化されていなければ、肉や骨が寸断されるほどのものだ。

　けれども両腕が、両足が、大質量の突進を受け止める。焦げた床がたわむものの、次の瞬間には俺は、巨剣を振り抜いていた！

　空気が、爆はぜた。いや、真っ直ぐに突っ込んできた機関車型棄竜の体軀が、巨剣に弾かれその針路を曲げたのだ。

　同時に、食い込む刃は棄竜の内部に深く入った。

　全長二十メートルもの巨体が、頭部に繋つながる天井部分のパイプを歪ませ、身をよじる。『厨房』空間の中央で、斜めに傾かしぐ形でつっかえた。そして自らの肉体に刺さった巨剣の切っ先を、まるで信じられないものを見るかのように、無数の赤い瞳ひとみが見やる。そのときには滑なめらかに、漆黒の刃は棄竜の表面をさらに走り――。

「お、おおおおおおっ！」

　最後は、抉えぐるように捻ねじ込んだ。

　終わりだ。凄すさまじい圧力が、俺の巨剣を押し飛ばす。棄竜の赤い瞳が一斉に、明後日あさつての方を向いたかと思えば光を失う。割れた巨体の亀き裂れつから、真っ白な蒸気を噴き出して!!

　もちろんそれはこの壁で閉じられた『厨房』内に、荒れ狂おうとする。が、その寸前に吼えるのは、槍を強く輝かせた颯綺だった。

「てええええ―――――い！　風よっ、止めて―――――っ!!」

　そうだ。俺は信じる。颯綺の力を！

　巨剣を強く押し込んだ俺が、最も機関車型棄竜に近い位置にいた。飛び退くより早く、焼けた熱風が襲い来るが、大丈夫！

「《絶対無敵強風防壁ヴアロツトラマギカエドウーインフイニータ》ッ!!」

「お、おぉおおっ!?」

　真っ白な熱風が、俺に辿たどり着く寸前で、無数の風の弾丸に跳ね飛ばされた。

　それは連続して飛来し、俺を、そしてここにいるすべての少女たちを守る！

「にゃわあああああああああ――――――――――!!」

　颯綺が三みつ叉また槍を突き出して、ピンクのリボンをはためかせ、全力を振り絞る。尽きることなく風の弾たまを放ち続け、一定ラインよりこちらには、蒸気の一つも届かせない。まさに圧巻の防壁だった。白い熱波は俺のほんの数メートル向こう側で押しとどめられ、割れた巨大な棄竜の姿さえ覆おおい隠した。

　それだけ濃い蒸気の渦が、本当なら俺たちを包み込んでいたはずなのだ。巨剣を引き抜きながら、俺はぞっとする。なにより巨剣の切っ先が「見た」光景を、俺も同時に感じ取れる。さっきまで潜もぐり込んでいた漆黒の刃が、どれだけ熱い中にいたのか、嫌でも俺に伝わっていた。

　そして、噴き出す蒸気もやがて尽きる。

　颯綺が汗だくになってへばるより先に、どうにか棄竜の巨体が露あらわになった。白い蒸気を出し切って、全身の瞳を灰色に濁にごらせた棄竜は、割れた姿を俺たちにさらす。

「やっ、た……？」

　紅那がぽつりと呟つぶやいた。

　同時に颯綺が「ふはぁあっ!!」と息を吐き、ついに風の弾が尽きた。が、もう平気だ。

　蒸気は俺たちに届かない。うまく防ぎきったんだ！

「ど、どーよっ！」

　にへへ、と額ひたいに玉のような汗を浮かべつつも、颯綺が白い歯を見せた。

「やっぱアタシがいないとダメじゃん！　つーか、バッチリなタイミングで間に合ったじゃない？　さっすが、アタシ！　てゆーか、こんだけ派手に暴れ回ってくれれば、嫌でも位置はわかったんだけどねー」

　そしてちらりと視線を愛理砂に送る。

　壁に挟まれ窮きゆう地ちに立っていた黄輝士の少女は、俺が壁を斬ったことで、転がるように戒いましめから抜け出していた。

　だが、彼女は颯綺の方を見ない。緑輝士の少女と目を合わせるのが、今は気恥ずかしいからだろうか？

「なによ、愛理砂ー。ほらほら、助けてあげたアタシに、感謝の一言くらいあってもいいんじゃない？」

「……。ここまで来れたのは、光璃と静九の助力もあったせいだとは思いますが？」

「うっ。い、いや、それはそうだけどさー。ちょっとアンタ、かわいくなくない？　いつものことだけど……！」

「少し黙っておいてください。妙です……気付かないのですか？」

　しかし、愛理砂がいちいち取り合わないのには、別の理由があるようだった。

　気付かない？　その言葉に俺も颯綺も、紅那や静九、光璃までもが反応する。自おのずとみんなで見やったのは、愛理砂の視線の先――破壊した棄竜の巨体が頽くずおれた、その頭上だ。

　そこに、大きな穴が空いていた。あれは、なんだ？　いつ？　――最初から？

「！　パイプが割れてっ！」

　俺は大きく息を呑んだ。棄竜の一部と化していた、白く輝く天井に這っていた無数のパイプ。それらはすべて引き千切られるように破損して、繋がる「根元」が露出したのだ。

　パイプはなんと、奥の壁際の真上に位置する、四角い穴に繋がっていたのか。

　だけど、そこになぜ愛理砂が注視するのか――？

　遅れて察したのは、緑輝士の颯綺だった。

「へ？　なに？　風が、あそこに……？　ううん、蒸気が一気に上へ抜けて！　だからアタシが防ぎきれたの!?」

　――蒸気が、抜けた？

　その意味を悟り、俺もようやく理解する。そうか、さっき颯綺が防いだ大量の蒸気は、あの穴から出て行ったのか？

　そうだ。そもそもこの限られた空間で、あれだけの熱波がすぐに収まる方がおかしいんだ！

　いや、おかげで俺たちは助かったわけだけど。

　しかし――直後、颯綺が明らかに動揺した。

「そ、ん、な……なん、で!?　う、噓うそっ!!」

　顔面を蒼そう白はくにして、彼女は槍を抱えたままで耳を塞ふさぐ。

　なに？　俺たちには意味がわからない。側そばにいた光璃や静九が駆け寄った。

「どうしたの～、颯綺？」

「あ、あの、颯綺さん？　どこか怪け我がでもされたんですか……？」

「……違う。アタシ、じゃない。アタシじゃ」

　震えながらも颯綺は指で、あの穴を指し示した。

「上、ですかッ」

　それだけで言い当てるのは、ずっと穴を睨んでいた愛理砂だった。

「上？　そ、それって！」

　続いて紅那が反応する。いや、その頃には俺もすべてを理解していた。

　蒸気は、ここから上に抜けた。この第五階層から。

　なら、その真上にあるのはなんだ？　第四階層に間違いない。

　そして、高熱の蒸気はそこに流れていった。人も棄竜も焼き殺すほどの熱波が、大量に――！

　まさか!!

「呻うめいてる……みんなっ。あああああ」

　風属性で、遠くの音に敏感な少女は一人、恐怖のあまりぼろぼろと涙した。

　いつもの気丈な彼女からは、考えられないほどの狼ろう狽ばいぶりだ。いや、それだけ凄せい惨さんな声が、颯綺には聞こえているのだろう。

「熱い、苦しい、痛いって！　なんで、なんでええ――!!」
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「行きます。《石セキ・載サイ・重ジユウ・陵リヨウ》！」

　泣き叫び、ついには蹲うずくまってしまった颯サツ綺キに代わり、愛ア理リ砂サが動く。

　彼女が金色の武輝を突き刺したのは、あの頽れた棄竜の巨体だ。今は動かない金属と化したその表面が、黄輝士の輝力に導かれ、その形を変へん貌ぼうさせる――。

　できあがったのはごつごつとした階段だった。それは十メートルもの高さに達する。

　残念ながら愛理砂の力では、そこまでが限界のようだったが――十分だ！

「紅那クレナっ！　先に見てくる!!」

　俺は巨剣を携たずさえて、階段を駆け上がった。

「気を付けて、クロガ！」

　赤輝士の少女が忠告を飛ばす。ああ、わかってる！　けれどもまずは確認が必要だった。俺は階段の頂上を蹴けり、高々と跳ちよう躍やくした。

　さらに、突き上げるのは漆黒の巨剣だ。

【くおおおおおおおおおおん!!】

　巨剣の切っ先が、真上に開いた天井の穴へと突き刺さる。いや、その縁にうまく開いた顎で嚙かみついたのだ。十メートルもの刀身は、この『厨房』の上にある、第四階層へと届いたらしい。そして巨剣は飛び上がった俺の体を引き上げる。

　次の瞬間には四角い穴を通り抜けて、俺は第四階層に飛び出していた。

　――そこには、絶望の光景が広がっていた。

「！　な……！」

　未いまだ白い蒸気がわずかに霞かすむ、暑い中。まず視界に飛び込んできたのは、ぽっかりと拓ひらけた空間だった。

　だがそこに、俺は見覚えがある。

　無数の巨大な棚が並んだ、あの『安全地帯』の中だった。まさか！　俺は飛び上がってきたばかりの、四角い穴を確認する。

　破れた配管の奥に、穴は隠されていたらしい。そこはちょうど、いつぞや雨李亜アメリアさんと赴おもむいた、火傷をした輝士がいた治療槽の側だった。

「いや、これ……棄竜の生み出す、蒸気って」

　今、俺はわかった。

　なぜ『安全地帯』に漏れた浄じよう水すいが、お湯に変化していたのか。それはその下に、巨大な熱源が潜ひそんでいたからだ。

　すなわち第五階層に巣くっていた機関車型棄竜こそが、水を温めていたのである！

　だが棄竜が破壊された今、絶命とともに吐き出された大量の蒸気は、逃げ場を失い真上へと流れ込んだ。

　そこは礫土レキトたちの手によって、厚い壁で囲われた、閉鎖された空間だ。

　ねっとりとした重い湿気の中に、嫌な臭においが充満していた。息を吸えば嫌でも鼻の奥に留まり、吐き気を強く催もよおしてくる。

「そ、ん、な……！」

　ああ。俺は、颯綺がなぜあんなに取り乱したのかを理解した。

　たくさんの、人の呻きがここにはあった。

　巨大な棚の上で、ゴムの貼はられた床の上で、いくつもの人影が倒れている。

　いや、人の形とはもう、かけ離れた者たちだ。

　誰もが突然の熱風に焼かれ、服は焦げ、皮膚は赤黒く溶けて――腫はれ上がり、破裂し。ぐしゃぐしゃになって、その場で身動き一つしない。

　ほとんどが蒸気を吸い込み、肺を焼き、即死してしまったのだろう。

　中にはまだ、わずかに息をしている者もいた。呻きはそこからもたらされる。けれども、死んでいた方がマシだった。

　いいや、彼らもまた、ゆっくりと最期の時を迎えていく――。

「あ、あああっ！」

　俺は慌てて、近くの一人に駆け寄った。が、なにもできない。触れて起き上がらせることすら、俺は自ずと躊躇ためらった。無意味だとわかったから。

　眼球は爆ぜ、顔面はふくれあがり、もうどんな顔をしていたかさえ判別できない状態だ。唇くちびるだと思われるわずかな隙間から、ひゅうひゅうという呼吸音がしていたものの、あっという間に小さくなって途切れてしまう。

　死んだ。苦しんで、絶命したのだ。

　他に、まだ生きていた者たちも同様だ。聞こえていた呻きは次々に消えて、最後はなにも聞こえなくなる。

　――ここには、五十人近くもの輝士たちがいたというのに!!

「俺たちの……せい、なのか……？」

　いや、俺が棄竜を倒したから？

　違う――。これは仕組まれた罠わなだったのだ！

「ククク……。ハハッ、ハハハハハハハハハ!!　こうも見事にいくとはな！」

「!?　なっ！」

　熱気と肉の濃い臭みと、静せい寂じやくだけが満ちていた『安全地帯』に、突然哄こう笑しようが響き渡った。

　俺以外に、動く者などいないはずだ。だが、薄くなっていく蒸気の中、腹を抱えて笑い続ける人影が一つあった。

　それは、誰だ？　男、だった。たぶん。

　焼けただれた肌をして、縮れた髪を持つ男。俺は彼を知っている。治療槽に寝かされていた、雷属性の重傷者だ！

　だけど今、寝たきりだったはずの彼は、二本の足でしっかりと立っていた。さらに右手に握られているものは、武輝か？

　ああ、間違いない。封殻が弾けて、光の輝キ刃バを形成している。

　けれどもその輝きは、「緑」だった。

　おかしい。雷属性なら紫輝士だ。輝刃は、紫色をしているはずなのに！

　いいや、なによりも――高笑いを続けるその雰囲気が異様だった。なぜ、笑う？　なぜ、笑える？　こんな凄惨な光景を前にして！

「あ、あんたはっ！」

「どうだ、クロガ？　気分は？　その顔が見たかったぞ！」

　ただれた顔を愉ゆ悦えつでぐにゃりと男は歪めた。

　そのときには、俺は彼の持っている武輝の形状に気付いた。

「……それ、は!?」

　噓、だろう？　俺は信じられない。

　けれども思い出すのは、いつか紅那に教えてもらった武輝のことだ。軽量化されたレイピア型武輝は、細腕の女輝士用にあてがわれる代物だと。ただし数が限られるため、腕の立つ者にしか与えられない、数の少ないものでもある。

　そして俺は一度だけ、レイピア型武輝を持つ者を見たことがあった。

「う、そ、だ……！」

　――すべてが、わかった。でも、まさか！

「だって、そんな！　確かめたはずなのに!?」

「ふふん。だが、貴様は触れなかっただろう？　このわたしに」

　不敵に鼻を鳴らした男は、その顔も体軀も変貌させる――。全身から、黒き闇やみがわき出ていた。それは写し取っていた外見を紐ひも解とき、本来の姿を露わにした。

　真っ白な肌と髪を持つ少女が、ついに正体を現した。

　闇を使い、性別すら偽装できる、もう一人の黒輝士――ヨルダだ！

　俺は漆黒の巨剣の切っ先を、『安全地帯』の床に落とした。あまりのことに言葉を失う。

　だから、嬉うれしそうにヨルダが目を細めた。『安全地帯』で死んでいった、いくつもの骸むくろを見ては、踊るようにステップを踏む。

「すばらしいぞ、クロガ。貴様は見事にやってのけたのだ。楽しいぞ、わたしは。ふふふ」

「……ヨ、ルダ」

「愚かな者どもが一度に死んでいく様は、圧巻だな！　計画は、ここに赤輝士が一人もいなかったからこそ思いついたのだ。おかげで蒸気が来る気配を、一人も察知できないまま、焼け死んだ。緑輝士がいたとしても、気付かなければ防ぎようがあるまい？」

　なあ？　とばかりに白髪の少女は、その手に握るレイピアの緑の刃を振ってみせた。

　緑？　なぜ？　あれは風属性の力の表れだ。ああ、だからヨルダは熱風の吹き付ける中、一人だけ身を守ることができたのだろう。

　だけど今、俺の目の前で、その輝刃の色が変わる。今度は赤い色に染まった。

　輝力の属性が、変化する？　しかも自在に!?

「あ、あ……」

　そうだ。俺は忘れていた！

　ヨルダは、かつて赤輝士の一人である、朱深アケミにその姿を変えていた。火属性の輝士となって、中隊にまんまと紛まぎれ込んでいたのだ。

　その際、武輝を赤く輝かせたことがなかっただろうか？

　あったはずだ。輝刃の色すら偽装して――ヨルダは完かん璧ぺきに、成り代わっていたのである！

　つまり、彼女は。

「憶おぼえていないのだろう？　貴様は。闇属性の真髓は、姿を写し取るだけではない。わたしのように極めれば……他の属性すらも『複写』することができるのだ！」

　ヨルダはけらけら笑い続けた。とてもとても楽しそうに。

　それは『安全地帯』にいたみんなを、計画通り殺せたから。それも俺に棄竜を手にかけさせる、という回りくどいことを成して。

　なぜ？　俺は戦せん慄りつするしかない。

　彼女は、ただ俺を苦しめるためだけに、こんな大がかりな罠を仕掛けたのだ。

　第五階層で雷属性の輝士をコピーし、さらに『安全地帯』でも適当な緑輝士の力のみをコピーして、待っていた。ひたすらに、このときが訪れるのを！

「どうだ？　クロガ。貴様のせいで、またゴミどもが死んだぞ？　ん？」

　嬉き々きとしてヨルダが告げる。

　俺は、俺は――！

　許せない!!

「ヨルダ……なぜ、お前はッ！」

　漆黒の巨剣が身をもたげた。その顎が大きく裂ける。

　黒い憎ぞう悪おが、俺の中に生まれていた。それを吸い、巨剣の色がいっそう濃くなる。

「ほう。前回よりは、マシな闇だな」

　それを見て、しかし黒輝士の少女はいっそう冷たく微笑ほほえんだ。

「来るがいい。できそこないの貴様との違いを、再び思い知らせてやろう」

　ヨルダの持つ武輝の刃が、漆黒に染まった。
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「ヨルダぁあああああああああああ――――――――ッ!!」

【くおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん!!】

　蒸気で濡ぬれた床を蹴り、俺と巨剣がヨルダに迫る。

　瞬時に反応したのは、黒く変わったレイピア型武輝だ。鞭むちのようにやわらかくしなり、ぱっと散る。

　黒い軌跡がいくつか生まれた。どれもが封殻のパーツを兜かぶとのように先端に着けた、漆黒の蛇へびとなる。

【きしゃああああああああああああああああああっ!!】

　飛びかかった俺と巨剣に、無数の蛇が叩たたき込まれる。

　それは一つ一つが自在にうねり、四方八方から襲い来た。かわせない！　なら、すべてまとめて薙なぎ払うのみだ！

「ぜぇぇえええいっ!!」

　俺は巨剣の刀身を起こし、叩きつけるようにして漆黒の蛇たちを弾き飛ばした。

　――剣圧に巻き込まれ、この『安全地帯』に居並ぶ棚が、いくつか鮮やかに斬り飛んだ。

　が、巨剣の切っ先はヨルダには届かない。弾き飛ばされた蛇の鞭を操って、彼女は取り巻く棚の一つに引っかける。そのまま身軽に飛び上がり、十メートルはある棚の最上段に降り立った。

　いや、それくらいの距離ならば、俺の攻撃範囲内だ！

「絶対に……ここで、終わらせる!!」

　惨さん劇げきをまた繰り返してしまった。俺はそれが許せない。ヨルダも、俺もっ！

　人を斬る。それは俺にとって、きっと初めてのことだ。巨剣を握る指が汗ばむ。

　けれども、俺は彼女を斬らなくちゃいけない。

　この殺人狂を止めるのは、きっと同じ黒輝士である俺の役目だ！

　だが――。

【くおおおおおおおおおおおおおん！】

　振り下ろした巨剣が棚を縦に引き裂いた。けれどもその上にいたはずのヨルダには、またもや届くことがなかった。寸前で鞭の蛇を叩きつけ、巨剣の軌道を逸らしたのだ。

　そのまま彼女は、崩壊する棚に紛れて姿を消した。

「！　なにっ？」

　どこだ！　崩れ落ちた棚の破は片へんは、もうもうと辺りに埃ほこりを舞い上がらせる。闇属性の俺であっても、さすがに見通せない状況だ。

　いいや、これに乗じてヨルダが来る!?　巨剣を引き寄せ、俺は身構える。いつでも反射的に斬れるように、と。

　すべての感覚を研とぎ澄すませ――ゆっくりと落ち着いていく埃の中で、俺の呼吸音だけが聞こえる。

　そこに、ヨルダの声が反響した。

「クロガ……。貴様は、そんなにゴミどもを殺したのが気にかかるのか？」

「ヨルダ!?　どこだっ！」

　位置はわからない。棚の瓦が礫れきの陰にでも、うまく隠れているのだろうか。

「相変わらず、貴様はどうしようもない欠陥品だな」

　後ろ？　俺は振り返る。いや、そこにもヨルダの姿はない。

「いいだろう。貴様がどれだけ愚かなのか、死ぬ前に思い知らせてやろう」

「な、なにい!?」

「貴様が貴様である限り……わたしには勝てないということをな！」

　思い知らせる？　いったいどういう意味なのか――。

　理解するより早く俺は、なにかの気配を感じ取る。

　ヨルダ!?　弾けるように体が動いた。漆黒の巨剣を振り回す。また周囲の棚が巻き込まれ、斬り飛んだものの、関係ない！

　薄れた埃の向こう側。確かにそこに、動く人影を捉えた。いける！　俺は確信する。ふらりと現れたヨルダは、まるで無防備だった。これまで見事に逃げ回っていたのが噓のようだ。これなら、当たる!!

　だが、そのことがわずかに俺の巨剣を鈍にぶらせる。ヨルダがそんな迂闊なことをするだろうか？　いいや、しない。するものか！

　――だから、俺は目撃する。

「!!」

　巨剣の起こす風圧で、切っ先が届くより早く、舞い上がっていた埃が一気に吹き飛んだ。その向こうに立っていて、驚いた顔でこちらを見ていたのは――ヨルダじゃない。

　長い黒髪の、黒服を着た女性。顔や腕を少し焦がした、しかしちゃんと生きている、見覚えのある相手だった。

　雨李亜アメリアさんだ！　生きていたのか!?

「……あ、う、わあッ!?」

　まずい！　俺は咄嗟に巨剣を捻る。横よこ薙なぎの一いつ閃せんを、全力で固い床に叩きつけた。黒き巨剣は深々と床を抉りつつも、強烈なブレーキに身を震わせた。壊れそうなほどの衝撃が、俺の両腕さえも揺るがす。嚙み締めた奥歯から、血の味が口に広がった――。

　おかげで、ぎりぎり間に合った！　巨剣は「きゃあ！」とふらついた雨李亜さんの足元で、どうにか止まる。

「は、ああっ！」

　俺は大きく息を吐いた。よかった、巻き込まずに済んだ！

　雨李亜さんもびっくりしたのか、その場で力なく尻しり餅もちをつく。

「生きて、た……？」

　満まん身しん創そう痍いながらも、生き残っていた青輝士の女性に、俺の心臓がばくばく跳ねる。

　危なかった。もう少しで斬ってしまうところだった。

「雨李亜さんっ!!」

　俺は彼女の無事を確かめるように、その名を呼ぶ。同時に、全身から汗が噴き出していた。

　これか？　またヨルダの作戦なのか？　――せっかく生き残っていた雨李亜さんを俺が斬ることで、さらに苦しめようとしたのか！

　させない。俺は巨剣を床から持ち上げて、雨李亜さんのもとに駆けつける。

「こん、な……こんなっ」

　雨李亜さんは生きてはいたが、息も絶え絶えといった様子だ。火傷も負い、『安全地帯』の変わり果てた姿を見てか、青ざめた唇を震わせる。

「ヨルダです！　あいつが、全部やったんだ!!」

「クロガ、さん……」

「大丈夫。俺が守ります！　絶対に離れないで」

「ああ……ほんと、あなたという方は」

　安あん堵ど、したのか？　慌てて背後に庇かばった俺に、雨李亜さんが深い溜ため息いきとともに、身を寄せてくる。

　だが、その手が俺の背中に触れたとき――。

「愚か、だなッ」

「えっ」

　気付いたときには、もう遅かった。

　俺は背後から、凄まじい一撃をもらっていた。両足が床から離れ、宙に舞う。棚の瓦礫の山に巨剣とともに突っ込んだ。

　黒い輝キ刃バが明滅し、その光を霞ませる。それでもどうにか輝きを維持し、俺は必死に這い上がった。

　なにが起きたのかは、もうすべてわかっていた。

　右手で青く染めたレイピア型武輝をかざした雨李亜さんは――その姿を闇に溶かす。そこから現れたのは白髪の少女だった。

「ヨ、ルダ……!?」

「ふん、こいつの力はかなり弱かったな？　『複写』するのは簡単だったが、攻撃には向かないらしい。よかったなクロガ、致命傷にはならなくて」

「な……なっ？」

「雨李亜とかいう女が生きていると、本気で思ったか？　残念。わたしが陰で写し取っただけだ。ハハハ！」

　倒れた俺に向かい、ヨルダは侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを向けていた。

　これが、ヨルダの真意？　俺を騙だまして倒すことこそが、彼女の「思い知らせる」やり方なのか――くそおおっ！

「ヨル、ダあぁあああ……！」

「ハハハ！　悔しいか、クロガ？　言っただろう、貴様はわたしには勝てぬ、と。記憶をなくしていても、その愚かさだけは、未だ変わらないのだからなッ！」

「な、ん……だ、と？」

「本当に愚かの極みだ、貴様は。よもやこうも、あのときのように再びゴミを庇い、自ら隙をつくるとは。……ふふん、思い知るがいい。貴様はつくづくできそこないなのだッ、クロガ!!」

　な、に？　ヨルダの吐き捨てた言葉のいくつかが、倒れた俺に突き刺さった。

　中でもちりちりと、俺の頭を刺激したのは――「再び庇った」というところだ。

　その意味は、つまり――。かつて俺は、誰かを守った、ってことか？

　そして、そのせいでやられてしまった？　このヨルダに!?

「っ……！」

　そうだ。あのノイズにまみれた記憶の中、『姫』の声が俺を呼んだ。




『……どうして!!』




　その声が五人の少女の誰のものなのかは、依然としてわからない。けれども、守ったのか？　俺は、『姫』を!?

　――こんなときに、呼びかけた『姫』の前で崩れ落ちた感覚が蘇よみがえる。そう、なのか？

　いいや、同時に痛感させられるのは、また「負けた」という事実だった。

　俺は勝てない。ヨルダに。

　同じ、黒輝士であるはずなのに――！




[image: ]















「クロガ――――――――っ！」

　だがそこに、飛び込んでくる者がいた。

　床に空いたあの穴から、風をつれて飛ひ翔しようしてきた、槍やり型武ぶ輝きに跨またがる颯サツ綺キだ。

「ヨルダ！　こんのぉおおおおおおお!!」

「さ、颯綺っ!?」

　先ほどまで泣いていたはずの緑みどり輝き士しの少女は、その鋭するどい聴覚で、こちらの状況をすべて把は握あくしていたのだろう。

　怒りが彼女を包む風を、暴風と化していた。

「よくも、よくもよくもよくもっ！　ここにいるみんなを―――――!!」

　そのままがむしゃらに、颯綺はヨルダに突撃した。

　が、輝き法ほうでさらに威力を上げるより早く――ヨルダが武輝を軽く振った。

　青色に輝くレイピアに戻った武輝。その刀身が、今度は鮮やかな緑に染まり、風を操る。颯綺の纏まとう暴風を打ち消すように渦が巻き、緑輝士の少女の体が跳はね上げられた。

「ちょッ、マジ!?　にゃうっ！」

　一気に失速した颯綺が、あわやそのまま墜落しかける。いや、彼女は空中で姿勢を制御し、槍の先端を床に滑すべらせるようにして着地した。

　が、濡ぬれた床では止まらない――。

「わ、わ、わあぁ―――っ!?」

　彼女が突っ込んできたのは、ようやく身を起こした俺のいる、棚の瓦が礫れきの中だった。

　いや、偶然じゃない。ヨルダが二人そろうように、弾はじき飛ばしてみせたのだ。

「ゴミが、いちいちわずらわしいぞ……！」

　そう言いながらもヨルダは、嬉き々きとした様子でゆっくりと歩いてくる。

　彼女にとって、俺たちは一人だろうが二人だろうが、特に意味はないのだろう。まとめて翻ほん弄ろうするだけの、気にかけるまでもない弱者。きっとそれだけだ。

　事実、さっきのヨルダの一撃で、俺の体はガタガタだった。たぶん周囲の水を掻かき集めた、水圧の攻撃を受けたのだろう。背中を中心に、俺はびっしょり濡れていた。起き上がったものの体は重く、巨きよ剣けんを維持するのがやっとだった。

　さらに、颯綺も似たようなものだ。

「冗談、じゃ、ないってのー！」

　気力を振り絞って立ち上がるが、三みつ叉またに展開した槍の輝きがくすんでいた。

　もともと機関車型棄き竜りゆうとの戦闘で、かなり輝き力りよくを消しよう耗もうしているのだ。さっきの突撃が、ほとんど限界だったのだろう。あとは根性だけで踏ん張っている、という印象だった。

　そうだ。届かないんだ！　ヨルダには。

　俺たちの誰よりも、ヨルダの輝力は圧倒的だ。また、使いこなす技量にも長たけている。敵かなわない！

「クロガ……一緒に行くよ！」

　それは、颯綺も嫌でも感じているのだろう。そう、だからこそ！

「アタシたち一人ずつじゃ、絶対勝てない！　だけど、こっちは二人だから。やるよー！」

「颯綺？　そう、か」

　ああ。俺はふと、彼女の言葉に導かれる。

　そうだ、俺たちは一人一人じゃヨルダに勝てない。

　だけど――二人が、力を重ねたなら？

「でき、るか？　……いや、やるんだっ。やってみせる!!」

「？　クロガ、なにを……」

「振り絞れ!!　そして応こたえろ、俺の輝力ッ！」

　がつん！　と俺は巨剣の黒い刀身を、颯綺の槍の切っ先にぶつけていた。

　それは、直感的なもの。――そうだ、俺がずっとできなかった、輝き法ほうへの昇しよう華かのイメージ。

　ただ体が動いていた。そうすればいいんだ、ってなにかが囁ささやく。

　これは、巨剣？

【くおおおおおおおおおおおおおおおんっ！】

　俺の輝力により生まれた、漆黒の輝キ刃バが唸うなる。ああ、俺の輝力が教えてくれた。十メートルもの刀身を、ぶるりと大きく震わせて！

　直後。

「え、えええー!?　クロガっ？」

「なん、だと！　貴様、それは！」

　颯綺とヨルダがおののいていた。

　俺の手の中で、巨剣が姿を変えていた。黒い色を失って、代わりに鮮やかな緑の輝きへと変へん貌ぼうする。

「そうだ！　写し取れ……風の力を!!」

【りゅおおおおおおおおおおおおおおおおん!!】

　俺の強い意志を受けて、新たな叫びを巨剣が上げる。全身を緑に染めて――風が、吹いた。強い空気の流れが起きて、俺を取り巻く。

「バカなっ！　貴様に、こんな真ま似ねがッ！」

　風に叩たたかれ、ヨルダがひるむ。別に、大したことじゃない。俺はヨルダの真似をしただけだ。

　彼女のように、誰かの姿をコピーすることはできそうにない。だけど、せめて武輝だけなら！　少なくとも闇やみ属性の力というのは、他者を真似るというものらしい。なら、同じ黒輝士の俺にもできるはずなんだ！

【きしゃあああああああっ！】

　が、ヨルダは武輝を漆黒に染めて、再び無数の蛇へびを生み出した。

「だから、どうした!!　たかが『複写』ができただけで、わたしに勝てると思うなよ？　欠けつ陥かん品ひんの貴様ごときが！」

　ヨルダは漆黒の蛇を振るった。そのすべてが鋭利な弧こを描き、俺と颯綺に迫り来る！

　わかってる。しょせん真似ただけのこの力では、ヨルダの闇を防げない。今までの巨剣と同じだ。

　だけど、俺は一人じゃない!!

「颯綺―――ッ!!」

「！　クロガ……合わせるよ！　やっちゃええええええ――――!!」

　巨剣と、槍。二つの緑の輝刃を、俺たちは重ねる。

　瞬間、言葉が胸にわいた。

　――輝力を導くための、「言こと霊だま」が！

「颯さつ爽そうたる風よっ、数あま多たの牙きばとなりて穿うがち抜けえっ！　……《千刃暴竜サウザンド・ドラグ・フアング》!!」

　それは初めて俺の使った、輝法だった。

　単に《結晶マテリア》化した刃をぶつけるだけのものじゃない。意思を乗せた攻撃だ！

　轟ごう！　と風が渦巻いた。それはこの空間すべてに波及する。

【りゅおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん!!】

　できあがったのは、重ね合わせた巨剣と槍とを中心とする、強烈な竜巻だった。いや、小型の台風か？

　中心にいる俺たちだけは無風の中、『安全地帯』を掻き回す！　迫り来る無数の黒き蛇たちも、すさまじい風の流れに巻き込まれた。その使い手であるヨルダごと！

　が、それでもヨルダは屈しない。

「舐な、める、なぁあああ――――――ッ!!」

　俺たちが放った風の塊に向けて、漆黒の蛇たちを一つにまとめる。分散していた力を、レイピア型武輝の本来の姿に戻したのだ。

　それは真正面から、渦巻く風を受け止める――！

【きしゃあああああアアアアアアアアアアアア!!】

　いや、最後には――弾いた！　噓うそだろ！

　もちろん『安全地帯』の濡れた床を、真まっ直すぐに押し込まれ、あわや通路の方まで飛ばされるところだった。が、ヨルダは見事、踏ん張りきる。

「貴、様、らああああああ！」

　荒い息に肩を上下させてはいたが、無傷だった。苛いら立だちに任せて、彼女は漆黒のレイピアで床を叩く。

　蛇どもを束ねたそれは、わずかに先端が触れただけで、ごりごりと厚いゴム塗装を抉えぐった。

　凄すさまじい殺気が、ヨルダから放たれていた。その白はく髪はつは逆立ち、揺ゆらめく。

　一方、こちらはというと――。

「ご、ごめんー……クロガっ」

　颯綺がへばり、片かた膝ひざをついた。槍型武輝の輝きが失うせ、鎧よろいからも緑の光が掻き消える。

　彼女の輝力が尽きたのだ。

　まずい。俺は緑に染まる巨剣を構え直したものの、迫り来るヨルダを前に打つ手がない。

　さっきの輝法は、属性を合わせる相手がいたからこそだ。

　――あと少しだったのに！

　だが、そのとき。

「私がいますっ、クロガ!!」

「えっ。……紅那クレナ!?」

　いつの間にそこにいたのか。金きん髪ぱつの赤輝士の少女が、あの穴から第四階層へと現れていた。

　いや、穴からはまるで間欠泉のように、巨大な水柱が上がっている。その上にへばりつくのは、直径三メートルほどの青い盾を形成し、それを足場にしていた静シズ九クだ。輝力で『厨ちゆう房ぼう』にあった配水管から水を導き、ここまでのエレベーターとしたのだろう。そこには愛ア理リ砂サや光璃ヒカリの姿も存在した。

　が、誰よりも早く紅那が赤い刃を煌きらめかせ、俺のもとへと走り込んだ。

　彼女は、先ほどの俺と颯綺が力を合わせたのを見ていたのか。そうだ、できる！　俺は一人じゃない。

「ゴミがああ―――――っ!!」

　ヨルダが全力で突っ込んできた。

　が、俺は逆を行く。巨剣を構えたまま、後ろに下がった。駆け寄る紅那との距離を詰める形で！

　それはへばった颯綺が、俺の足を強くはたいて促うながしたおかげだ。同時に彼女は槍を抱えて、転がるように俺から離れる。

　いや、俺とヨルダとの戦いに、巻き込まれないように！

　その配慮が俺を動かしたのだ。颯綺の思いは無駄にしない！

　一瞬早く、俺は紅那と接触を果たす。ぶつけ合うのは、緑に染まった巨剣と、赤い刀型武輝だ。

　もう、やり方はわかってる。巨剣が、今度は真紅に変わった。

　ああ。ヨルダが慌あわててレイピア型武輝で防御しようと反応しても、もう遅い!!

「紅ぐ蓮れんの炎よ……灼しやく熱ねつの翼つばさとなりて焼き尽くせええ！　《融解翔竜メルテイング・ドラグ・ウイング》!!」

【しゅおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん!!】

　赤き巨剣が咆ほう吼こうし、巨大な炎が生み出される。

　それはさながら、両翼を広げた火の鳥だ。燃えさかる翼は『安全地帯』の空気を焦こがす。床を濡らしていた湿気さえ、瞬く間に蒸発させた。

　瞬間、爆音が轟とどろく――。あまりに熱せられた空気が、水蒸気爆発を起こしたのか？

　いいや、それはすべて俺と紅那の制御する、炎による破壊の力だ。後方の静九に光璃、愛理砂や――少し離れたところで身を伏せる、颯綺を効果範囲から外す。向けるのはただ一点、正面にいるヨルダのみ！

「まさか、こんな！　このわたしがっ、ゴミどもに～～～～～……!!」

　炎の塊に吹き飛ばされて、ヨルダの絶叫が掻き消えた。
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　風と、炎。二つの輝法による攻撃は、『安全地帯』そのものの形すら変えてしまった。

　死体が折り重なっていた棚のほとんどは崩壊し、無数にあった通路などは、なんと一本になっていた。仕切っていた階層の壁ごと砕き、溶かしてしまったせいだ。

　その奥にあった、礫土レキトたちが作り上げた土壁すらも、焦げて大きな亀き裂れつを刻む――。

　それは吹き飛ばされたヨルダが、『安全地帯』の外まで飛ばされた痕こん跡せきだろう。

「やった、のです、か？」

　赤い刃を構えたまま、紅那クレナが呻うめく。

「手て応ごたえはあった、と思う。でも……」

　もう限界だ。俺は巨剣と鎧から、輝力の輝きを失わせた。

「ぐ、うっ！」

　襲ってくるのは猛烈な疲労感だ。大たい剣けんに戻った武輝すら落としそうになり、なんとか俺は踏ん張った。まだだ。まだ、ヨルダの生死が確認できてない！

　いや、それでも。

「……。勝った、のか？　あのヨルダに！」

　重い足を引きずって、紅那とともに土壁の亀裂へと向かいながら、俺は呻く。

　紅那がふっ、と微笑ほほえんだ。

「そうです、クロガ！　勝ちました！」

「俺は……」

　辿たどり着いた、土壁の前。その向こうに見えたのは、『安全地帯』の外側だ。押し寄せた土が被かぶさるその場所に、真っ直ぐ焦げ跡がついていた。俺と紅那の放った炎は、ここまで焼き尽くしていたのだ。

　はたしてこれで、生きている人間などいるだろうか？

　殺してしまった、という実感はまだ起きない。放った力があまりにも大きすぎて、現実味がなかったんだ。これを、俺が？

　でも、確かにヨルダの姿はない。

「勝った。やったんだ」

　口に出すことで、俺は自分を納得させる。

　そうさ！　ついに――勝った！

「あのヨルダに、初めて!!」

　いいや、そう思ったときだった。



　――なん、だ？





　違和感が生まれた。闇色のノイズが、頭の中を駆け巡る。

　そこに見えたのは、過去のヴィジョン。俺がまだ思い出せていない、ヨルダに「さよなら」を告げられたときのものだ。

　だけど、それは。


　待て、よ――？



　俺の前に、倒れている者がいた。

　それは一人の少女である。

　長い白髪を、滲にじむ血に染めた彼女は！

　　　　――ヨルダ!?

「っ！」

　なんだ？　おかしい。だってヨルダはどう見ても、「勝者」じゃなかった。

　まるで敗者のように這はいつくばり、憎にく々にくしげに俺の方を睨にらんでいる。

　そう。勝っていたのは、俺の方？



　そんな――！





　まさか！　いったいどういうことなんだ!?

「クロガ？　どうしたのですか？」

　ふいに頭を抱えてふらついた俺に、さすがに紅那が声をかけた。

　ダメだ。まるでわからない。

「記憶が……おかしいんだっ」

　頭が、痛い。辻つじ褄つまが合わない。

「負けたはず、なのに。俺はヨルダにやられて、あの冷蔵庫型棄竜に飲まれた。そこを雪ユキ司ジさんに助けられ、紅那と出会ったんだ！」

「？　クロガ？」

「でも、なんだ、これ！　俺は、ヨルダに勝っていた？　なんでそんな記憶があるんだ！」

「え、ええっ？」

「わからない！　矛む盾じゆんしてる！　勝ってたのなら、俺が棄竜に食われるなんてこと、なかったはずだ。なのに！」

『……勝ったのはわたしだ、クロガっ』

　すると突然、そんな声が聞こえてきた――。

「「!?」」

　俺も紅那も、反射的に身構えた。

　それは後から追いかけてきた、颯サツ綺キや愛ア理リ砂サ、静シズ九クに光璃ヒカリも同じである。

「ヨルダ！　生きていたのですかっ！」

　力尽きた俺を庇かばって、赤い刃を携えた紅那が、声のした土壁の亀裂の前に進み出る。

　続くのは愛理砂だ。消耗し、輝きを曇らせる金色のソードブレイカーを、それでも負けじと真っ直ぐに構えた。

　青い盾を小型化した静九は、武輝が使えず《結晶マテリア》化できていない光璃を、震えながらも守ろうとする。光璃は、へばっていた颯綺に肩を貸した恰かつ好こうで、たじろぐように後ろに数歩下がった。

　まさか、あれだけの攻撃をまともに食らって、無事だなんて！　俺たちの誰もがさすがに驚きよう愕がくする。

　だが、ヨルダの姿は見られない。

『貴様に……。できそこないに、この完全なるわたしが負けるものか！』

　かわりに声だけが、『安全地帯』の外から届けられる。

『そうだ。貴様はゴミに固こ執しつしたせいで、負けたのだ！』

「アイツ、風属性の力、使ってるよ！」

　そう感じ取るのは、疲ひ弊へいしきっていても必死に耳を澄すます颯綺だ。

　まだそんな力を残してたのか！　俺はヨルダにぞっとする。

　――だが、それ以上に腹が立った。

「なにが……勝った、負けた、だよ。くだらない」

　つい、目の前にあるひび割れた土壁を拳こぶしで殴なぐった。

　あれだけ分厚く、頑丈そうだった土壁は、それだけでぼろぼろと崩れていく。

　あまりに変わり果てた姿だった。ああ、そうだ。振り返れば――死し屍し累るい々るいの『安全地帯』の様子が、改めて飛び込んできた。

　五十人も死んだ。死んでしまった。

　なのに、それをしでかした張本人は、また逃げて。

「絶対に許さないぞ、俺は。ヨルダ!!」

　俺は吼ほえた。力一杯。

「これだけの人を殺して、逃げて！　絶対に償つぐなわせてやる！　この罪をっ!!」

　罪を――。土壁の亀裂に向き直り、力強く吐き捨てたその言葉が、『安全地帯』の外に虚むなしく響いていった。

　ああ、きっとできる。俺は手にした大剣型武輝を、いっそう強く握りしめた。もう大丈夫だ。

　記憶がないのは相変わらずだが、俺はもう輝法を使える。それは他の属性の力をコピーする、というもの。

　すなわちここにいる五人の少女たち全員と、輝力を重ねて増幅できるのだ。

　もう、ヨルダは怖くない。一人では勝てなくとも、仲間がいれば話は別だ。

　次に会ったとき。――必ず俺は、ヨルダを！

　だが。

『ふ……ハハっ、ハハハハハハハハハハハハハハハハハ!!』

「！　な、なに？」

　突然、笑い声がした。

　それはもちろんヨルダのもの。おかしくてたまらない、という感じである。

　あまりに異質な反応に、俺だけでなく、側そばにいた五人の少女たちもぎょっとした。

『笑わせるなっ、クロガ！』

　そして届く声は、急に小さくなっていく。ヨルダが遠くに離れたせいか？

　それでも彼女は最後には、大事なことを口走った。

『罪、だと？　ふふん、貴様の方こそ大罪を犯しているというのにな……』

「はっ？」

　なんだって？　その意味は、もちろん俺にはわからない。

　――大罪!?

「ヨルダ!?　なんだ、それ！　いったい？　……おいっ!!」

　慌てて聞き返したものの、返事が来ることはなかった。

　だから俺は側にいる、紅那や颯綺、愛理砂と静九に光璃をつい見やった。

　けれどもこの中に、疑問に答えられる者はいなかった――。
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　ヨルダをすぐに追いかけることは、俺たちにはできなかった。

　俺や颯サツ綺キが疲労困こん憊ぱい、ということもある。が、なにより――無茶苦茶にされた『安全地帯』の跡あと地ちで、やるべきことがあったからだ。

　それは、弔とむらい。ここで倒れた輝士たちを、そのままにはできなかった。

　戦闘の余波でいくつもの棚が壊れ、崩れ、その下敷きになっている遺体もある。

　さすがに掘り出せないものは仕方ないが、できるだけ見つけて、紅那クレナが焼いて処理する前に遺留品を確保した。

　――熱風でやられた輝士たちは、誰が誰だか判別がつかない。けれども着ていた鎧や持ち物の一部は、無事に残されていたのだ。

　だからせめて、「ここにみんな生きてたんだ」という証あかしだけは、きちんと集めておきたかったんだ。

　それは誰からともなく、自然と俺たちはそうしていた。

　あの、他人と関かかわろうとしない愛ア理リ砂サでも、だ。

　その黄輝士の少女は、ある遺体を見つけると、しばし立ち尽くしていた。

「愛理砂？」

　大丈夫か？　凄せい惨さんな光景に参るのは当然か。たまたま見かけた俺は、声をかける。

「……。わたくしは、弱い者が嫌いです」

　すると彼女はぽつりと呟つぶやいた。

「自分より弱い者と接しても、なんの意味もありませんから」

　けれども、彼女は足元に転がる、二つの遺体を見つめ続ける。

　それは黒い服を着たものと、頭に布を巻いたものだ。まさか！　俺はすべてに気付き、声も出せなくなる。

　礫土レキトに、雨李亜アメリアさんの二人が、変わり果てた姿だった。

　二つの遺体は折り重なるようにして、『安全地帯』の中央に倒れていた。ちょうど俺やヨルダとの戦いで、棚の瓦礫などに潰つぶされなかった場所である。

「！　守った、のか？」

　俺は遺体の様子から、そのことを悟る。

　バンダナを巻いた遺体は、黒服の遺体の上に覆おおい被さるようにして、絶命していた――。

　ああ、そうか。そうだよな！

「守るって……約束、したもんな……！」

　ダメだ。俺は嗚お咽えつを堪こらえきれない。彼は誰かの帰ってこられる場所を、最後まで守ろうとしたんだ！

　でも、もうそれは存在しない。すべて潰されてしまったのだ。

　――だから俺たちは前へ進む。ここからさらに降りて行く。

　ここで死んだ者たちの思いを、ちゃんと抱えて。




　だが、俺たちには希望もある。

「勝てた、んだよな……俺たちは」

　多くの犠牲者の弔いを終えて――まだ積もる虚無感の中、それでも実感がわいてきた。

　そうだ。ヨルダを退けることに、俺たちは成功したんだ！

　もちろん完全勝利、というわけではない。またあの白髪の少女を逃がしてしまった。

　けれども、もう敵わない相手じゃないんだ――。だから『安全地帯』の一画で、比較的無事に残っていた調理場跡にて丸一日休息を取り、俺たちは出発の準備を始めた。

　そう、もうここを発たつのだ。

　俺たち六人の、誰が言い出したわけでもない。けれどもみんな、武輝こそ焼け焦げたテーブル席に置いていたものの、鎧はしっかり身につけている。いつでも出て行けるように、と。

　幸いここでは遺留品同様に、無事だった食料や、その他の使えそうな備品が多く残っていた。それらを持ってくるだけでいい。必要なものさえ全部そろえれば、もうここには用がなかった。

　いや。なによりもここにいれば、嫌でも礫土や雨李亜さんのことを思い出してしまうから――。

「でも、次会ったなら、今度こそケリつけてやるっての！　みんなの敵かたき、絶対取るよ……！　うん、そーだよっ、クロガと力を重ねたら、あんなの敵じゃないってわかったもんね！　ねー？」

　それでも支し度たくを調ととのえながら、颯綺がようやく朗ほがらかに言ってのけた。

　それはきっと、空元気か。つい塞ふさぎがちになる俺たちのことを気遣って、彼女なりに明るさを振りまいたのだ。

　けれども確かに、そのとおりでもある。「ええ」と返したのは紅那だった。

「そうですね。これまではヨルダは脅きよう威いでしかなかったけれど……戦えます！」

「まーアタシの方が、紅那より相性はよかったみたいだけどねー？　ね、クロガ！」

「へ？　……ええと、そ、そうだっけ？」

　突然話を振られても、困る。俺は遺留品の中から取ってきた、たくさんの武輝を抱え降ろしながらあたふたした。

　これらは光璃ヒカリの杖つえ型武輝を修復するための、パーツ取りとして使うらしい。なんでも適合しそうな封ふう殻かくを選ぶとかで、その手伝いをさせられていたのだ。いや、装備を調えることは、もちろん大事なんだけれど。

「なによー。アタシはほら、クロガの初めての相手ってことよ？」

　生返事をしたせいで、颯綺があからさまに不ふ機き嫌げんになった。

　う、うん？　おい、あのな。は、初めての相手って、ちょっと言い方おかしくない？

　俺以上に敏感に反応するのは、紅那である。

「さ、颯綺！　え、エッチな表現は禁止です!!」

「はー？　あれ？　アタシ、別に変なこと言ってないけどー？　表現って、それ、受け取り方次第なんじゃない？　紅那ー」

「！　え、ええっ？」

「エッチなのはそっち、ってことー。違う？　ねー二号さんっ」

「なっ……なななな、なっ！　そ、そんなことありません!!　あ、あと二号さんってなんですか！」

「ほらほら、ムキになって、あやしー。いーよいーよ、いつものガチガチ輝士よりは、ちょっとくらいエッチな方が人間味あってさあ」

「だ、だから違いますってば！　わ、私はそんなこと考えてないです！　もうっ！」

「い～よね～、ワタシも次こそは、三号になるよ～！」

　そこに、さっきから一人床に座り込み、黙々とたくさんの武輝に夢中になっていた光璃も加わった。

「そのためにもちゃ～んと、武輝を直しておかないと～！　ね、クロガく～ん！」

「あ、あれって、そのう。だ、誰とでもできちゃうものなんでしょうか？」

　おどおどしながら、俺ではなくて他の少女の方に訊きくのは静シズ九クだった。

　しかし誰かが応えるより早く、「でも、あたしなんて」と勝手に落ち込む。

「どうせ、攻撃には向いてませんから……。あの、ないですね、あたしの出番は。あは、は」

　そんなことはない、と思うんだけど――。

　などと口を挟はさもうとするが、無理だ。静九は「あたしはお料理だけしてればいいですから。ええ、ええ」とすっかり自じ虐ぎやくモードになり、リュックに食料を詰め込んでいく。

　いや、むしろすごく重要なポジションだと思うんだけど。なんて、紅那と愛理砂の三人だけで過ごした夜を思い出し、こっそり俺は考える。

　でもそれを言うと、きっと紅那が落ち込むだろうから、さすがに躊躇ためらってしまったけれど。

「クロガが戦力として期待できるレベルになった、というのは大きいですが」

　一方、相変わらず強さでしか物事を見ないのは、愛理砂だ。

「属性をコピーできるのなら、一属性に限らず、五属性を取りそろえるこの面メン子ツがうまく機能しそうですね。もっとも、わたくしだけでも十分事足りる、とは思いますが？」

「アンタ……相変わらず言いたい放題よね」

　颯綺が軽く呆あきれ返った。

「アタシ、忘れてないけどー？　今回、アンタが一人で降りて行ったの！」

「それがなにか？　当然の判断です。あのときはクロガが役に立つ、とは到底考えられませんでしたから」

「う。それを言われると、フォローできないや……」

「さ、颯綺？　いや、フォローしてくれよ!?」

　俺は普通にぐさりと傷ついた。

　いや、わかってる。確かに俺は、せっかく輝キ刃バがつくれるようになっても、戦力にはなれなかったし。

　――だけど、それも過去のことだ。

　俺は、輝士としての力を取り戻した。それも黒輝士の、特殊な力だ。

　あのヨルダには一対一では及ばない。けれども俺にはこうして五人の仲間がいる。

　大丈夫だ。紅那に颯綺、愛理砂に静九、光璃の五人の少女たちを見ながら――俺はそう信じる。

　ちらりと思い起こしたのは、例の『姫』の件だった。

　この中に、本当に『姫』なんて存在はいるのだろうか？

　戦うことに無我夢中で、いつしかすっかり忘れていたけど、その可能性はまだあるんだよな？

「あ、しまった……」

　するとふいに、俺はあることを思い出す。

　ん？　と少女たちが、自然とみんな注目した。

「い、いや。その、ほら。大したことじゃないんだけど……ヨルダと遭そう遇ぐうしたってのに、『姫』のこと確かめそびれたなあ、って」

「へ？　……アンタ、まだそれ言ってんの？」

　ぽかんとした顔をしたのは颯綺だ。

「ないってば、クロガ。まったくもうー」

「そうかな……。お、俺はっ」

「王族の『姫』が、私たちの中にいる、ですか？」

　くすりと紅那も苦笑いする。

「ないですよ、クロガ。考えられません。やはり、記憶違いか、ヨルダの世よ迷まい言ごとでしょう」

「……。そう言われると」

　返答に困った。記憶違い――その可能性に、今更ながらはっとさせられる。

　なぜなら、あのヨルダを負かした光景が、まだ脳のう裏りに焼き付いていたからだ。

　あんなこと、あり得るだろうか？　俺が勝っていた？　なら、なぜ俺は今ここにいる？　記憶を失っている？

　理解不能だ。それに――。

「大罪、か……？」

　俺はヨルダが最後に告げた、あの言葉を口にした。もちろん意味はわからない。

　ああ、俺はやっぱり、わからないことだらけなんだ。

「さて！　あとは、なに？　光璃の武輝だけじゃないー？」

　そうこうしているうちに、俺たちの支度のほとんどが片付いた。

　終わらないのは颯綺が指摘したとおり、大量の武輝に囲まれた光璃のみだ。

　しかし「う～ん」と紫輝士の少女は、灰色の長い髪を揺ゆらして悩む。

「適合しそうなパーツは、とりあえず確保したんだけどね～。でも組むとなると、ちょっと手間かかるから～。やっぱり適当なのを見繕って、武輝ごと取り替えちゃうのがいいのかなあ？」

「そーしたらいいじゃん？」

　なんでしないの、と颯綺がリボン頭を傾かしげた。

　が、けっこう光璃は面倒臭い。

「でも、新しい武輝にすると、今度は馴な染じむまで時間かかっちゃうでしょ～。ほら、クロガくんみたいにさ～」

　ちらりと彼女はテーブルの端にあった、俺の大剣型武輝を見て言う。

　確かに、最初はなかなか慣れなかったから、輝キ刃バをつくるだけでも苦労したんだよな。

　それはみんなにも経験があることなのか。なるほど、という空気が生まれる。

　だけど。

「あと、細身の武輝が好みなんだよね～！　こう、マイブーム的に～！」

「はい。撤収ー！」

　それは理解できないとばかりに、無情に颯綺が切り上げた。

　うん、ひどい。そういえばさっきから、三十本はある武輝をとっかえひっかえしながらも、なにやら気に入らない顔をしていたと思えば――そんな妙なこだわりで悩んでたのかよ!?

「じゃあ行きましょう」

　紅那も呆れ果てたのか、みんなを促す。「あっ、あっ！」と光璃が慌てふためくも、颯綺などは槍を手に、さっさと一人で歩き出した。

「付き合ってらんないってのー！」

「まったくです」

　こんなときだけ意見を合わせて、愛理砂も続いた。

　ただ、そのときだった。

「ま、待ってよ～！　みんなぁ」

「……あれ？　ねー、光璃ぃ、これなんかちょうどいいんじゃないのー？」

　大急ぎで荷物をまとめる光璃に向かって、テーブル席からずいぶん離れてしまった颯綺が、ふと足元を見て告げる。

　なに？　俺も大剣を背中につけて彼女に追いつき、示しているものを目にした。

　それは、『安全地帯』のもともと通路があった場所に、ぽつんと転がっていた武輝だ。

　どうやら棚などを中心に探していたため、こんなところに落ちていたのを、うっかり見逃していたらしい。

　それどころかその武輝は、かなり細身のシルエットをしていた。

「レイピア型、ですね」

　颯綺に追いついた愛理砂が言う。そうだ、確かにそのとおり。細長い、突き刺すことに特化した、軽量のレイピア型武輝そのものだった。

　待てよ？　それに見覚えがある。

　同じく、気が付いたのは颯綺だった。

「これって……あの、ヨルダの持ってた武輝じゃない？　アイツ、もしかしてやられたはずみに、ここに落っことしていっちゃったの!?」

　ああ、そうだ。間違いない。それはヨルダが使っていた、特徴的な武輝だった。

　その柄つかを摑つかみ、何気なく颯綺がひょいと持ち上げる。

　――けれども。

「えっ？」

　次の瞬間、颯綺が大きく目を見張った。

　彼女の手の中で、突然破裂音がする――。手にした武輝の封殻が爆はぜたのだ。

　一瞬、なにが起きたのか、俺にはまったくわからなかった。颯綺がなんで、今《結晶マテリア》化したのだろう。

　いいや、彼女はなにもしていない。一番驚いているのは颯綺なのだ。

　そして――ぞっとするのは俺だった。

「！　闇っ!?」

　弾けた細身の封殻は、なんと黒い輝キ刃バを形成した。まさか！　颯綺は黒輝士じゃない。緑輝士だ！　あり得ない。

　だが、もっともあり得ないことは、直後に起きた。

　黒いレイピアの刃は、俺たちの見ている前でくるりと丸い輪を描く。すると、その切っ先はすとん、とあっさり吸い込まれたのだ。

　武輝をうっかり拾い上げた、颯綺の胸に！

「ちょっ、なに、こ……れ？」

　身につけた鎧の胸当てすら意味もなく、黒くて細い刃が刺さる。深々と。

　誰も、突然のことに声も出なかった。

　ただゆっくりと、颯綺の体が崩れ落ちて――！
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「颯サツ綺キいぃいいいいいいい!!」

　俺の声がほとばしった。

　それを合図に、他の少女たちの硬直も解ける。

　――『安全地帯』の焦こげた床に、ぐったりと、緑みどり輝き士しの少女の体が倒れ込んだ。

　その胸から流れ出たのは、真っ赤な血だ。

「鎧よろいを外して！　早くっ！」

　真っ先に駆けつけながら、紅那クレナが叫ぶ。静シズ九クが追いつき、大急ぎで颯綺の胸当てを脱がしにかかった。

　光璃ヒカリはぱっと反転し、テーブル席の一画に飛び込んだ。その足元にストックされていたのは、俺たちが持って行くのを断念した、タオル類の山である。そのうちのいくつかを大きな胸に抱え込んで、すぐに颯綺のもとへと駆けつけた。

　そのときには、黒い刃は颯綺の胸から抜け落ちて、転がっていた。そのレイピアを蹴けり飛ばすのは、愛ア理リ砂サだ。

　なにが起きたのか――。

　情けないことに、俺は足がすくんで動けなかった。

　いいや、誰よりも――闇やみ属性の俺だけが、すべてを感じ取っていた。

「こんな……こんなことができるのかよ!?　ヨルダっ！」

　そうだ。俺はあの、最悪の黒輝士の名を口にした。

　それに呼応するように、レイピアが形成した黒い刃が形を変える。

　現れたのはあの、白髪の少女の頭のみ。いや、これはヨルダの残した影の一部だ！

『逃げたと思ったか？』

　そして、顔だけの真っ黒なヨルダが笑った。

　その声に、少女たちも一斉にレイピアを見て絶句する。

『ふふん、気付かなかっただろう？　影は、仕込むこともできるのだ。もっとも貴様にはできまい、クロガ』

　そいつはもちろん、ヨルダ本人ではない。だがそっくりな顔で俺たちを嘲あざ笑わらった。

　ここまで、するのか。きっと俺と紅那の一撃で、吹っ飛ばされたときだろう。

　あの白髪の少女はこれを見越して、闇の力を武ぶ輝きに残し、ここに捨てていったのだ。きっと誰かが拾うだろう、と！

　だが。

『手て応ごたえはあったな。だが、こいつではなかったようだ』

　込められた力には限界があるのだろう。あっさりと黒い粒子が崩壊を始め、彼女の顔が薄くなる。

　こいつ？　どういう意味だ。誰かを、狙ねらっていたのだろうか？　なぜ？

　ダメだ。俺は、俺たちはなにも訊きけない。

『うまくいけば、利用できると思ったが……まあ、いい』

　消滅していくヨルダの影は、最後まで笑みを張り付かせていた。

『わたしが利用しなくとも、貴様が利用するか？　クロガ』

「!?　な……」

　いったいなにを言っている？　そう思ったときにはもう、レイピアに仕込まれていた闇は、さらりと霧む散さんして消えた。

　利用？　ヨルダが、人を殺すことで？

　なのに、俺も利用する？

　――まったく訳がわからなかった。

　いや、そんなことよりも！

「ち、超痛い、じゃんっ。これっ、て、さ……シャレに、なんない、っつーの」

　颯綺が呻うめいた。

「颯綺い!!」

　俺もようやく、彼女のもとに駆け寄った。

　颯綺は紅那たちの手によって、胸当てを外され、さらに赤く染まった白服の胸元をはだけさせられていた。

　簡素なブラジャーまで取られ、二つの乳房が露あらわになる。けれども赤面している余裕もなければ、「見るな！」と制する者もいない。

「血が……止まりません!!」

　紅那が泣きそうな声を上げた。タオルで必死に押さえるも、白かったその生地が赤黒く染まる。

「大丈夫、大丈夫だから……」

　こんなときにもへらへらと笑うのは、倒れた張本人である。

　いや、出血がひどくて意識がもう――。

　かくん、と颯綺の頭が垂れ落ちた。
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「どうして、どうしてあたし……雨李亜アメリアさんみたいな、治ち癒ゆ系の力を持ってないんですかっ」

　静シズ九クが涙をこぼしながら、自分の無力さを嚙かみ締しめる。

　いや、それは俺たちの誰もが同じだ。

　俺が背負った颯サツ綺キの体は、噓うそみたいに華きや奢しやで、冷たかった。

　――だが、まだ死んでいない。ぎりぎりのところで命を繋つないでいた。

　それは光璃ヒカリが「これ、使えるんじゃ～!?」と取り出してきた、あの接着剤のおかげだ。

　傷口を強力にくっつけることで、どうにか出血を抑えられたのだ。

　幸い、急所は外れているらしい。

　けれども血を失いすぎたせいで、容よう態だいは深刻だ。一度気絶してから、颯綺の意識は回復しない。

　だから、俺たちは『安全地帯』を後にした。

　ここにいてもどうしようもない。医療用の設備は残念ながら、俺たちがそれぞれポーチに持っている、応急キットに毛が生えた程度だった。

　もともとは単なる備び蓄ちく庫こなのだ。雨李亜さんがいた頃と違い、まともな治療などできるはずもなかった。

　だから。

「がんばれよ、颯綺……！」

　男の俺が大たい剣けんのかわりに颯綺を負ぶって、階段を降りていく。先頭を歩くのは、かわりに大剣型武輝を引きずった紅那クレナである。

　ここはあの、可か動どう壁へきのあった第五階層から続く、第六階層への階段だった。

　そう、目指すは学園で唯一まともな医療設備のある、『保健室』だ。

　そこには輝き法ほうでつくられた薬なども存在し、手当が可能になっているのだ。第六階層につくられたのは、全部で十三階層あるこの学園の、ほぼ中央に位置するから。上からも下からも、負傷した者たちが辿たどり着きやすいように、との配慮らしい。

　ただしもちろんここにも今は、暴走した棄き竜りゆうの魔の手が伸びていて――。




「邪、魔、だあああ―――――――っ!!」

　俺は徘はい徊かいしていた、長いノーズで風を操る、「掃除機」型棄竜に赤い刃を突き立てた。

　紅那と輝き力りよくを重ね合わせた一撃は、たやすく棄竜の体を寸断し、その動きを停止させる。自動車ほどのサイズがあったその体たい軀くが、ばらばらになって崩くずれ去った。

　だが、もう手遅れだった。

「そんなっ、『保健室』が！」

　踏み込んだ『保健室』の有様に、紅那が掠かすれた声を出した。

　そこはたくさんの棚やベッドが並ぶ、強固な壁に守られた一室だ。すり鉢状になったフォルムは、いつかの講堂を思わせる。たぶん、造りは近いものがあるだろう。

　ただしそこに並ぶのは机ではなく、カーテンで仕切られたベッドだった。さらにすり鉢の一番下には、たくさんの薬品棚がおかれていた。百人近くはまとめて収容できるだろうか？

　だが今は、無む残ざんに棚は引き倒され、ベッドが押おし潰つぶされていた。ここに巣くっていた先ほどの掃除機型棄竜が、滅め茶ちや苦く茶ちやにしたらしい。

　――最悪、だった。

「ど、どうしよう～！」

　医者の家系という光璃が、倒れた棚に取り付くものの、哀かなしく首を振るばかりだ。

「割れてるよ、薬瓶！　これじゃあ颯綺は～！」

「……なにか手はないのですか？」

　戦っていた俺にかわり、瀕ひん死しの颯綺を抱きかかえていた愛ア理リ砂サが、焦りを顔に滲にじませた。

　いつもは嚙み合わない二人だけど、そんなことない。この黄輝士の少女だって、颯綺のことを本当に心配しているんだ！

　だけど――もう、打つ手はない。

　どうにかまともに寝られるベッドを引き起こして、そこに颯綺を横たわらせるのが精一杯だ。

　他に、俺たちにはなにもできない。沈黙だけが、俺たちの無力を示していた。

「くそッ！」

　俺は思いきり、座り込んだまま床を殴る。

　痛い。だけど、それがどうした？

「やれることを……やるだけ、しかできないんだ。俺たちはっ」

「！　クロガ、さん？」

「やれないことはできない。そういうことなのか！　わかってる、わかってるけど!!」

　静九がはっと顔を上げたのは、俺がいつしか告げた、同じ言葉だったからか。

　けれどもあのときと今では、まるで意味が異なった。

　なんだ、俺は？　ようやくヨルダを退けられるだけの力を手に入れた？　――それが、なんだ！

「人を、たった一人を救えないんだ、俺は」

　嗚お咽えつを何度も飲み込んだ、喉のどの奥が痛かった。

「クロガ……」

　紅那が俺の肩に手を置く。

　でも、それ以上彼女も言葉が出ないらしい。

　もう、やるべきことはすべてやった。これ以上できることはなにもない。

　あとは奇き蹟せきにすがるだけ、か。

「……神さまっ」

　静九が祈りを捧ささげていた。

　だけど、そこにどんな意味がある？　きっと、ない。

　いいや、それはもしかしたら、静九が一番わかっていたのかも。

「お許しください。あ、あたしは……あたしは、自分のやれることを、します！」

「？　静、九？」

　なんだ？　静九の言葉に俺は俯うつむけていた顔を上げる。

　いや、他の少女たちも同様だ。紅那も愛理砂も光璃も、意識のない颯綺以外はみんな静九の方を見た。

　視線が集まったことに、静九はわずかに臆おくしたようだ。が、彼女は唇くちびるを嚙んで、意を決する。屈かがんでおもむろに拾い上げるのは、倒れた棚からこぼれ出た、ガラス戸の破片だった。

　それを、なんと静九は――。

「いっ、痛いッ！」

「し、静九!?　なにをやっているのですか！」

　左の手のひらにガラス片を滑らせて、お下げ髪の少女が小さな悲鳴を上げた。紅那がぎょっとして、慌ててポーチをまさぐった。応急キットを探し出そうとしているのだろう。

　でも。

「いいんです。あの、み、見ててください……」












　静九は構わず、歩を進める。向かうはベッドに寝かされた、蒼そう白はくな颯綺だ。

　するとその胸元にぽたぽたと、赤い血を落としていく。

　なんだ？　まるで儀式めいたその行為に、俺たちの誰もが戸と惑まどった。静九は頭がおかしくなってしまったのか？

　――いいや、違った。

「け、ほっ！　こほっ！」

　いきなり颯綺が咳せき込んだ。えっ？　俺たちはあっけにとられる。

　だってさっきまで、呼吸だって微弱になっていたはずなのに！

　それどころか――天井からの光の下で、生気のなかった颯綺の頰ほおに、紅が差す。

「たぶん、もう大丈夫です。一時的ですけど、その。輝力が高まり、治癒能力を引き上げているはず、ですから」

　傷つけた左手を握りしめて、静九が語る。

「いえ、本当は……できるかどうかわかりませんでした。でも、あたし。自分にやれることは、やらなくちゃって！　そう、教えてもらったから……」

「し、静九？　いったい、これって」

　俺は思わず聞き返していた。

　静九はおどおど、いつものように俺に視線を合わせない。

　いや、違う。やがて覚悟を決めたように、彼女は俺を真まっ直すぐ見み据すえた。

「あたしは、たぶん、クロガさんが捜さがしている人です」

　そして静九はゆっくりと告げる。

「……あたしが、その。ひ、『姫』なんです！　た、たぶん」

　は？　――なにを言っているのか、俺も他の少女たちも、まるで理解できなかった。

　だけど『姫』と名乗った青輝士の少女は、おずおずと、その左手を開いてみせる。

　するとその手のひらには、もうあの切り傷が、噓うそみたいに消えていた。

　あり得ない。確かに、そこにさっきまで、血が滲んでいたはずなのに！

「!!」

　俺たちの誰もが息を呑み、信じられないとそれぞれ顔を見合わせる。

　いいや、これは真実だ。確かに静まり返る『保健室』の中で、しっかりとしてきた颯綺の呼吸音だけが規則正しく刻まれていた。これが、輝力に優れた王族の、『姫』の力というわけか。




　だけどなぜ、静九は『姫』であることを、今までずっと隠していたんだ――!?







■後記




　お待たせしました。ひびきです。

　怒ど濤とうの二巻となりましたが……いかがでしたか？

　いろいろ謎なぞが明らかになってきました。ところが、さらに深まる疑問点も？

　次巻では一気に真相へと迫っていく予定ですので、期待しててくださいね！

　きっとまた、ヨルダがひどい手段を取るのでしょうけども……。

　――いえ、でもね。実は私、ストーリーを構築するときにはまず、「ヨルダになりきる」ところから始めていたりするんです。

　現時点で、ヨルダの考えていることを全部知っているのは、作者の私だけなわけですが。そんなこともあり、彼女がなにをしたいのか、を軸にして話を組み上げてるんですよね。

　おそらく読者の方は、ヨルダが好きではないと思います。純粋な悪役ですし。

　けれども私はちょっとだけ、ヨルダの理解者だったりしますよ（笑）。

　まあヨルダからしてみれば、「……作者の貴様が黒幕だろうが！」という感じかもしれませんがー。あはは。

　一方で、こっちの言うことをまったく聞いてくれないのは、なんと愛ア理リ砂サだったり！

　彼女はね、個人的には一番のお気に入りキャラなのですが。でも、いつクロガたちの前からいなくなるかわからないので、超扱いにくいです（汗）。

　それと……技をバンバン使うところが、大変で！

　他の女の子たちより強いせいか、とにかく愛理砂ったら、戦闘で大活躍するんですよね。でも、毎回新しく技の名前を考えるのは、私任せなんですよー！（←当たり前です）

　誰ですか！　四字熟語をもじった、ややこしい技名にしたのは！　……私ですよコンチクショウ！

　といったところですが、ええと、次回もがんばります！　たぶんまた、愛理砂は活躍しちゃうことでしょうし……！

　同じように種類を出さなくちゃいけない棄き竜りゆうに関しては、あまり苦労はしないので、ちょっと不思議なんですけどね。むしろ楽しみながら、いろんな機械をモチーフに作り込んでおりますよ～。まあ、この『竜棲学園の不適格輝士ロストナイト』では、キモになる存在ですしね！

　なにはともあれ、引き続き応援よろしくお願いします。





２０１４年５月　ひびき遊ゆう
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